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あなたたちはどう生きるか

――女の子の翼を折らないために




　『君たちはどう生きるか』って本を読んだことがありますか？

　吉野源三郎という児童文学者であり、ジャーナリストが、一九三七年に書いてベストセラーになった本が、その八〇年後、二〇一七年にマンガ化されてマガジンハウスから再刊されて復活、ベストセラーになりました。わたしも読んでみました。自分のアタマを使ってモノをかんがえることや、いじめに立ち向かう勇気や、立場を超えた友情などを描いて、感動しました。が、なんだか釈然としない気持ちが残りました。

　というのもそこで「君たち」と呼びかけられているのが、男の子ばかりだったからです。

　同じ思いを、ジャン＝ジャック・ルソーという人の書いた有名な教育書、『エミール』を読んだ時にも感じました。エミールは少年の名前、その子どもを教育するために子どもの自発性を大切にしなくてはならない、とか、子どもにやりたいことをやらせて長所を伸ばしなさいとか、もっともなことがたくさん書いてありました。ですが最後まで読み進めてみて、がくぜんとしました。そこには、「以上述べてきたことは女の子にはあてはまらない」と書いてあったからです。女の子は、将来の夫となる男を支えるように育てなさい、とルソーは言いました。そんなバカな！ とわたしは思いました。

　そんなバカな！ とあなたもきっと思うでしょう。この本は、そう思ったあなたのための本です。

　なのに、「女の子はどう生きるか」という本は、思ったほど多くはありません。少年といえば男児を、青年と言えば男性を、ただちに連想する社会では、「君たち」はいつだって男子限定。女の子は視野にありません。男の子は人生の主役に、女の子は脇役になって生きなさいとルソーの時代から言われてきたし、今だってそう思っているオトナがいないわけじゃありません。でも、女の子だって人生の主役。なのに、女の子がどうやって人生の主役として生きるかを説いた本は、たくさんはありません。

　「女の子の翼を折らないように」というコトバは、ノーベル平和賞を史上最年少で受賞したマララ・ユスフザイのお父さんの発言からお借りしました。パキスタンで「学校に通いたい」と願っていたマララさんは、女に教育はいらないと考えたオトナの男たちに、一五歳のときに銃弾で撃たれました。女子が教育を受けるためだけにだって、命がけの社会があるんです。かろうじて生き延びた後も、マララさんはどんな女の子にも教育が必要だと世界中に説いてまわっています。「こんなに勇気のある娘さんを、どうやって育てたんですか？」と問われたお父さんは、「娘の翼を折らないようにしただけです」と答えました。そう。女の子も男の子も、子どもという子どもは、育ちたい、学びたい、成長したいという意欲、つまり翼を持っています。その翼を女の子たちは折られ、たわめられ、引きずりおろされてきたんです。だから、女の子の育て方はかんたん。その子が最初から持っている自分からはばたこうとする力を、妨げないことです。本書は「女の子はどう生きるか」だけでなく、「女の子はどう育てるか」の本にもなっていると思います。

　残念ながら、いまの日本では、「女の子の育て方／育ち方」と「男の子の育て方／育ち方」がずいぶん違います。だからこそ、「女の子はどう生きるか」という本が書かれなければなりません。『君たちはどう生きるか』（岩波文庫）を出版した同じ岩波書店から、この本が出ることをうれしく思います。
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Ｑ１　共学校なのに、生徒会長はいつも男子しかなれません。女子は副や書記ばかりで、先生にいってもこれが伝統だと言われます。女の子は、会長を目指してはいけないのでしょうか。だまって補佐役に甘んじるべきなのでしょうか？




Ａ１　生徒会ばかりじゃありません。先生たちを見てごらんなさい。校長は男で副校長や教頭は女、って多くないですか？　図１をみれば、それがよくわかります。お家に帰れば、お父さんが中心で、お母さんがそれを支えていませんか？　妻を「女房」とも言いますが、「女房役」って補佐役のこと。お父さん、お母さんが働いている職場では、社長が男で、秘書が女って組み合わせはありませんか？
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　学校は社会の縮図です。学校だけが社会からの避難所や例外的な特区になれるわけじゃありません。オトナがそれを「伝統」と呼ぶのは、誰もがあたりまえだと思って、疑わないからです。でも「伝統」には根拠がありません。オトナが「伝統」を持ち出したら、答えられないから問いをシャットアウトして、ごまかしているんだと思ってください。食い下がって、「どこのどんな伝統なんですか？」「いつから伝統になったんですか？」「どういう根拠があるんですか？」ってたてつづけにきいてごらんなさい、きっとイヤがられますから（笑）。最後はキレて「うるさいっ！」で終わるでしょう。オトナの敗北宣言です。

　おもしろいデータが見つかりました。滋賀県大津市で二〇一八年に生徒会長の男子の割合をしらべたものです（表１）。小学校では児童会の会長は男女半々なのに、中学・高校では男子が多くなる。上級学校にいくほどオトナの世界に染まっていくのかもしれません。高校で男子の比率がやや下がるのは、女子高があるからかも。女子高だと全員女子ですから、生徒会長も当然、女子。女子高の方が女の子のリーダーシップが育つ、って言われています。だって能力は置かれた立場で育つものですから。あなたの地域ではどうでしょうか。くらべてみるとおもしろそうです。
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　はい、女の子に生徒会長になれない理由はありません。生徒会がほんとうに民主的に運営されているなら（つまり、先生の思いどおりに支配されていないなら）、生徒会長に立候補して選挙で選ばれたらいいんです。事実、そうやって生徒会長になる女の子も、そこここで生まれてきました。

　「伝統」という長く続いた根拠のない習慣をうちやぶって、最初に生徒会長に立候補する女子には、ちょっとした勇気が要いるかもしれません。でもまわりが支持してくれれば、そして実際になってみれば、なあーんだ、生徒会長が女だってなんのふつごうもないんだ、ってことは、すぐにわかるんですけどね。誰かひとりが前例をつくってくれれば、二人目からはやりやすくなります。あなたもやってみたら？
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Ｑ２　外遊びより読書やブロックづくりが好きな弟を、保育園や学校の先生は「男らしくない」といいます。男らしさって何ですか？




Ａ２　男の子は「外遊びが好き」、女の子は「読書やブロックづくりが好き」って、保育士さんや先生は思っているんでしょうか？　そんならきっと、「お人形遊びや読書」より「外遊び」が好きな女の子のことも、「女らしくない」って言うんでしょうね。

　こういうのをステレオタイプ（女らしさ、男らしさに対する思いこみや偏見）っていいます。先生たちがステレオタイプを好きなのは、女の子、男の子を鋳い型がたにはめて一律に扱うほうが、子どもをコントロールしやすいからです。そんな鋳型には、女らしさ、男らしさだけでなく、子どもらしさ、高校生らしさ、日本人らしさ、など、いろいろあります。人はそれぞれなのに、なんて単純なアタマなんでしょうねえ。オトナのアタマの中って、ふくざつな情報処理ができないんでしょうか。

　まわりをみてごらんなさい。世の中にはいろんな女や男、女らしくない女や男らしくない男、オトナらしくないオトナや、先生らしくない先生などがいっぱいいます。わたしたちはそれを個性と呼びます。個性って、他人ととりかえのきかない、かけがえのないもの。あなたの弟が「読書やブロックづくりが好き」なのは彼の個性。それを伸ばすのが教育の役割。ブロック遊びのなかから、彼は三次元感覚を磨いて、将来は彫刻や建築、三次元ホログラムの開発にのりだすかもしれないのに。その個性をつぶすのが教育なら、そんな教育にはノーを言っていいんです。
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Ｑ３　妹はピンクや赤より青色や黒色が大好き。だから服もランドセルもその色。おまけにショートカット。周囲からは「男の子みたい」と言われています。それって「ヘン」ですか？




Ａ３　ピンクや赤は女の子色、青や黒は男の子色。ロングヘアは女の子、ショートヘアは男の子。こんな思いこみ、いつどこでどうやって刷りこみされるんでしょうね。赤ちゃんに聞いてみたい。女の赤ちゃんは自然とピンクや赤に手を伸ばし、男の赤ちゃんは青や黒ににっこりする、って？　赤ちゃんは、赤や黄色などはっきりした明るい色が好き、ってことが研究からわかっています。赤い色に手を伸ばす男の子は「女の子みたい」って言われるんでしょうか。それ以前に、赤ちゃんが生まれる前から、「お嬢ちゃんですって？」とフリルのついたベビー服が届けられ、「ボクちゃんなの」とブルーのおくるみがプレゼントされる……という「周囲」の反応が、女の子色と男の子色をつくるんでしょう。Ｑ２でもふれましたが、これをステレオタイプといいます。

　小学校に行くとランドセルの色が決まります。ランドセルって高いから、たいがいはおばあちゃん、おじいちゃんからの贈り物。そうなるとその世代の先入観から、女の子には赤やピンク系のランドセルが、男の子には黒いランドセルが、プレゼントされるのでしょうか。最近のランドセルはとってもカラフル。あたしは緑、っていう女の子や、ボクはピンク、という男の子は「ヘンな子」になるのかしら。どうしてもこれにしたい、って子どもががんばっても、「やめておけば」ってやっぱり女の子は赤やピンク系、男の子は黒、になってしまうのは、「ひとりだけ違う色だと、いじめられるよ」ってオトナが心配するから。でもね、何度も言うけど子どもの世界はオトナの社会の縮図。女の子色、男の子色っていうステレオタイプをつくったのは子どもではなくてオトナ。オトナのやることを真似して、子どもたちもステレオタイプを身につけ、そこからはみ出す子どもたちを「ヘン」って排除するんだよね。

　もしランドセルがひとりひとりカラフルだったら？　もし着るモノもひとりひとり違っていたら？　もし肌の色も目の色も、いろいろだったら？　みんなヘンだと、誰もヘンにはならなくなるでしょう。だからわたしは制服もなくせばいい、と思っています。女の子はスカート、男の子はズボンって何故？　よく考えると理由がわかりません。スカートは裾すそがスカスカして冬は寒いし、走りまわったりするのにも向きません。最近では女の子の制服にズボンもＯＫっていう選択肢が出てきたようだけど、どこの学校にもあるわけじゃないみたい。いっそ制服をなくしたらいいのにね。制服だとしょっちゅう洗濯ができないから不潔。女子も男子も気がねなく走りまわれてジャブジャブ洗えるＴシャツとＧパンがいい。カラフルなＴシャツにロゴだのイラストだので個性をアピールすれば、教室だっておしゃれになるのに。制服のない学校だって現にあります。それに自分が女か男か決めたくないって子どもたちも登場しました。ズボンかスカート、どちらかを選ばなくちゃいけないって不自由すぎ。

　「みんな同じがいい」学校と、「みんな違ってみんないい」学校とでは、どちらが子どもたちの創造力を伸ばせると思う？　答えはハッキリしています。もちろん後者です。今のまんまの日本の教育だと、世界の変化から取り残されるって、わたしは本気で心配しています。ランドセルの色から、教育の将来まで、話が大きく飛んじゃったけど、一事が万事。こういう小さなことのひとつひとつの積み重ねで、世の中は成り立っているんです。
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Ｑ４　私は理系の研究者を目指しています。でも進路指導の先生は、女子には無理だよと言います。研究するには体力が必要だし、日本のノーベル賞受賞者が男性しかいないのをみてもわかるでしょうと。女子には無理なのでしょうか？




Ａ４　進路指導の先生は、よほど世の中の動きにうといのでしょうか？　学校にばかりこもっているとそうなるのかも。女の子の脳が理系向きじゃないってことはありません。体力が必要、といっても、仕事にだって子育てにだって体力は要るし、研究者に必要な体力は、引越し業者に必要な体力ほどではないでしょう。女子だってじゅうぶんやっていけます。女子は数学が苦手、というのだって、小さいときから数学は男の子向けというステレオタイプが影響して、女子の能力を抑えているからです。女性脳・男性脳が決まっているという説は、何の根拠もない「えせ科学」だと思ってまちがいありません。

　今、日本の政府は、必死でリケジョ（理系女子）を育成しようと、あの手この手を使っています。むしろリケジョの方が、推薦入学枠に入りやすいとか、奨学金をとりやすいとか、有利なぐらいなのに（注）。というのも日本ではこれまで外国と比べてリケジョが少なすぎたから。先生が「日本のノーベル賞受賞者が男性しかいない」というのは、事実としては当たっています。でも海外を見れば、ノーベル賞受賞者に女性科学者はいますし、マダム・キュリーはなんと、生涯に二度もノーベル賞（物理学賞・化学賞）を受賞しました。なぜ日本にノーベル賞受賞者が男性しかいないかというと、「先生みたいなひとが、女の子の意欲をくじいたからだよ」って言ってあげてください（笑）。

　この進路指導の先生みたいな考え方を、ジェンダー教育学の概念では「ジェンダー・トラッキング」といいます。陸上のトラック競技って、走るコースが線を引かれて決まっているでしょう。そのように出発点から、女の子向けコース、男の子向けコースと、トラックをはみださないように誘導する育て方を言います。こういう教育が女の子、男の子の個性を殺すんですね。

　たしかにこれまでの日本では、研究者の世界では男が圧倒的に有利でした。それは男の脳がとりわけ理系に向いていたからではありません。男性の方が研究者の職を得やすく、家事育児をしなくても研究に没頭できる環境を与えられ、成果を発表するチャンスに恵まれたからです。でも、世の中は変化しています。ほんとうにイノベイティブ（革新的）なことをやろうとしたら、女も男もない、ということに、全世界が気づいています。それどころか、イノベーション（技術革新）のためには、科学技術開発の現場に、女も男も含めて多様な人材がいた方がいいとわかってきました。

　なぜなら女子は男子と違うアイディア、違うアプローチを採るからです。日本が、日本の男性が、日本の学校の先生たちのアタマの中が、時代に追いついていないのでしょう。あなたの人生はこれから先、先生の人生よりずっと長い。その可能性を、先生の一言で否定されないようにしてください。

（注）内閣府男女共同参画局「理工チャレンジ――女子中高校生・女子学生の理工系分野への選択」（www.gender.go.jp）参照。
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Ｑ５　共学校に通っています。名簿はどうしていつも男子が先なのですか？




Ａ５　ほんとに不思議ですねえ。名簿で男子が先なら、名簿順にならべば男子が前に、女子が後になります。名簿順に呼ばれて卒業証書を受けとるときも、男子が先、男子が全員卒業証書を受けとってから、女子が受けとることになります。いつからそうなんでしょうか。

　小学校ができたのは、明治時代。その頃からだとしたら、「男女七歳にして席を同じうせず」で男子席と女子席を分けた名残りかもしれません。中学校になったら戦前は男女別学でした。戦後学制改革で初等教育だけでなく中等教育も男女共学にするように、占領軍に命じられてから、別学の旧制中学と旧制高等女学校とが合併しはじめましたが、そのときに名簿が男子が先、女子が後になったんでしょうか。高等教育、特に大学ではどうでしょう？　戦前は一九一三年に東北帝国大学（現、東北大学）で初めて女子学生の入学が認められ、その五年後、北海道帝国大学（現、北海道大学）で門戸が開かれました。しかしそうしたいくつかの大学を除いて女子学生を入れてくれませんでしたが、戦後新制大学のほとんどが男女共学になってからは、名簿は完全に混合名簿です。名簿が男女混合でも、大学ではなんのふつごうもおきていません。大学の体育の授業は、学校および種目によっては男女別で行われていますが、名簿を別にしなければ不便、なんてこともまったくありません。大学ではふつうのことが小中高でふつうでないのは理解できません。つまり、名簿の男女別の順番には、なんの合理的な根拠もないということです。

　根拠がないのに続いていることを、「習慣」とか「伝統」とかいいます。この習慣があらわすのは、男が女よりなにごとにつけ「先」という思いこみ（社会通念ともいいます）です。先に立って歩くのは男、料理があれば先に手をつけるのは男、会長は男、リーダーは男……という思いこみが、名簿にも反映してるのでしょう。こんな名簿があると、「男が先」という思いこみが、「あったりまえ」になることに手を貸すことになります。

　こんなのヘン、と感じたのはあなただけではありません。一九九〇年代に学校の女の先生たちが「こんなのヘン」と混合名簿を使うように運動しはじめました。先生たちの運動は、「男女別じゃないと不便」とか「昔からの伝統だから」っていろんな抵抗に遭あいましたが、どの反対理由も説得力がありませんでした。その結果、各地で混合名簿が増えていきました。教育行政は小中学校は市町村に、高等学校は都道府県に責任がありますから、抵抗の大きい地方では、混合名簿があまり普及していないところもあります。一部には、いったん混合名簿になったのに、反対派が押し返して、ふたたび男女別名簿に戻したところもあります。あなたの通っている学校は、どんな地方にあるんでしょうか。変化の遅い、「伝統」の大好きなオバサン、オジサンのいる地方なんでしょうか。

　男女混合名簿はいまは「性別によらない名簿」って呼ばれています。ＬＧＢＴＱ（Ｑ30参照）の子どもがいたら、男女別名簿のどちらに入れるか、先生も困るし、本人もつらい思いをするでしょう。こんなふつごうな「習慣」や「伝統」は、さっさとやめてしまったらいいと思います。でもそのためには、誰かが最初に、「これってヘン」と言わなくちゃいけないし、まわりのひとが「そうね、そうよね」とサポートしなくちゃいけないし、「今のままがいいんだ」というひとたちを説得したり、抵抗をはねのけたりしなくちゃいけないし……で、名簿ひとつを変えるんだってたいへんなんです、ふーっ。

　男女混合名簿を推進した女の先生がこんなことを言っていました。たいしたことのない、ちっぽけな変化だけれど、その過程で女の先生たちがいきいきと発言するようになって、職場の風通しがとってもよくなった。結果より過程の方が大きな成果でした、って。

　質問はかんたんなのに、答えが長くなりました。ちょっとした変化も、それを変えたいと思ったひとたちがいたから起きたってこと、知ってほしいと思ったからです。そしてウカウカするとまた後戻りすることも。何より、変えたいと思えば変えられるってことを。職場の女子の「お茶くみ」もこうやってなくなりました。

　あなたの「これってヘン」という感覚を、これからも大事にしてくださいね。








[image: ] バリバリ働けない人は？




Ｑ６　担任の先生は、小さなお子さんがいるので、夕方の五時には学校を出てしまいます。またお子さんが熱を出すとすぐに休みを取ります。進路のこととか相談したいのに……。子育て中の先生が担任を持つのは無責任だと思います。友達に話すと「冷たくね」と言われましたが、責任をとれないなら、責任のない立場になるのは当然だと思います。




Ａ６　小学校の先生の六二・二％、中学校の先生の四三・五％は女性です（図１）。小学生の親のあいだでは子どもの担任が男だと「当たりっ！」って喜ぶ、という話を聞きました。女の先生が「ハズレ」なのは、あなたの担任のように、しょっちゅう休みをとる、からでしょうか？

　男の先生にも小さな子どもがいる先生はいるでしょう。男の先生が休みをとらないのはなぜ？ って考えたことがありますか？　それは妻が「ワンオペ育児（注）」をしているおかげで、男の先生は責任から逃れられているからですね。女の先生にだって、子どもをつくった相手がいるはずですが、夫が手出しをしないから、妻がもっぱら休みをとらなくちゃならなくなるんでしょう。学校の先生は先生同士で結婚することが多いようですが、その場合も、男の先生にではなく女の先生にばかり負担のしわよせが来ているようです。

　「育児は女の役目」って思ってますか？　産休はせいぜい三カ月、育休だって母乳育児をする期間は、一年で終わります。それから後、保育園の送り迎えはパパにだってできるし、お風呂に入れたりおむつを替えたりだって、パパにもできます。え、パパにはやってもらったことがないって？　さみしいですねえ。親は子どもに関わることで親になっていくのに。小さいときに子育てに関わった父親とその子どもとの関係は、それから後もよい、という調査結果があります。なに？　パパとは口もきかない、話したいことなんてない、ですって？　かなしいですねえ。そんな父と子の疎遠な関係をつくってきてしまったなんて。でも、それってパパの自じ業ごう自じ得とくですよね。

　もし男女を問わず先生が小さい子の子育て中なら、担任にならないほうがよい、と思いますか？　責任をとれないのに、責任ある立場に立つのは無責任、て。そしたら担任は、子育ての責任のない独身の先生か、子育てを終わったオバサン、オジサン先生だけ、の方がいいですか？　子育て中には責任の重いしごとからはずしてあげるのが親切ですか？　子どもが何歳になるまでそうしてあげたらいいですか？

　クラス担任になるのは、責任の重い、やりがいのあるしごとです。もしあなたが学校の先生で子どもを産んだばかりなら……子育て中だから、担任をとうぶんはずしてあげる、って言われたら、どんな気分がしますか？

　「冷たくね」というお友だちの反応は、それを指しています。「もし自分なら」って考えたら、冷たくね、と。「もし自分なら」って考えることを、想像力といいます。お友だちは自分が将来母になることを想像して、そう言っているんでしょうね。

　子育て中のひと、とくに母親には、責任のあるしごとを与えないという「配慮」は、学校だけでなく、社会の至るところにあります。これは配慮という名の「差別」です。あなただって将来、職業について子どもを産んだら、同じ思いをするでしょう。因いん果がはめぐる……。自分が差別した立場に、あなたもいつか立たされることになるかもね。

　子育てと責任ある立場はそんなに両立しないものでしょうか。責任のもち方を工夫すればいいのでは？　進路相談なら、いまは放課後の面談でなくても、ラインやチャットの方がホンネを言いやすいかもしれません。五時に帰るのは、就業規則どおり、それ以上職場にいることを「残業」といいますから、残業しないで男の先生も女の先生もみ～んな定時で帰るようにしましょう。え、男の先生で定時に帰るひとはいないって？　職場に長くいればいるほど「仕事熱心」って、ほんとでしょうか。もっと効率よく時間内に仕事をこなしたほうがましでしょう。それに男の先生が五時に帰らずにすんでいるのは、それだって妻が早く帰っているからじゃないんですか？　だいたい自分の家族を大事にしない先生に、他人の子どもを大事にすることができると思いますか？　自分の子どもを愛いとしいと思うからこそ、他人の親心もわかるんじゃないでしょうか。だから先生が親になることは、生徒にとってもよいことだと思いませんか？

　あなたの考えは一見もっともに聞こえます。ですが、それは今のままの状況で、短いタイムスパンでものごとを判断したときのこと。もっと長い目でみたら、短期的には合理的な判断が、長期的には不合理になることはたくさんあります。もっと大きな視野でものを考えるようにしましょうね。

（注）ワンオペレーション育児の略語。ひとりでなにもかもこなさなければならない職場から来た、女性がひとりでする育児の比喩。
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[image: ] 長時間労働の罪




Ｑ７　うちはお父さんのほうが料理もうまいし、家事能力もお母さんと同じくらい。なのに、毎日残業ばかりで、お母さんの家事のワンオペ状態が続いていて、全く役に立ちません。そのせいで夫婦げんかも多いです。誰が悪いのでしょう？




Ａ７　お父さんが家事をしない理由は、①できない、②しない（やる気がない）、③時間がないのうち、どれでしょう？　①のできないひとは、学習と訓練さえすればできるようになります。あなたのお母さんだって、最初から料理や家事ができたわけじゃありませんよね。幸いなことにあなたのお父さんは「家事のできない」男性じゃない。きっと両親が共働きで小さいときから家事をやってきたのか、それともひとり暮らしが長くて家事の経験があるんでしょうか。

　あなたのお母さんは「料理のうまい」夫を見つけてラッキー、って思ったのに、実際には手も足も出してくれないで「全く役に立たない」のは、残業続きで③時間がない、からですって？　ホントかな～？　日本の多くの男性は、家事育児をしない理由を「したくても時間がない」と言います。

　時間がないのは、長時間労働してるから。長時間労働になるのは残業が多いから。残業するのは、残業を断れないから。ホントかな～？

　残業は断れます。労働者の賃金契約は定型労働時間（週に四〇時間、つまり一日八時間×五日）に対して支払われていますから、残業には割り増しの「残業手当」を支払わなければなりません。お母さんだって働いているんでしょうが、たぶん残業の少ない職場か、残業を断って家事育児をワンオペで引き受けているんでしょうね。お父さんがそうしない理由はありません。

　ですが、残業は雇い主が必要があって雇用者に命じるので、断ると不利になります。残業手当の積み増しがなくなる分だけ給料も増えないし、ボーナスも減らされるかもしれませんし、昇進ができなくなるかもしれません。「残業を断れない」のはそのためです。つまり簡単にいうとお父さんは、家庭より仕事を優先するという選択をしているんです。ほとんどの妻は夫にそうしてほしい、と期待しています。夫にもっと稼いでほしいし、もっと出世してほしいし、できればあまりお家にいてほしくない、と思っている妻も多そうです（笑）。そういう妻は夫に文句を言いません。でも、あなたのお母さんはそうではない。仕事より家庭を優先してほしい、優先と言わないまでも、残業を減らしてでも自分の負担を減らしてほしい、家庭を大事にしてほしい、つまり自分を大事にしてほしい、と要求しているんですね。だから「夫婦げんか」になるんでしょう。夫婦げんかは、お母さんが自分の思いを口に出して言っている証拠、夫婦関係の風通しがよい証拠です。お母さんが不満を黙ってのみこんでいれば、夫婦げんかも起きないでしょう。

　あなたはもう一〇代。いずれは家を出て行きます。そうなればお母さんとお父さんはふたりきり、これを社会学では、ひな鳥が巣立ったあとの「空の巣」と言います。空の巣で夫婦がなかよく暮らしていく条件は何でしょう？　それまでの長い人生で、お互いを大事にしてきた経験の蓄積ではないでしょうか。夫婦のうちの一方だけに不平不満が溜たまると、あとがこわ～い、ことがわかっています。お父さんに忠告してあげてください。

　ちなみに、不況になれば、残業は自動的に減ります。残業がなくなった業界や、育児休業をとって「時間ができた」夫たちが、その時間を何に使ったかを調べた調査があります。時間にゆとりのできた夫たちは、その時間を家事育児に使うより、自分の趣味により多く割いていた、という結果が出ました。そうなると、夫たちが家事育児をしないのは、③時間がない、からではなく、②やる気がない、からだってことがよくわかるようなデータでした。理由はたったひとつ。自分がやらなくても妻が何もかもやってくれる、からです。それ以前に、家事育児は男のしごとではない、という思いこみがあるからです。たとえそんな思いこみがあっても、父子家庭のパパならいやもおうもなく家事育児をやるでしょうし、苦手な家事だって、やっているうちにスキルが身につくでしょう。

　こういう時には妻が実力行使して、旅行に行くとか、病気になるとか、やったほうがいいかも。こんな笑い話があります。風か邪ぜをひいて熱を出して寝ている妻に、出かける夫が「ボクは外で食べてくるから心配しなくていいよ」と言ったとか。「寝てるワタシの食事はどうなるのよっ！」。こういう男女が夫婦をやってる日本って、ヘンですね。

　最後にダメおしを。日本の会社になぜ残業がこんなに多いかといえば、正社員の残業込みで仕事がまわるように、人員配置をギリギリに抑えているからです。みんなが定時で帰れるように、ゆとりのある人数の社員を雇うより、少ない社員に残業手当を支払う方が安上がり、になっているから。育休がとりにくいのも同じ理由。みんなが残業しなくてすむようになれば、あなたのお父さんが残業を断ってもひとりだけ不利になる、なんてことがなくなるのにね。








[image: ] 授業だけではNG




Ｑ８　家庭科の男女共修世代です。男女の区分けなくいろいろやるのは意味があると思います。また、最近の家庭科は、多様性をみとめ、みんなでともに豊かな社会をつくろう！ 的な流れになっていて面白いのです。しかし、授業だけでは限界もあるとこの頃感じています。たとえば調理実習でも、「これは女の仕事なのに、なんでオレが……」みたいなことを言う男子もいます。上野先生、授業と社会が連動するようになるには、どうしたらいいですか？




Ａ８　家庭科が男女共修になったのは中学校では一九九三年から、高校では一九九四年からだって、知ってますか？　それまでは「技術・家庭」と呼ばれて、男子は技術、女子は家庭科教育を受けていました。なかには男子は体育というところもありました。技術教育では機械工作や木工など、家庭科は調理や被服（裁縫）など。こういうのを男女の「特性教育」と言いました。

　でも家庭を支えるのは女性だけではありません。女子だってとんかちを使ってちょっとした大工仕事ぐらいできたほうがいいし、男子も調理も裁縫もできたほうがいいに決まっています。戦前の兵隊さんは、とれたボタンのとりつけも靴下のつくろいも自分でやったそうです。軍隊には女性がいないんだから、自立するしかありませんものね。

　家庭科共修になってからの家庭科教育は、調理や裁縫などの生活技術の教育ではなくなりました。それどころか家庭はどうあるべきか、家庭と社会の関係はどうなっているのかを、男女ともにしっかり考えるたいへん重要で奥の深い科目になりました。だから家庭科の先生をみてごらんなさい。料理が得意とか運うん針しんが上手とかで家庭科の先生になっているわけではありません。いまでは家庭科の先生に男性もいるし、どの先生もユニークでおもしろい先生が多いでしょう？　なぜって家庭科が扱う家庭そのものが、大きく変動しているさいちゅうだから、どんなに実験的な授業でもできる余地がある挑戦的な科目だからです。

　家庭は男女が共に支えるもの、それなら特性教育よりも、むしろ女子には女子の不得意な技術教育を、男子には不ふ得え手てな家庭科教育を与えるほうが大事、そして男女ともに同じ教育を受ける必要がある、と考えた家庭科の先生たちがいました。女の先生たちです。そのひとたちが一九八〇年代に運動を起こして、文部省（現在の文部科学省）を動かしました。どうせ受験科目じゃないし……と隅っこにひっこんでなんかいなかったんです。もちろんオジサンたちの反発も抵抗もありました。それを押しきって今日の家庭科男女共修を実現したのだから、ガッツのある女の先生たちですね。いまの家庭科の先生は、この世代の先生たちの影響を受けていますから、やっぱりガッツがあります。

　そんな授業を受けて、「これは女の仕事なのに……」っていう男子は、昭和型男子ですね。きっと彼の家庭では、「家事育児は女の仕事」、つまりお母さんだけがやっているんでしょう。これから先は絶滅していく人種です。そういう男子にはこう言ってやりましょう。

　「このぐらいできないと、結婚できないよ。アンタの親の世代とは違うんだから」








[image: ] 専業主婦に憧れます！




Ｑ９　離婚経験者のお母さんに、小さい頃から女も経済的に自立しないとだめよ、と言われてきました。正直、聞き飽きました。私は、Ｊリーグの選手やＩＴ企業のお金持ちと結婚してセレブな専業主婦になりたいけど、だめですか？




Ａ９　おお、シンデレラ願望！　女の子しか乗れない「玉の輿」。いいですねえ（笑）。

　ところで玉の輿に乗るための条件があなたにありますか？　点検してみましょう。

　「Ｊリーグの選手やＩＴ企業のお金持ち」は自分にものすごーく自信があります。だから魅力的なんでしょうね。そういう男性は妻に自分をサポートする脇役を求めます。「内助の功」とか「女房役」とか言われてますが。だからそういう男性と結婚すると、あなたは一生、主役でなく脇役を務める覚悟が必要です。一生男子の活動を支える「女子マネ」をやるようなものですね。

　それに「Ｊリーグの選手やＩＴ企業のお金持ち」を狙ねらっている女性はあなただけではありません。いくらでも女性が寄ってきますから、あなたはそれに勝ちぬかなければなりません。「Ｊリーグの選手やＩＴ企業のお金持ち」は忙しくて恋愛しているヒマがありませんから、てっとりばやく外見で判断するでしょう。それに名誉やお金と同じように、妻も他人にみせびらかす効果がありますから、わかりやすい外見（他人がうらやむような美び貌ぼうや体型）を選ぶでしょう。「Ｊリーグの選手やＩＴ企業のお金持ち」の妻に、元ＣＡ（キャビン・アテンダント）やモデル、女子アナなどが多いのはこういう理由です。

　こういう妻を、英語では「トロフィーワイフ」と呼びます。勝利の証として得られるトロフィーのような妻だからです。その典型が、元アメリカ大統領、ドナルド・トランプさんの三番目の妻、メラニアさん。もとモデルだけあってすばらしくスタイルもよく着こなしもうまい美女ですが、ほとんど口を開かないので、存在感のない女性ですね。

　「Ｊリーグの選手やＩＴ企業のお金持ち」は家庭を顧みる余裕がありませんから、家事育児をすべて完璧に文句ひとつ言わずに担ってくれる妻を求めます。それは若い母親ひとりの手に余りますから、実家の助けがあった方がずっと有利です。それなら同じ娘さんなら、実家に経済力や祖父母力があって援助が得られる方が安心です。それに自分の才能をのびのび伸ばすことができた男性は、もともと子どもに投資を惜しまないゆとりのある家庭の出身者が多いものです。そうなれば自分の将来の妻にも、同じような家庭環境の出身者を求めるでしょう。

　いまの条件をまとめましょう。

　「Ｊリーグの選手やＩＴ企業のお金持ち」の妻になるための条件は？　もともとゆとりのある家庭で育ち、美貌と体型に恵まれて自分磨きに励み、ＣＡやモデルなど人目につきやすい職業につき、他の女性に勝ちぬき、家事育児を完璧にこなして泣き言や文句を言わず、夫の体調管理にいそしみ、状況に応じて語学力や社交力を発揮し、一生脇役に甘んじることが覚悟できる女性……。あなたにその条件はありますか？

　無理なら早めにあきらめてください（笑）。

　それに結婚は「上がり（ゴール）」ではありません。シンデレラ物語の最後は「王子さまとお姫さまはそれから幸せに暮らしましたとさ」になっていますが、それから後の人生の方が、ずっと長いです。結婚には、「しまった、失敗した！」もあります。現にあなたのお母さんは結婚に失敗してキャンセルした女性ですね。それに失敗とわかってもキャンセルできずに、もっとつらい思いをしている妻たちもいます。ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）を受けている女性たちです。Ｊリーグの選手なんて腕力ありそうだから、こういう男性にＤＶをふるわれたら、おお、こわ。

　だからあなたのお母さんの言うことは、正しいんです。あなたより長い人生を生きて、自分の失敗から学んだお母さんの言うことには、たとえ聞き飽きたとしても、真理があります。あなたの年齢だと、ちょっと母親に反発してみたいんでしょう。キモチはわかります。でもね、自分の身みの丈たけに合った相手を選んで、心からくつろげる家庭を築く方がずっとよくないですか？　どちらかが主役で他方が脇役の人生じゃなくて、主役同士で助け合って生きる人生ってすてきじゃないですか？

　人生には選択がつきもの、選択には失敗がつきもの。失敗したときにやりなおせるのも大事なこと。そのための最低限の条件が、お母さんのいう「経済的自立」です。お母さんはそれを身を以もってあなたに示してくれているんですね。








[image: ] ママみたいになりたくない！




Ｑ10　ママは、完璧な専業主婦です。雑誌の『ＶＥＲＹ』や『ＳＴＯＲＹ』にもでれるくらいお洒落しゃれだし、家事もできる人です。パパとも仲がいいです。でも、私は家族に尽くすだけの人生はいやです。これってママを裏切ることになりますか？




Ａ10　おやおや、前の質問と正反対ですね。

　あなたのママ、『ＶＥＲＹ』の読モ（読者モデル）が務まるような女性なんですか。糠みそくさくないし（ってったって、もう通じないか。糠ぬか床どこのあるお家なんて今どき珍しいもんねえ）、お洒落にお金をかけるほど経済的に余裕があって、パパの稼ぎもきっといいんですね。こうなりたいという、人のうらやむ「お手本」をロールモデルっていいますが、あなたにとってはママは、こうはなりたくないっていうカウンターモデル（反面教師）なんですね。

　なぜでしょう？

　ママは幸せですか？　そして、自分と同じような人生を、娘のあなたにも送ってもらいたいと思っていますか？　口に出さなくても、母親の思いは、娘に伝わるものですよね。

　ママが幸せなら、同じような幸せな人生を娘にも送ってもらいたい、と思うものです。ママが幸せでなくても、同じような人生を娘にも送ってもらいたいと思うママもいます。というのは幸せでも幸せでなくても、それ以外の女の人生が、ママの世代の女のひとたちには考えにくかったからです。ママの言わず語らずの「期待」をあなたは感じとっているからこそ、その「期待」にそむけば「裏切る」ことになるかも、って心配しているんですね。

　たとえママが幸せでも、あなたが「イヤ」なのは、ママの人生が「家族に尽くすだけの人生」に見えているからですね。前の質問（Ｑ９）の答えでいえば、主役でなくて脇役の人生を送っているように見えるからです。そして「尽くされている」家族のひとりとして、あなた自身もママに対していくらかの負い目を感じているのでしょう。だから「裏切る」なんていう強いことばが出てくるんですね。

　ふたつの面から考えてみましょう。これまでの女の人生とこれからの女の人生、過去と未来の世代の違いから。

　まずママの世代の女のひとたちに、どういう人生の選択肢があったでしょうか。ママは結婚前に働いていましたか？　その前にママはどんな家庭で育って、どんな教育を受けましたか。もしママがパパを選ばなかったら、どんな人生がママを待っていたと思いますか。最初っから専業主婦の女性なんていませんから、ママの世代の女性にはほとんど結婚前に働いた経験があったはず。専業主婦になったのは、仕事を辞めたから。もしママが仕事を辞めなかったら、今頃ママはどうなっていたと思いますか。ママの女友だちのなかで、仕事を続けてきた女のひとはいますか？　ママはそういう女性と自分をくらべたりすることがありますか？

　もちろんどんな人生を選んでも、得るものと失うものの両方があります。ママはきっと自分の選択に今は満足しているでしょうが、ひとはとりかえしのつかないものは、事後的に正当化する傾向があります。そのママの幸福を支えているのはパパと仲がよい、ということでしょう。あなたのパパが浮気もせず、失業もせず、ママを殴なぐったり蹴けったりする夫でなくて、ほんとうによかったですね。

　もしママが自分の人生を肯定していたら、娘のあなたにも自分と同じような人生を送ってほしいと思うでしょう。それがママの世代の女の人生の、数少ない選択肢だったからです。

　これから先は未来のあなたの世代の女の人生の話です。

　ママの時代と違って、女性と男性をとりまく環境が大きく変わりました。ですから、いまあなたのママやパパが送れているような暮らしぶりは、これから先むずかしくなるだろうと考えてください。図２に見るように、いまではダブルインカム（夫婦共働き）の世帯がシングルインカム（世帯主単独収入）の世帯を上回っています。あなたの家庭は、シングルインカムの少数派に属しています。ダブルインカムを日本語で「共稼ぎ」と言いますが、最近ではシングルインカムを「片稼ぎ」と呼ぶようになってきました。
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　今の日本では、あなたのパパと同じように、ゆとりのある暮らしを家族に保証できるだけの給料をもらえる男性が激減しました。たいがいの女性は自分が働かなくてもゆとりのある家計を維持するために、将来の夫に年収六〇〇万円以上を期待しますが、転職サイトｄｏｄａのデータ（二〇一九年）によれば、この年収水準に達するのは二〇代で三・三％、三〇代で一七・〇％、しかもこれらの人々は既に結婚している可能性が高いので、未婚の高所得者に出会う確率は低くなる、つまり超激戦区なんです。平均賃金は、二〇代男性で三六七万円、女性で三一九万円、それなら夫婦で働けば六〇〇万円を越えます。共働きなら家計のゆとりがまったく違ってきますから、あなたの世代の男の子たちは、将来の妻に働いてもらいたい、と思っています。ですから、専業主婦になりたいと思う女の子より、働いてくれる女の子の方が妻として魅力的だと考える男性が増えてきています。一生ひとりのオトナの女を養いつづけるのは重荷だと、男性たちが思うようになってきたのでしょう。

　他方で、女の子の活躍するチャンスは、あなたのママの時代とはくらべものにならないくらい、拡大しました。女にも働いてもらいたいと思うのは、未来の夫たちばかりでなく、企業も社会もそう期待しています。そうでないともう社会はまわっていかないと、ようやくわかってきたからです。

　たくさんの選択肢を前にして、これからどんな人生を送ろうか、とワクワクするのが一〇代です。その年齢で、自分の選択肢を狭める必要はありません。「ママの時代にはなかった選択肢が、わたしにはあるのよ」とママに言ってあげましょう。ママがあなたをほんとうに愛しているなら、たとえママのような人生を選ばなくても、あなたの選択を心から応援してくれるでしょう。








[image: ] 女の子って損?!




Ｑ11　おじいちゃんのところに遊びに行くと、兄と弟にはお小遣いをあげるのに、私にはくれません。また「お前が男の子だったらよかったのに」と面と向かって言うこともあります。女はだめなのでしょうか？




Ａ11　わはは、わっかりやすいおじいちゃん、ですねえ。

　おじいちゃんは何年生まれ？　おじいちゃんの時代には、女の子が生まれると、「なんだ、女か」とがっかりされ、「女の子は三文もん安い」と言われたものです。生まれたときから性別で人間の値打ちが違う、なんてねェ。ひどい時代でした。

　なぜって子どもを育てるには手間もヒマもかかるのに、女の子を育てても甲か斐いがない、つまりかけた投資の分だけ、元がとれない、と親たちが思っていたからです。どうせ嫁に出せば他家のひと、教育にお金をかけても、その後出世もできないし、投資効果がない、と。おじいちゃんが兄と弟にあげる「小遣い」は、おじいちゃんにとっては「投資」。男の子は投資のしがいがあるが、女の子は投資効果がない、とおじいちゃんが思ってる、ってことですね。

　小遣いどころじゃありません。昔の親はもっと露ろ骨こつに子どもの中で投資の対象にする子どもとそうでない子どもとを区別していました。尾お頭かしらつきの魚は家長と長男にしか食べさせないとか、息子にだけ高等教育を受けさせて娘には教育をつけないとか、兄弟を進学させるために姉や妹を奉公にだすとか。びっくりしますね。

　おじいちゃんの時代には、それはたしかに合理的な選択でした。なぜなら、投資というのは将来の見返りを期待して出すおカネですが、女の子に投資しても見返りが望める可能性が低かったからです。というのも、せっかく教育をつけても、女が活躍できる場が極端に限られていました。

　でも、もう、おじいちゃんの時代とはちがいます。女子の高等教育はあたりまえになりましたし、それというのも投資効果があることを親たちがしだいにわかってきたからです。それに結婚だって、今では「他家に嫁とつぐ」なんていうものではなく、個人と個人の契約。娘は一生娘ですから、娘のほうが将来、親が老後になったときにずっと頼りになるかもしれません。いまのカップルは、自分の親は自分でみる、とお互いに考えていますから、いまさら息子の妻、すなわち嫁の奉仕を期待しても時代遅れです。

　おじいちゃんにはこう言ってあげましょう。「おじいちゃん、お兄ちゃんと弟にだけ投資しても、将来返ってくるとは限らないよ。わたしにも投資しておいたほうが賢明だよ」って。

　それにしても、こんな祖父に育てられたあなたの父親（もしくは母親）は、いったいどんな家庭をつくったんでしょうね。同じことを、あなたの親にも言っておいたほうがいいですよ。あなたのご両親が、あなたへの教育投資を、兄や弟にくらべてシブるかもしれませんから。








[image: ] 男女で進路がわけられるのはなぜ？




Ｑ12　お兄ちゃんには大学に行きなさいと言うのに、私には短大しかだめとママは言います。その方が、結婚に有利だからと言って。本当ですか？　私の友達は、医学部に行きたいと言ったら、女の子だったら看護師になりなさいと親に言われたそうです。




Ａ12　Ｑ11の答えを読んでくださいましたか？　短大より大学に行く方がお金がかかります。教育にかけるお金を教育投資といいます。投資に対してリターンが返ってくることを投資効果っていいますが、あなたのママは娘には投資効果がない、と思っているようですね。あなたのママだけでなく、日本の多くの親がそう思ってきました。少なくとも一九九〇年代半ばまでは。

　それが急速に変わってきました。もしかしたらあなたのママの考えは少し古いかもしれませんね。二〇一八年度の一八歳人口の四年制大学進学率は男子五六・三％、女子五〇・一％（『男女共同参画白書』二〇一九年版）、男子よりやや低いですが、短大進学率をとっくに追い抜いています。女子の四大進学率が短大進学率と逆転したのが一九九五年、その頃から日本の親たちは娘にも高い教育をつけたほうが有利、と思うようになったようです。医者になるには看護師になるより時間もおカネもかかりますが、それだって医者になる方が看護師より社会的にも経済的にもずぅーっと有利です。女の子が「医者になれない／ならない」ほうがよい理由なんてありません。

　親があげるもうひとつの理由が「結婚に有利」ですね。お母さんの世代で「夫大卒／妻短大卒」のカップルが多かったのは、理由は単純、大卒女性の数が少なかったから。いま大卒の男性は、大卒の妻を選びます。なぜって人間は、自分と似た境遇にいる相手を好きになる傾向があるからです。それに女子の多い短大とちがって、四大ではカップルになるチャンスがいっぱいあります。ママに言ってあげてください。「ママの時代とちがって、大卒男性と結婚するためにも大学へ行っておいたほうがいいんだよ」って。それに最近の男子は、妻を養うなんて責任が重い、妻にも稼ぎがある方がよい……と変わってきました。ヨーロッパではとっくにそうなっています。これが令和時代の男子のリアル。時代は変わる……。ママの時代の常識は通用しないんだよ、って。








[image: ] 女子だって東大を目指す！




Ｑ13　浪人して、東大を目指している姉にむかって、祖母は「もうお嫁にいけない」と愚痴をこぼします。男の子だったら言わない気がします。どうして女の子が東大を目指したり、浪人したりしてはだめなのですか？




Ａ13　ふーむ、そうなんですねえ、女子も大学へ行ったほうがよいけれど、トップ大学の東京大学は避けた方がよい、なぜなら「お嫁にいけない」からって？

　Ｑ12で女子の四大進学率が五〇・一％に増えた、って言いましたね。なのに、東大だけはずぅーっと女子学生比率が二割を越しません。へんでしょ？　あなたの祖母のようなひとがいて、女の子は東大に行かない方がいいって、クソバイス（クソのようなアドバイス）をするからです。

　でも、いまお姉ちゃんは浪人して東大を目指してるんでしょう？　ということは、あなたのご両親は、お姉ちゃんが浪人することをサポートしてくれたんですね。東大を目指せる成績なら、ランクを落とせばそこそこの大学に入れるのに、「くやし～、再挑戦したい！」というお姉ちゃんの気持ちを、ご両親は汲くんでくれたんですね。予備校だってお金がかかる、それに社会人になるのが一年遅れる、履歴書に浪人経験を書いたら就職に不利かもしれない……というハンデを押して、「がんばってみれば！」ってお姉ちゃんに言ってあげたご両親はごりっぱ。おばあちゃんとは意見が違います。そう、祖母、母、娘の時代は確実に変わってきました。

　とはいえ、おばあちゃんの言うことにも一理あります。兄と比べて妹も成績がよいけれど、お兄ちゃんを上回らないほうがよい、とか、成績のよい女の子が「バカなふり」をするとか、聞いたことがありますか？

　東大には東大男子と他大女子だけが入れて、東大女子が入れないインカレ（インターカレッジ、つまり大学の垣根を越えた）のテニサー（テニスサークル）がいくつもあります。わたしが学生だった半世紀まえにもありましたが、今でも続いていると知ってびっくりしました。相手にする大学は、東女（東京女子大学）や聖心（聖心女子大学）のような女子大が多いようです。つまり世間一般の平均よりはちょっと上を行っていてほしいけれど、ボクを凌りょう駕がしないでくれ、って、下心が見え見えですね（笑）。

　東大男子は東大女子が苦手です。なぜって、自分と同じぐらいかそれ以上優秀かもしれないから。なぜ男子は女子が優秀だと困るんでしょう？　これも答えはかんたんです。「オレサマ」になれないからです。その点、他大女子は、「東大生、すごいわねえ」と目に♡を浮かべて「オレサマ」を見あげてくれるでしょう。

　こういう男性を、オッサン、と呼びます。そのとおり、東大男子は若いうちからオッサンなんです（ここでいうオッサンとは、中高年のオヤジのことではありません。自己チューでオレサマ度が高く、オンナコドモや立場の弱いひとを差別する、想像力がなくて鈍感力の高いひとを言います。年齢も性別も問いません。女のひとのなかにも、たまにいます）。おばあちゃんはまわりにオッサンばかり見てきたから、お姉ちゃんに「オッサン受け」するには東大へ行くと不利だよ、とアドバイスするのでしょう。

　ですが、おばあちゃんのアドバイスがクソバイスである理由は、世の中はオッサンばかりではないからです。心配しなくても東大女子の婚姻率は高いですし、むしろ女子が少ない分だけモテるともいえます。それにそんなオッサン度の高い男子に選ばれてもうれしいですか？　オッサン男子と結婚したら、一生「オレサマ」の自尊心のお守もり役をしなければなりませんよ。

　いまはおばあちゃんの時代とちがって、「お嫁にいく」んじゃなくてふたりが選びあって新しい家庭をつくるのが「結婚」。それなら頼りになるかしこい女性を選びたいと男子が思うのも当然でしょう。東大にチャレンジするお姉ちゃんを、応援してあげてください。そしてあなたも次に続きましょう。








[image: ] 女子学生は二割




Ｑ14　東大入学式での上野先生の祝辞をＳＮＳでみました。それで東大における女子学生の割合が二割と聞いてびっくりしました。だって、世の中の半分は女性なのに。そもそも東大に女子が入学できるようになったのも戦後になってからと知り驚いています。ほかの先進国もそうなのでしょうか？




Ａ14　そうなんです。わたしもびっくりしました。

　Ｑ12の答えにあるとおり、いまは一八歳女子の約半分が四大に進学します。なのに東大だけはいっこうに増えず、二割前後で低迷したまま。実は東大の先生方も頭を抱えています。どうしたら増えるだろうか、って。念のため言っておきますが、東大には入試不正はありません。東大の女子学生が増えないのは、東大の女子受験生が増えないから。受験生の女子比率と合格者の女子比率がほぼ同じなら、差別がないと言えます。男子と女子の偏差値分布は全く同じですから、東大に受かるくらい偏差値の高い女子が、東大受験をしてくれないから東大女子が増えないんです。その理由は？　Ｑ13のおばあちゃんみたいなひとが、女の子の意欲を挫くじくから、なんでしょうねえ。おばあちゃんだけじゃありません。進路指導の先生だって、「女の子だから無理しなくても」と言うし、東大受験するって言ったら周囲が「女子なのにすげぇ」ととくべつな目で見るし、地方の女子だったら親が県外には出さない、って言うし……。

　もっとちっちゃい内からこのアスピレーション（達成欲求）のクーリングダウン（冷却）は始まっています。「女の子だからそんなにがんばらなくても」「できすぎると可か愛わいくないよ」とか。周りがよってたかってあの手この手で、女の子の意欲を挫いているんですね。自分も加担していないか、反省してみましょう。

　東大に女子が入学できるようになったのは敗戦後の一九四五年。戦前は大学に入るには旧制中学から旧制高校へ進学しなければなりませんでしたが、旧制中学も旧制高校も全部男子校でした。女子は高等女学校へ。そこから先は女子師範学校（先生になるための専門学校）しかありませんでした。東西にふたつあった東京女子高等師範学校と奈良女子高等師範学校が、現在のお茶の水女子大学と奈良女子大学の前身です。国公立の女子大学はありませんでしたから、日本女子大学校（現、日本女子大学）だの女子英学塾（現、津田塾大学）だのという民間の高等教育機関ができました。旧制中学・高校と高等女学校の教育課程は違っていましたから、女子は男子より低い教育しか受けられませんでした。「キミ、こんなことも知らんのか」と言われても、教育を受けていないのですから、しかたありません。

　旧帝国大学で女子学生の入学を初めて許可したのは東北帝国大学だと言いましたね。一九一三年、創立間もない東北帝大が、独自の判断で四人の女性の受験を認め、三人の女子学生が合格。三人は日本ではじめての女性の学士になり、さらにそのうちの二人が博士になって研究生活をつづけました。医者になるための医専（医学専門学校）に入る道も、女性には閉ざされていました。医学校の門を叩き続けてようやく入学を許され、男子学生のなかに混じっていじめに遭あいながら、日本初の女性医師になったのが、荻おぎ野の吟ぎん子こです。医学校を出てからも、医術開業試験をなかなか受けさせてもらえませんでした。女性は能力があっても、チャレンジさえ許されなかったのです。敗戦後の新制東京大学では、初の女子学生は新入生八九八名中一九名、二・一％でした。男性がものめずらしい目で見るのを、ひとかたまりにかたまって耐えていたといいます。

　いやはや、女子学生の歴史は苦難の歴史です。今日あなたたちがふつうに大学進学を考えることができるようになったのは、こういう先輩たちが道を切り拓いてきてくれたおかげだって、ときどきは思い出してね。

　外国は日本とは大きく違います。ＯＥＣＤ加盟国では一八歳人口の大学進学率は、男子より女子が高いです。なぜって、女子の方が成績がいいもんね～（笑）。その中では日本が最低。他の国には、学生だけでなく、教授や学長にも女性がたくさんいます。欧米の名門大学、ハーバード大学にもケンブリッジ大学にも女性学長が誕生（二〇〇七年、二〇〇三年）しました。東大には創立以来ひとりもいません。東大に「初の女性教授」が誕生したのは一九七〇年。わたしは東大文学部二人目の女性教授でした。日本は諸外国の趨すう勢せいに取り残されているだけでなく、東大はとくに遅れているのです。

　女性が高等教育を受けにくいのは、前問で答えたように、まず、教育をつけても元がとれない（教育投資のリターンがない）と親も周囲も考えているからです。どうせ家庭に入るなら、せっかくの教育がムダになる、それなら席を空けて、男子に譲ってやったらよい、と。女子学生が次第に増えてきた一九六二年、早稲田大学の暉てる峻おか康隆教授は『婦人公論』に「女子学生世にはばかる」という論文を書きました。同じ頃、慶応大学の池田彌や三さぶ郎ろう教授が書いた「大学女禍論」とあわせて、「女子学生亡国論」として、世間を騒がせました。その頃の女子の大学進学率は二・五％。現在（二〇一八年度）、早稲田大学の女子学生比率が三七・一％だと知ったら、暉峻先生、草くさ葉ばの陰かげでなんていうでしょうね。ちなみに早稲田大学における教員の女性比率は一六・五％です（https://www.waseda.jp/inst/diversity/information/data/）。

　もうひとつ、女子の高等教育をきらう理由があります。「高等教育を受けると女は生意気になってろくなことにならん」と思われているからです。これが「東大行くとお嫁にいけない」神話のもとです。男が主、女が従の男尊女卑の社会では、女は男より何につけても劣っているほうがよい、なぜって？　その方が男が女を扱いやすい、からです。夫が妻に「おまえみたいなバカなヤツが……」と罵ののしる。そんなら「なんでバカなヤツを妻に選んだの？」って言えば、「（オレより）バカなヤツ」だからこそ、選んだのでしょう。なぜって、ずぅーっと一生、相手をバカにしていばれるからね。男って単純なヤツ。こういう単純なヤツは上手にあやつって「バカのふり」をしなさい、って親切に「忠告」してくれるオバサンやオネエサンもいます。だから東大女子は、男子より賢くても「バカのふり」をします。

　でもね、「単純なヤツ」をころがして、「バカのふり」をしながらつくる関係って、おもしろいですか？　一生のあいだ、そんな関係を続けたいですか？

　もしあなたが相手の才能や努力をリスペクトできるような男性とつきあいたいなら、相手の男性からもあなたの才能と努力をリスペクトしてもらいましょう。お互いにリスペクトしあえる相手との関係ができるほうがずっといいですよ。








[image: ] 世間の常識・非常識




Ｑ15　うちは共働きだけど、お母さんのほうが稼ぎが多い。でもそうだと夫婦関係はうまくいかないと言われているそうです。学歴や背の高さも女性が男性より低いほうが、つきあうときや結婚では有利だそうです。世間の常識だと友達は言いますが、本当ですか？




Ａ15　ううむ、これまでのＱと似ていますね。学歴格差、学校間格差の次は収入格差と身長格差ですか（苦笑）。どれもこれも、女性が男性よりちょっと劣っている方がよい、という価値観ですね。ちなみに、あなたの家のご両親の夫婦仲はいいですか？

　裏返して考えてみましょう。たいがいのご家庭では夫の収入の方が、妻の収入より多いですが、だからといってその家の夫婦仲はいいですか？　夫婦仲と収入の大小は関係ありません。それに夫の収入が妻より多いのは、男性の地位が女性の地位より「上げ底」されているから。なにも男性の能力が女性より高いからではありません。

　これまでのＱで見てきたように、男性が学歴、成績、能力、収入、地位、身長などなどの面で自分と同じかそれ以上の女性を敬遠する傾向があるのはたしかです。優秀な女性は「生意気」と言われ、「かわいくない」と言われます。「かわいい」とモテる、といわれますが、「かわいい」ってなんでしょうか？　「かわいい」って、「あなたを脅おびやかすことは決してありません」ていう保証を相手に与えるようなもんです。「かわいい」うちはかわいがってもらえる。でもかわいくないと怖れられる……オレサマ男のプライドって、それくらいで脅かされるようなケチなもんなんですね。そんなケチな男を相手にするとロクなことがありませんから、相手にしなければいいだけです。もしあなたが学歴、成績、能力、収入、地位、身長などなどの面で優秀な女性なら、ケチなオレサマ男たちがあなたを避けて通ってくれますから、かえってストレスがなくてラクでしょう。

　男がどんなときに自己効力感（オレサマ意識）を持つか、を測定する心理学のテストがあります。それによると「稼か得とく力りょく（稼ぎの大きさ）」という因子がもっとも高い効果があるといいます。つまりオレサマ意識を支えているのが、「オレはこれだけ稼いでいるぞ」ということなんだそうです。なあんだ、ことあるごとに「誰の稼ぎで食わせてもらっていると思ってるんだ」とオッサンが言う理由がよくわかりますね。

　男性が失業したり、自分のせいでなくても会社が倒産したりして、この稼ぎがなくなると、オレサマ・アイデンティティが危機に瀕ひんします。能力や収入で相手より優位に立てないとわかると、問答無用で行使されるのが暴力。オリンピックで、女子の個人選手として史上初の四連覇を成しとげたレスリング選手、伊い調ちょう馨かおりさんを殴ろうと思う男性はいないでしょうが、たいがいの男性はたいがいの女性より腕力が強いですから。そこからＤＶが始まります。ＤＶ男性の研究によると交際の始めや結婚当初から暴力的だった夫はあまりいないそう。それなら最初から選びませんからね。結婚して「妻が逃げない／逃げられない」とわかってから、あるいは夫婦の力関係が変わったときに、暴力をふるいはじめるのだとか。卑ひ劣れつですね。オッサンになるかどうかはＤＮＡで決まっているわけではありません。状況が変わるとオッサンに変化するのでしょう。しまった、と思ったら夫婦関係をキャンセルしましょう。

　あなたのご両親は、ずぅーっと共働きで、妻の稼ぎのほうが多いことを家族全員が知っていてそれで夫婦仲がよいなら、あなたのお父さんがそのへんのケチな男じゃないってことです。お母さんとお父さんを誇りに思いましょう。








[image: ] パートナーの呼び名について




Ｑ16　夫を「ご主人」や「旦だん那な」、妻を「奥さん」、「家か内ない」というのって、どうなんでしょうか。江戸や明治の時代じゃあるまいし。夫婦は対等なはず。もっといい呼び名はないのでしょうか？




Ａ16　そうです、ヘンですね。主人は臣下が仕える上司を呼ぶ「主人」、旦那も奉公人が雇い主を呼ぶ「旦那」さま。「奥さん」は、奥にいるから「奥方」、家内も家の内にだけいるから「家内」。もう臣下も奉公人もいないのに「主人」も「旦那」もヘン、妻が夫をそう呼ぶのもヘン。「奥さん」や「家内」に至っては、いまどきの女のひとは奥にひっこんでなんかいないのに、ますますヘン。「嫁」っていうのも、女ヘンに家。結婚は「他家に嫁ぐ」わけじゃないのに、夫が「うちの嫁が」っていうのもヘン。ヘンなことばかりですね。

　「主人」というコトバがいつから流通したかを調べた研究者によると、「主人」というコトバはわりあい歴史が新しいそうです。明治期に「主人」「主婦」というコトバが現れて拡ひろがり、定着していったとか。「主人」というコトバは江戸時代からありましたが、その頃は臣下が君主を呼ぶコトバで、妻が夫を呼ぶコトバではありませんでした。「奥さん」も、屋敷の奥深くに暮らす武家の妻を呼ぶ「奥方」や「奥様」から来たコトバでした。庶民の世界では、「おかみさん」とか呼ばれていましたが、きっと成り上がりの庶民がお武家の真似をしたかったのでしょう。

　コトバは生きもの。生まれて、育って、廃すたれて、なくなることもあります。「もっといい呼び名」をつくればいいんです。明治時代には妻は配偶者を「良人おっと」、夫は妻を「細さい君くん」と呼んでいました。「良人」と書いて「おっと」と読ませますから、「良い人」でなければ離縁したほうがいいんです（笑）。「細君」って、細くないとそうは呼べませんね。最近では、「つれあい」とか「パートナー」とか呼ぶ人も増えてきました。自分の配偶者を「うちのつれあいが」というのは簡単ですが、第三者が呼ぶときには敬称が必要なので、「あなたのつれあいが」とは呼びにくい。「おつれあいの方が」というのも長ったらしいし。今のところ、「うちの主人が」「おたくの奥さんが」という言い方に代わるコトバが見当たらないので、今でも使われているのが実情です。でも、誰かが「うちの主人は」というのを聞くと、あんたは奴ど隷れいか、とザラっとしますし、「おたくのご主人は」と言われると、「うちには主人はいません」と言いたくなります。「奥さん」ていわれたら、いつも出歩いてるから「外さん」です、って言いたくもなりますし。配偶者を「同居人」というひともいますが、最近では別居しているカップルもいるので、「あなたの別居人は」っていうと、笑っちゃいますよね。誰かよいコトバを発明してください！

　その点、英語はyour wife, my husbandとシンプルです。日本語では身内を呼ぶのにへりくだって夫を「宿やど六ろく」、妻を「愚ぐ妻さい」、子どもを「豚とん児じ」なんていうこともありますが、妻は他人、子どもだって別人格。家族を尊重して、個人の美質を認め合い、誰かが家族を褒ほめてくれたら、無意味な謙遜なんてしないで、そのとおり、I am proud of my wifeとかI am proud of my daughterとか、言ってほしいもんです。








[image: ] 「女」がつく言葉




Ｑ17　通学途中の電車の中で、数人のオバサンたちが大声で話していました。乗客たちは、みんな迷惑そうな顔をしていました。オバサンたちの様子を一緒に見ていた友達は、「だから「姦かしましい」って書くのかしら」とぼそり。姦しいのは女の特権ではないと思いますが、なんか「おんな」が付く言葉って、明るくない気がします。嫁、姑、はてはオンナコドモとか。言葉による女性差別ではないのでしょうか？




Ａ17　女おんな偏へんのつく漢字を集めてみましょうか。

　嫁、姑、姉、妹はまあわかりますが、奴、奸、妖、姸、嫉、妬……たしかにあまりうれしくない意味の漢字が多そうです、漢和辞典で調べてください。

　漢字をつくったのはおよそ三五〇〇年前の古代の中国人、もとは象形文字でした。「婦人」の「婦」はおんなが座ったすがたの横に、箒ほうきがついたもの、と言われています。つまり「お掃除する人」＝婦人なのか!?　数年前に一般財団法人人工知能学会が、お掃除ロボットを学会誌の表紙にイラストで掲載したとき、そのロボットは若い女性の姿をしていました。三五〇〇年前の女性観を、ハイテク時代のＡＩ研究者が今でも持ちつづけているって、驚異です。きっとＡＩ研究者たち（ほとんど男性です）のおうちでは、女のひとがもっぱらお掃除をしてるか、それともお掃除は女性の役目と思いこんでいるのでしょう。技術は新しくても、アタマの中は古い、という典型です。

　各方面から抗議を受けて、今では「婦人」という漢字は、ほとんど使われなくなりました。一九七五年のInternational Woman's Yearだって、最初のころは公式の訳語が「国際婦人年」となっていましたが、現在では「国際女性年」、条約は「国連女性差別撤廃条約」と訳されています。

　ことばは生ものであるだけでなく、ことばは魔物。ことばの呪じゅ力りょくによって、支配されたりもします。「うちの嫁が……」と言われたらいやーな気持ちになるのは、「嫁」って「家についた女」だからですよね。あたしは夫と結婚したんであって、夫の家に嫁にきたんじゃない、って言いたくなるよね。

　「主人」もそのひとつ。「主人が、主人が……」って言っているうちに、なんだか家に「ご主人さま」がいるような気分になるかも。ＡＩで作られたバーチャルワイフと暮らした男性の経験談を読んだことがあります。家に帰ると三次元ホログラムのなかの美女が、「おかえりなさい、マスターさま」って言うんだって。「マスター」って「主人」のこと。ＡＩ妻は、シモベか!?　バーチャル・リアリティという最新のハイテク技術を使って、男は自分の中のオレサマ妄想を実現していたいのか、とげんなりしました。つい口答えする生身の妻より、従順で扱いやすいＡＩ妻の方がよい、と思う男性も出てくるかも。そういう男性は放っておきましょう。

　もひとつついでにいうと、日本語には敬語表現があります。昔の妻は夫に敬語を使っていたって、知ってた？　ありえな～い、って思うでしょ。わたしが二〇年くらい前に学生対象に調査したところ、家で妻が夫に敬語を使っていた家庭はゼロ、でした。敬語はもろ、シモベが主人に使うことば。ですが、わたしの友人は、夫に「シュジーン、お茶入れて」って言ってました。これはことばを逆手にとって茶化すやりかた。ことばは道具だから、いろんな使い方ができます。ことばの使い方ひとつ見ても、関係がわかるよね。








[image: ] 専業主婦の年金




Ｑ18　お母さんは専業主婦です。年金はちゃんともらえるのでしょうか？




Ａ18　あなたは収入のないお母さんの老後を、心配してあげてるんですね。

　答えは、はい、もらえます。ほっとしましたか？

　でも、あなたの心配には根拠があります。年金は正確には「老齢年金保険」といって、公的保険制度。保険とは、それに加入して保険料を支払い続けたひとにだけ支払われるものです。つまり自分が積み立てたお金を将来自分が受けとるのが保険の基本のき。なら、お母さんは保険料を払っているのか、保険料を払っていないとしたら年金をもらえるのか、と疑問を持つのはあたりまえです。

　実は専業主婦の年金権ができたのは一九八六年のことです。それ以前は専業主婦を含めて無業の男女が年金保険に加入したければ、自分で保険料を払わなければなりませんでした。保険ですから、あたりまえですね。失業中のひとや学生で保険料を払えないひとには、申告すれば保険料の免除や猶ゆう予よ、あとでまとめ払いする方法がありましたが、それも事情のある場合に限られました。保険料を払わない専業主婦は無年金者だったんだって？　そのとおりです。じゃ、老後はどうすりゃいいのよ、という問いには、専業主婦には養ってくれる夫がいるでしょ、夫に年金がついているから老後も夫に食べさせてもらえばいい、という答え。夫に死なれたら？　夫に受給資格があれば、妻には遺族年金が夫の年金額の四分の三（一九八六年までは二分の一）もらえるようになっています。その前に離婚しちゃったら？　以前はまったく年金ゼロでしたが、二〇〇七年からは結婚年数に応じて夫の年金を最大二分の一まで分割して受けとることができるようになりました（離婚時年金分割権）。

　というので一九八六年までは妻はまったく無権利状態だったのですが、この年に、「第三号被保険者」が登場します。年金保険法によれば保険加入者は第一号被保険者（自営業者）と第二号被保険者（雇用者）に分かれます。自営業の妻は、ほとんど「家族従業者」になりますので、夫と共に第一号被保険者として加入しています。雇用者（サラリーマンや公務員）の無業の妻だけが、自分から加入しないかぎり年金を受け取れなかったのですが、この年に第二号被保険者の無業の妻を、「第三号被保険者」として、保険料を支払わなくても将来基礎年金を受けとることができるようにしたんです。

　え？　それって不公平じゃないかって？　はい、そのとおりです。年金を受けとるひとはみ～んな自分で自分の保険料を払っているのに、無業の妻だけが払わなくても受けとれるなんて。だって収入がないからしかたないでしょ、と言われても、学生だって失業者だって、保険料を免除されたり猶予されたりしてるだけで、たとえ収入がなくても払わなくてはならないのは同じ。年金保険は二〇歳以上の成人が加入できますが、ながいあいだ学生生活を送っている娘や息子は、親が代わりに保険料を払っていることもあります。

　それでは専業主婦の妻が、保険料を払わないのに将来受けとる原資はどこから出てるのでしょうか？　それは年金会計、つまり働く男女が納めた保険料から出ています。夫が妻の分も支払ってるんだからいいでしょ、と言うひともいますが、年金会計には専業主婦の妻を持つ夫だけでなく、共働きの男女も、シングルの男女も保険料を納めています。働くひとみんなで、専業主婦の老後を保障してあげなければならない理由はありません。事実、専業主婦が自分で自分の年金保険料を納めれば、働く男女の保険料は年間三〇〇〇円近く安くなる、と試算した学者もいます。

　なぜ一九八六年になって、政府はこんな「第三号被保険者」を考えついたのでしょう？　当時、日本は急速な高齢化を迎えていました。福祉後進国だった日本では、年寄りのお世話は嫁の役目、家に女手があるから福祉の予算を抑えられていることを政府は自覚していました。時の総理大臣は中なか曽そ根ね康やす弘ひろというひと。彼は「家庭は福祉の含み資産」と言いました。家族の中の女性に依存するのが「日本型福祉」だというのです。それでも各地で介護嫁の悲鳴が聞こえていましたから、さすがにこの女性のタダ働きに応えなければならない、と感じたのでしょう。それでできたのが「第三号被保険者」制度なんです。政治家って、姑こ息そくなことを考えつくものですねえ。

　保険料を払わなくても年金がもらえる……。この制度は「専業主婦優遇策」と呼ばれましたが、ほんとにそうでしょうか、検討してみましょう。専業主婦の夫である「第二号被保険者」の保険料は、本人と雇い主の折せっ半ぱんです。つまり本人が出した分と同じ額の保険料を、雇い主が支払わなければなりません。だから第一号被保険者より第二号被保険者の方が、有利なんです。夫の保険料に妻の分も入っているといいますが、既婚者でも独身でも給料が同じなら保険料は同じ、つまり「第三号被保険者」が誕生することによって、第一に夫が、第二に夫の保険料と同額を払わなければならない雇い主が、妻の保険料をタダ乗りすることができます。この妻はふしぎなことに「見なし専業主婦」と言って、一〇〇％無収入の女性ではありません。扶ふ養よう控こう除じょの範囲内（Ｑ19で詳しく説明します）では、「収入がないもの」と見なされます。サラリーマンの妻の大半が、実際にはパートやアルバイトなどで収入を得ている現実は知っていますね。ほんとうに無職無収入の妻は、今では少数派になっています。夫の扶養控除の範囲内で働く妻にも雇い主がいますが、その雇い主は、妻の年金保険や健康保険などの社会保険料を負担しなくてもすみます。夫の社会保険にタダ乗りできるからです。ですから、第三にトクをするのは、「見なし専業主婦」を働かせている職場の経営者なんです。この第一から第三までの利害関係者は、ほとんど全員男性。つまり、この制度からトクをしているのは、女性ではなく男性ばかり、という仕掛けです。うまいこと、考えましたね。ですから、この「第三号被保険者」制度を「専業主婦優遇策」と呼ぶのは止めた方がいいと思います。

　ひとつの制度の裏には、タネもシカケもあります。その制度でいったい誰がほんとうにトクをするのか、考えてみるクセをつけましょう。

　ちなみに日本にある老齢年金保険、公的医療保険と並ぶ国民皆保険三大制度のもうひとつ、介護保険は、四〇歳以上のすべての個人から介護保険料を徴収しています。こちらはすっきりしています。老齢年金保険、公的医療保険と介護保険の違いは、世帯単位か個人単位か、というもの。女のひとは結婚したり、離婚したりするたびに、誰かの世帯に入ったり出たりします。そのたびに保険上の地位が変わるので、ややこしいことこの上もありません。それに地位の変化にともなって、申請を忘れたりすると、保険加入漏もれが生じることもあります。社会保障の基本は個人単位、誰と結婚しようが離婚しようが、自分の保険は自分の保険、となる方がいいですね。この世帯単位という考え方も、背後にあるのは妻は世帯主男性の付属品、というもの。いいかげんにせえ、と言いたいです。








[image: ] 「扶養」という罠




Ｑ19　お母さんはパートです。扶養を抜け出したいっていつも言っていますが、お父さんがダメだしをしているみたい。家のことがおろそかになるし、扶養控除の範囲のほうが有利だからっていいます。本当でしょうか？




Ａ19　前問とつながっていますね。

　「扶養を抜け出したい」って意味、わかりますか？　お父さんが反対する理由も、わかりますか？

　税制には「扶養控除」という制度があって、働けない子どもや高齢者、障害児／者などを世帯内で扶養していると、その分、税金を納めなくてすみます。そこにもうひとり、無収入の配偶者（夫か妻）を被扶養者に加えることができます。それを「配偶者控除」といいます。子どもは学校へ行っていて働けない、高齢者や障害者も働けないから扶養される理由がありますが、健康な成人をもうひとりの成人が「扶養」する理由はありませんから、諸外国には、「配偶者控除」のないところもあります。日本では長い間女性だけが「配偶者控除」の対象となりました。このひとたちを「専業主婦」と呼びますが、最近では「専業主夫」の男性も「配偶者控除」の対象になるようになりました。

　ところが、そこにトリックが。前問で答えたように、まったく収入ゼロっていう「専業主婦」はそう多くありません。お友だちのお店でちょっとした手伝いをしたり、受験産業で採点の内職をしたり。語学力のある女性なら、通訳のアルバイトをしたりして、ちょこちょこ収入のある女性はいっぱい。ですが年間収入が一定額までは無収入の専業主婦と税制上同じ扱いをしようというので、これを「見なし専業主婦」と呼びます、ヘンですね。

　配偶者控除の年収上限は一〇三万円、健康保険の扶養の上限は一三〇万円です。その上限額までは世帯主（夫）の「扶養家族」と見なされて、健康保険も夫の健康保険が使えます。年金保険については前問で説明しました。年収が一〇三万円を超えると配偶者控除は適用外となりますが、「配偶者特別控除」は適用されます。しかも二〇一八年の税制の改正によって、条件によっては、一五〇万円までは控除額は変わりません。ただし、年収が二〇一万円を超えると、配偶者特別控除が適用されず、優遇措置はなくなります。

　既婚女性の七割が扶養控除の範囲内で働いていますが、あなたのお母さんが「扶養を抜け出したい」っていうのは、年収一三〇万円以上稼ぎたい、もっと働きたい、って意欲満々、ってことですね。

　お父さんが反対する理由はなんでしょうか？

　第一に年収が一三〇万円以上あると、医療保険も年金保険も夫にタダ乗りできなくなって、すべて自己負担しなければならなくなるからです。医療保険も年金保険も保険料はバカになりません。自分で保険料を払うと、夫の扶養に入っているときより世帯年収が低くなる……のを逆ざや、といいます。この逆ざやを解消するには、妻の年収が一五〇万円を超さなければなりません。考えてみてください、年収一五〇万は月額一二万円以上、とてもパートで稼げる金額ではありません。となるとお母さんは正社員になるってことでしょうか。きっとお母さんの有能さが認められて、上司から正社員になるように勧められたのかもしれませんね。

　お父さんが反対する第二の理由は、お母さんが今よりもっと働くようになると、「家のことがおろそかになる」から、だそうですね。パートでの働き方は「家事育児に支障のない範囲」の働き方、裏返せば「夫にしわよせが来ない範囲」の働き方。「ワンオペ家事・育児」が前提です。事実「働きに出たい」と言い出す妻に対する夫の言い分は「オレや子どもに影響が出ない限り」やってもよい、というもの。オトナの女が働くかどうかに、いちいち夫の「許可」が要るのもヘンですが。

　第三の理由は、妻が今より稼ぐようになると、家庭内の妻の発言力が大きくなるという不安。つまり夫婦の勢力関係に影響が出るかも、という不安かも。妻が「あなたも家事を分担してよ」とか、自分で稼いだお金で「お友だちと海外旅行へ行ってくるからお留守番おねがいね」なんて言いだすかも、と。つまり、あなたのお父さんは、オレの今の暮らしはこれっぽっちも変えたくない、と思っているのでしょう。

　たいがいの夫の言い分は、自分が家を出るときには妻がおり、家に帰ってきたときにも妻がおり、家の中が片付いて子どもが育っている限り、オレの知らないあいだに妻が何をしていようがかまわない、というもの。妻が仕事に出る前と出た後とで、家庭に何の変化も起きないなら……っていうのは、これから先、家庭をふたりでどう支えていこうかというオトナ同士の交渉にしては、あまりに一方的だと思いませんか？

　もうひとつ、隠れた不安があるかもしれません。それは妻が稼ぐともしかして離婚を言いだすかもしれない、ということ。パートの賃金ではとうていひとりで食べていけません。ていうか、パートの賃金というのは、ひとりで食べていかなくてもすむ既婚女性向けに、この程度でいいでしょ、と雇い主が設定した差別的な賃金。既婚女性をパートに固定して扶養控除の範囲にとどめることでトクをしているのは、その女性の夫と雇い主、この両者の共謀かもしれません。

　こうやって女のひとたちは、チャンスがあっても、やってみようという意欲をくじかれてきたんです。妻の就労は、このように夫によって「許可」されたり「禁止」されたりするもののようですが、それというのも、Ｑ16にあるように夫を「主人」と呼んで妻が夫に従う関係をつくってきちゃったからです。

　夫の立場を支えているのは、この「配偶者控除」の制度です。この「配偶者控除」の制度は、今でも働きたい女のひとたちの足を引っ張っています。既婚女性のひとたちが、正社員になりたくない、パートでいいわ、というのは、こういうからくりをよく知っているからです。それをあとになって、政治家は、「女性は正社員になることを望んでいない」って言うんです。働きたい女のひとを働くと不利なようにしておいて、老後は年金も医療保険もない女性に、第三号被保険者が受け取れるほんのちょっぴりの「基礎年金」と、後は夫が死んだあとに四分の三の遺族年金を保証する……というのが、既婚女性に対する日本の税制・社会保障制度です。わたしはだから、これを「夫の看み取とり保障」と呼んでいます。ソントク勘定でいえば、オレを最後まで見捨てない方がトクだぜ、って制度をあげて妻を追いこんでいるんです。

　この配偶者控除の制度を廃止しようという動きがあります。結婚しているかしていないかに関わりなく、どんなひとでも働いた分だけ税金を納めるという制度です。それだとすっきりしていいですね。








[image: ] 多様な生きかたを支援する仕組みって？




Ｑ20　うちはひとり親家庭です。幸いにも、ママには定職があり（なかったら離婚する勇気がでなかったかもとは言っていましたが）、私は経済的な困こん窮きゅうを感じずにきました。また、パパがいい人（？）だったので、養育費も毎月もらえています。でも、それは珍しいよ！ と友達に言われました。その友達は、ＤＶの父親から逃げてきたのでいっさい援助はなし。その子のママも逃げるために仕事を辞めたので、今はパートを掛け持ちして、生活費を稼いでいるそうです。正規の仕事に就きたいけれど、年齢的にも難しいそうです。だから大学も、私立よりは学費の安い国公立大学志望。それでも奨学金なくしては行けないと言っていました。養育費をきちんともらえるシステムとか、経済的に困窮しているシングルマザーの子どもが、無利子の奨学金をもらえる仕組みってないのでしょうか。そもそも仕事を掛け持ちしなくてもいい支援の仕組みとかないのでしょうか。ひとり親保護金みたいなものはつくれないものでしょうか？




Ａ20　ふーん、ママは離婚できる経済力があったんですか。パパは養育費を払い続けてくれる「いい人」なんですか。よかったですね。

　ママは離婚して変わりましたか？　離婚をあなたに相談しましたか？　きっと離婚した後のほうが、ママは明るくなったでしょう。ひとり親の子育てはたいへんでしょうが、夫とのあいだで毎日起きるストレスに耐える必要がなくなったぶん、前向きになれるでしょう。離婚の原因がもっぱら夫の側にある（浮気とか）場合もありますが、そんな場合でも、浮気をしている夫に耐えながら毎日を送るストレスにくらべたら、ひとりになるほうがすっきりさっぱりします。というわけで、日本では離婚率が上昇していますが、それはそれだけ女性が自由になったせい。離婚できない社会より、離婚しやすい社会のほうが、女性にとってはずっとましです。

　でも、離婚したとたん、たいがいの女性は貧乏になります。あなたのような家庭は、離別シングルマザー世帯では、レアケースです。シングルマザー世帯の二〇一五年の平均年間就労収入は約二一四万円。これで子どもを食べさせなきゃならないんですよ！　貧困率は五一・四％（労働政策研究・研修機構「第五回子育て世帯全国調査二〇一八」）です。なぜって、離婚する以前に、結婚・出産した際に仕事をやめているからです。離婚してから子連れで再就職しようとしても、日本の社会ではおそろしく困難。子持ちの女のひとにはパートやアルバイトなど非正規の仕事しかありません。それだとひとりでも食べていけない水準なので、ダブル・ジョブ、トリプル・ジョブをやっているシンママもいます。朝早くからお弁当屋さんのキッチンで働いて、昼間はスーパーのレジ打ち、夕方から知り合いの居酒屋さんのお手伝い、みたいな働き方です。これでは子どもの寝顔を見るだけ、という暮らしになります。そんな貧乏で苦しい思いをしても、やっぱり離婚したいの？ とあなたは思うかもしれません。はい、離婚したほうがましな結婚だってあります。夫がＤＶだったり、子どもが虐待を受けたりしたら？　子どもを守るためにだって、逃げだしたくなりますよね。

　ちなみにＤＶ夫って最初から暴力的なわけじゃないって、説明しましたよね。夫の環境が変わったり、夫婦の力関係が変わってから、「オレが支配者だ、オレのいうことを聞け」といういちばんむきだしの権力、つまり暴力をふるうようになる……ようです。しまった、と思った時にキャンセルできる、関係のほうが安全です。だからＱ９の専業主婦になりたいという女の子は、リスクが大きい人生を選ぶことになるって、わかりますよね。何度でもくりかえしますが、妻が離婚の自由を行使できる社会は、そうでない社会よりも、ずーっとよい社会です。

　夫婦は離婚しても、親子の縁は切れません。離婚した親のもとにいる子どもに養育費を支払う取決めをするのは、離婚したカップルの四割弱（厚生労働省調べ、二〇一六年）にすぎません。その取決め額も月額平均四万三〇〇〇円程度。

　国立大学文系初年度の学費の総額が入学料をいれて約八二万円（二〇二〇年三月時点）、月額にすると七万円近く。学費にも足りません。それすら最初のうちだけ払っても、しだいにとどこおりがちになり、三年たつとほぼ八割が支払わなくなることがわかっています。男性が再婚したら、ぱったり途絶えることもあります。

　子どもはふたりの子どもなんだから、養育費が送られてこないと困りますよね。どうしたらいいの？　妻が請求することはできます。それでも支払わなかったら、裁判所に訴えて、その金額の分だけ、相手の財産を差しおさえる「強制執行」もできます、少なくとも法律の上では。でもそこまでやる女性はほとんどいません。別れた夫に二度と関わりたくないなど愛想づかしをしているだけでなく、裁判に訴えてそこまでやる時間もエネルギーも残っていないからです。

　もっとハードルの低いやり方はないの？　あります。北欧諸国には、別れた夫の給料から国が代わって養育費を天引きしてくれるしくみがあります。これならとりっぱぐれがありません。これからのがれようと思ったら？　失業して収入がなくなるか、国外に逃げるかしかありません。ない袖は振れない、って男に支払い能力がなくなったら？　国が立て替えてくれます。その分、男性は国に対して借金が増えることになりますから、この借金はいずれ返さなければなりません。これならおカネのやりとりは国と別れた夫とのあいだで起きますから、妻は関与しなくてすみます。毎月国が養育費を取り立ててくれる、って、いいしくみですね。

　え、なんで日本はそうならないの、って？　不思議ですねえ。養育費の強制取り立てを法制化しようという動きは今のところ日本にはありません。子どもをつくったらその責任から逃げられない……あたりまえのことですね。スウェーデンでは、たとえ結婚していなくても、生まれた子どもを認知すれば、男性はその子どもが一八歳になるまで養育費を払い続ける義務が発生します。スウェーデンで息子を育てていたわたしの友人は、息子につね日頃、こう言っていたそうです。「彼女が今日は安全日よ、って言っても、絶対に信用しちゃだめよ」。避妊は男子のつとめ。一回ののぞまない妊娠で、一八年間重荷を背負わなくてはならない、となれば、一回一回のセックスにも慎重になりますよね。

　日本の法律は、男が責任逃れをしやすいようにできています。ほんとに男に甘い社会です。あなたの学校で、在学中に女子が妊娠したケースはありませんか？　妊娠にはかならず相手がいるはずなのに、妊娠した女子は自主退学したり、退学処分を受けたりするのに、相手の男子はおとがめなし、って例はありませんか？　男子はこうやって無責任を学習するんですねえ。

　ちなみにシンママの子どもが大学に進学しようと思ったら、日本学生支援機構の低所得世帯向けの奨学金などがあります。給付型と貸与型があって、給付型だと返さなくてもすみますが、貸与型だと借金ですから返却しなければなりません。それにも無利子と有利子があります。給付型と無利子の奨学金だと入学金も授業料も減免されますが、そのためには成績がよいことが条件になります。有利子（年率上限三％、在学中は無利子）だと今では希望者にほぼ全員貸与されますが、金額は国公立自宅通学で二万円から四・五万円、自宅外通学で上限五・一万円、私立だとそれぞれ上限五・三万円と六・四万円です（日本学生支援機構『奨学金ガイドブック二〇二〇』）。授業料を払ったうえに生活費と勉学費を考えればこれではとうてい足りませんから、アルバイトをしないとやっていけません。それに卒業した時点で、二〇〇万円前後の借金を背負ったスタートになります。不況の今日、大卒だからといって、借金を返しながら生活できるような就職口があるとは限りません。そもそも日本の教育予算はＯＥＣＤ諸国のなかでは貧弱で、本人と家族の私的負担のうえに成り立っているのが実情です。ですから、学歴は親の経済力の証となり、シンママ家庭などの経済的に余裕のない世帯の子どもが不利になってしまいがちです。二〇二〇年から高等教育無償化が実施されるようになりましたが、対象は年収二七〇万円以下の非課税世帯と限定的。のぞめば誰でも高等教育が無償で受けられるようになればいいですね。

　それにコロナ禍のおかげで、飲食業を中心とする学生バイトの口が激減しました。バイト代こみで生活設計をしていた学生のなかには、お金が続かなくて退学を余儀なくされる人たちも出てきました。日本は未来を背負う若者に対する投資をケチっているんです。これでは日本の将来も危ういでしょう。

　どうしたらいいか、ですって？　高校生なら一八歳選挙権は目の前です。つい最近、二〇一九年に文部科学大臣が大学入試の英語試験を民間の試験会社に委託するという案を提示したとき、それだと試験会場が集中し、有料の試験を何度でも受験する機会のある都市部の受験生ばかりが有利になる、と一〇代の若者たちが反対運動をしました。そのせいで文科省はこの案を早々に引っ込めました。有権者の動向には政治家も敏感です。制度を変えるのは政治です。あなただって政治を変えられるかもしれませんよ。








[image: ] 別姓で生きるということ




Ｑ21　結婚したら、どうして相手の姓にならないといけないのでしょう。夫婦別姓が日本で認められないのはなぜですか？




Ａ21　べつに「相手の姓」にならなくてもいいんですよ。日本の法律は「夫婦同氏」の原則を定めているだけですから、夫の姓でも妻の姓でも、どっちでもいいんです。迷ったらじゃんけんやコイントスで決めてもいいくらい。だから、夫婦別姓をどれだけ裁判で訴えても受け入れられず、二〇一五年の最高裁判所の判決は「夫婦同氏」の法律は「男女平等の原則に反しない」といいました。

　そりゃそうなんですけど、現実には結婚するカップルの九割以上（九六％）が夫の姓を名のっています（二〇一六年度厚生労働省調査）。姓の選択は、けっして男女平等じゃありません。婚姻届は夫婦で新戸籍をつくるものなのに、今でも女性に対してだけ「入籍する」とか「嫁に行く」というのは、「夫の家に妻が婚入する」という昔ながらの考えがなくならないからでしょう。

　法律と現実とのあいだにはつねにギャップがあります。タテマエは平等でも、実際には結婚で姓を変えるという不利益を被っているのが圧倒的に女性なのに（注）、それを最高裁は考慮にいれてくれません。でもね、現在、最高裁の判事は一五人中三人が女性。二〇一五年の判決では、一五人中一〇人が夫婦同氏を合憲、男性二人を含む五人が違憲としたなかで、三人の女性判事が全員反対意見を出しました。きっとこの女性判事さんたちも、いろいろ苦労してきたんでしょうね。もし判事のうちの女性比率がもっと多かったら、判決はひっくりかえったかもしれませんよ。ちなみに法学者のあいだでは、夫婦同氏の強制は「違憲」説が圧倒的であることを付け加えておきます。

　え、それならなんで女性が夫の姓を選ぶか、ですって？　結婚相手を探すときに、自分より三高（高学歴・高収入・高身長）の「上位」の相手を物色していませんか？　それにプロポーズのときも、自分の口からは言わないで、相手に言わせるように誘導していませんか？

　女の子は男に「選ばれた」って、カッコをつけたいんですね。それなら「選んだ」方が優位に立つのは当然。結婚の最初から、夫と妻のあいだの交渉力に違いがあって、対等ではありません。だからつい女の方が退いてしまったり、男を立ててしまう。その結果が、夫の姓を選択するカップルが九割、という数字にあらわれるんでしょう。

　反対に「愛してるんなら、あたしの姓に変えてよ」というのも、相手に不利や不便を強いること。どちらも相手の犠牲にならなくてもすむように、夫婦別姓が早く選択できるようになるといいですね。

　朝日新聞の世論調査（二〇一八年）では、夫婦別姓選択制を支持するひとは六九％にのぼっています。ですから、最高裁の判事の意見は、世論の動向ともかけはなれています。それに夫婦別姓選択制は、「選択できる」という制度のことで、別姓にしなさいという強制ではありません。同姓にしたいひとはどうぞ、そうでないひとは別姓を選ぼうと思えば選べる、というものですから、誰も不幸にしません。現行の「夫婦同氏」の制度は、同姓にしなさいという強制です。強制をやめて選択にしようという法律の改正に反対するひとの理由が、わたしにはわかりません。国会議員のなかには強力な反対派がいます。反対派の言い分は、家族のなかで姓がばらばらだと家族の一体感がこわれるから、だといいますが、同じ姓でもばらばらの家族はあるし、姓がちがっても仲のよい家族もあるのにねえ。自分が認めないことは他のひとにもやらせない、って押しつけだと思うんですけど。

　ちなみに国連は日本政府に、男女平等を推進するなら夫婦別姓を可能にしなさい、とずいぶん前から勧告しています。この勧告を聞き入れようとしないのが今の政府です。あなたが結婚する頃までに、夫婦別姓選択制が実現しているといいですね。

（注）結婚前に仕事で使用していた名前を変えなければならないふつごうや、住民票、パスポート、免許証、銀行口座の名義変更など、ぼうだいなテマがかかるだけでなく、結婚、離婚、再婚のたびに姓が変わることから、プライバシーを人目にさらすことになります。姓を変えない男性は、こんなふつごうを味わわなくてすみます。法的に姓を変えても結婚前の姓を使い続ける「通称使用」も理解が広がってきましたが、通称と法律名が違うことでさまざまな不便やトラブルが起きることがあります。








[image: ] お墓って重い




Ｑ22　うちには先祖代々のお墓があります。姉妹なので、どちらかが婿むこ養よう子しをもらって継いでくれと両親からは言われています。姉とは譲り合っていますが、婿養子をもらわなくてはいけないのでしょうか。一生、二人とも独身だったときはどうなるのでしょう？




Ａ22　おやまあ、「先祖代々の墓」っていうけど、何世代遡さかのぼれるんでしょうか。天皇家とか、お公家さんの冷れい泉ぜい家みたいに、誰かを犠牲にしても家の伝統を継がなければならないほどの名家のお嬢さま？　ごくろうさまです。

　お墓の研究によると日本に「先祖代々の墓」が登場したのはせいぜい江戸時代末期。さかのぼっても六世代程度です。お墓のほかに、家名、家産、家業、家伝、家訓などご先祖から受け継いできた伝統がありますか？　お墓を守るのは、それを受け継ぐひとが守るに値するなにか実体があればこそ。それほど受け継いでほしい家の伝統があるなら、姉妹を産んだあとにも、息子を産むまで、がんばって何人も子どもを産んでおけばよかったのに。女の子が続いたあとに最後に男子が産まれてそこで出産をうちどめにするのを、昔は「末っ子長男」と呼びました。何が何でも男の子の後継者がほしい、と親が望んだからです。その努力もしないで、娘に期待されてもねぇ。だからといって、もし息子がいたらその子は「長男」としての重荷を背負わなければならないのでしょうか？　それもかわいそう。ご両親に、「誰かを犠牲にしても守らなければならないほど価値のあるものが、うちにはあるの？」って聞いてごらんなさい。

　それでも何がなくても姓だけでも残したいって、思うんですかねぇ。こちらも聞いてごらんなさい、うちの姓はいつからできたの？ って。日本人の八割は明治時代まで百姓、姓なんてありませんでした。姓は戸籍をつくったときににわか仕立てで作ったもの。それまでは屋号で呼ばれていました。その証拠に、田中とか小川とか新田とか、農業にちなんだ単純な名前が多いでしょう？　せいぜい地名や自然にちなんだものばかりです。

　ご両親は娘ふたりしか産まないという選択をしました。その娘は結婚するかもしれないし、しないかもしれない。結婚して姓を変えるかもしれないし、変えないかもしれません。子どもを産むかもしれないし、産まないかもしれません。子どもがいなければ、たとえあなたの代に親の姓が残っても、次の世代には受け継がれません。これから先は少子化時代。ひとりっ子同士が結婚したらどうなるのでしょう？　お墓だって統廃合しなくちゃなりません。時代が変わりました。お墓がどんどん増えたのは、子どもをどんどん産んだ時代。ご両親には、「もっと子どもをたくさん産んでおいたらよかったね。もう手遅れだから、あきらめてちょうだい」と伝えましょう。親がいちばんうれしいのは、子どもが自分の犠牲になる姿を見ることではなく、子どもが自由に幸福な人生を送る姿を見ること。あなたの人生の選択肢を狭めないようにしましょう。








[image: ] 介護するのは私ですか？




Ｑ23　お母さんが「老後はよろしくね」と言います。老後のために私を産んだんでしょうか？　結婚したら、夫の両親のお世話も私がしなくちゃいけないんでしょうか？　たいへんそうです。




Ａ23　背筋がぞっとしますね。子どもは老後の保険か、って。

　そりゃ育ててもらったんだし、お母さんには苦労をかけたし、弱ったらめんどうをみてあげなくもないけれど、どーっとわたしひとりによりかかってこられたら、つぶれそう。ひとりっ子じゃなしに、五人くらい産んでおいてくれたら、負担を分散できたのに。それにお母さんは、息子じゃなくて娘を産んでおいてよかった、って思ってるかも。

　「男の子は彼女ができたら、向こうにとられるしねえ」って言ってるのを、この前聞きました。だって自分がとっくにそうしてるんですから。お母さんの実家とはしょっちゅう行き来してるけど、お父さんの実家とは盆暮れの挨あい拶さつだけ。たまに「あなただけで行ってきたら」なんていう妻もいるみたいです。

　娘は自分のもの、そして老後の介護要員、って親は、とくに母親は、思ってるみたいです。自分より年長の夫がたぶん早く死ぬだろうから、夫をみとったらあとにひとり残された自分の面倒を見るのは娘の役割、覚悟しておいてね、って。

　一生にひとりだけ子どもを産むとしたら娘と息子、どちらがいいか、という意識調査（出生動向基本調査）があります。娘が息子と逆転したのは一九八七年、男尊女卑の意識の強い東アジア諸国（中国、台湾、韓国、日本）のあいだでは、日本だけが異例。他の国は今でも息子がほしい、といいます。ひとりっ子政策をとっている中国（二〇一六年からふたりまで産めるようになりました）では新生児の出生性比（女児:男児）が一〇〇対一一五。自然出生性比（なにもコントロールしない状態で生まれてくる新生児の男女比）が一〇〇対一〇五ですから、この数字の裏にはなにかあるぞ～と思うのが当然。生殖技術による男女産み分けや、選択的中絶、場合によっては女児の嬰えい児じ殺さつなんてあるかも……と想像できる数字です。女の子は生まれる前から歓迎されていないんだ。

　なら日本で女の子が歓迎されるのは、女の子の地位が上がった証拠？　残念ながら、そうとは思えません。女の子はずっと手元においてかわいがれるし、自分の言うことをきいてくれるし、最後は老後の面倒をみてもらおうっていう算段。あなたのお母さんも同じだよね。昔は息子が一人前になったら息子の経済力に頼っていたけれど、今は高齢者にも年金があるから、息子をあてにしなくていい。年金制度って、世代間の仕送り制度だと思ってください。息子が毎月現金書留で仕送りを送ってくれたら、親は息子にアタマがあがらないでしょう？　それを国が働く世代の男女からまとめておカネを集めて、高齢者に年金として支払ったら、堂々と自分の収入になります。おカネには名前がついていませんから、そのなかから孫にお小遣いあげるのも自由。だから、息子の経済力に頼る必要はなくなったけれど、その代わり不安なのが介護。カラダが不自由になったときのお世話は、なんてったって息子より娘が頼りです。息子の妻、つまり嫁はあてになりません。それに嫁だって自分の親がいるんだから、夫の親より自分の親が優先になるのは当然だよね。最近では夫の親の介護は夫が、妻の親の介護は妻が、と分担するようになりました。ですから息子介護だって、増えてきました。男の子だからって、親の介護に手も足も出さなくていい、ってわけにいかなくなりました。だから、息子だって、家事・育児・介護能力は身につけておいたほうがいいんです。でも、夫が自分の親の介護をするときは妻が後方支援をしてくれるけれど、妻が自分の親の介護をするときは夫は何の協力もしない、という傾向があるようです。

　でもね、二〇〇〇年に日本にとっても大きな変化が起きました。一九九七年に介護保険法が成立して、二〇〇〇年から施行されたのです。あなたのお母さんとお父さんはまだまだ元気だけれど、おばあちゃん、おじいちゃんのなかに「要介護認定」を受けたひとはいないかな。介護保険は四〇歳以上の全国民が保険料を支払って、原則として六五歳から必要になれば使えます。「要介護」になると訪問介護に来てもらったり、デイサービスに通ったり、ショートステイが使えたり、重度になると施設に入居する資格ができます。もう家族がなにもかもお世話して、仕事をやめたり、犠牲になったりする必要はなくなりました。もちろん家族には家族にしかできない役割があります。自分の手でおむつを替えなくても、いつどこでどんなサービスを組み合わせて使うか、という意思決定をする司令塔になることです。そのためには、ケアマネージャーや地域包括支援センターなどがありますから、相談しましょう。

　まだまだ介護は先のこと、と思っていませんか？　なんなら近くにある地域包括支援センターや介護事業所に行って、勉強してみましょう。身近に年寄りがいないなら、デイサービスや施設のボランティアに行ってみるのもいいでしょう。いつかはお母さん、お父さんもこうなるんだ、そしてわたしだってこんなふうに年とっていくんだ、ってわかりますよ。

　お母さんにはこう言ってあげましょう。「だいじょうぶよ、介護保険使って、ほどほどにめんどうみてあげるから」。その前に、家のなかをバリアフリーにしたり、台所をＩＨ化したりして、老後に備えておいてね、って。

　親を見送ったあとで、親の犠牲になったと、死んだ親をうらんで過ごすほど、親にとっても子どもにとっても悲しいことはありません。子どもには意思決定の司令塔になることに加えて、親と思い出話を共にしてあげたり、顔を見せてあげたり、家族には家族にしかできない愛情の交流がありますから、そのためにもよい親子関係をつくっておくことですね。
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[image: ] 束縛彼氏




Ｑ24　彼氏ができました。いっしょにいないときの私の動向をやたら知りたがります。ＬＩＮＥをしつこくおくってきます。既読をつけないと怒るし、おまけにオレ以外の男としゃべるな、といってきました。別れた方がいいでしょうか？




Ａ24　わお、あなたは「別れた方がいいでしょうか？」って、もう答えを自分で出しているじゃありませんか！　はい、正解です。

　彼氏彼女になったら、オレのモノ、って、あなたの彼氏は思ってるみたいですね。どこにいても何をしていても、オレを最優先にしろ、って。こういうのを「オレサマ男」っていうのは、もうお話しましたね。

　こういう態度を、「わあ、あたしのことをこんなに思ってくれてるんだ、こんなに気にかけてくれてるんだ」って受け取るカン違いを、あなたはしてませんよね？　彼氏の態度は執着と支配。「オレ以外の男としゃべるな」なんて、とんでも発言。人類の半分は男、そこから彼以外の男をすべて排除したら人生が貧しくなります。こういう男の「独占欲」を、「きゃっ、そこまで思ってくれるなんてうれし～」なんて思い違いしていませんよね？　こういう男性は、あなたが思い通りにならなくなると、逆ギレしてストーカー男になったりＤＶ男になったりします。ストーカー男は、女性が逃げ出すと、ほかの男にわたすぐらいなら最終的に「オレのモノ」にしてしまおうと、女性を殺すこともあります。おお、こわ。

　だから早めに気がついたら、早めに別れた方が、傷が浅くてすみます。あなたの判断は賢明です。

　それでも「別れられない」女性がいるとしたら、どんなひとだと思いますか？　たとえば初めての彼氏で、彼氏ってこんなもの、愛されるってこういうこと、だと思うほど、経験が浅かったら。それにやっとできた彼氏で、どうしてもなくしたくない、としがみつくなら。自分に自信がなくて、こんなワタシでも選んでくれた彼氏だから自分がガマンしなくては、と思ってるとか。彼氏がいる、って友だちに言えるようになって、その彼氏を失いたくないと世間体を気にしてるとか。どれもこれも、あなたの内面の理由でなくて、外にある理由ばかりです。

　覚えておいてください、愛されるって、大事にされるってこと。大事にされるって、あなたの意思を尊重されるってこと。大事にされるってキモチよいものです。もし彼氏との関係がキモチよくなかったら、警戒信号。この彼氏、はっきり言ってウザいです。自分の心とカラダにきいてみて、キモチよくない関係は一刻も早くやめましょう。








[image: ] リア充＝恋愛？




Ｑ25　リア充をもとめて、彼氏をつくる友人がいます。彼氏がいることだけがリア充なのでしょうか？




Ａ25　「リア充」って、「リアリティ充実」の略語。リアルの反対語はバーチャル。二次元インターネットの世界でギャルゲー（ギャルゲーム）やエロゲー（エロゲーム）をしているオタクが、そうでない（リアルライフを楽しんでいそうにみえる）ひとたちを、やっかんで呼んだコトバです。その「リア充」の条件のひとつが、彼氏彼女がいること。そりゃ見つめあいながらおしゃべりして、手を握って、腕を組んで、触れあうのはネットではできないこと。リアリティ（現実生活）が充実しているように思えるでしょう。

　でもね、リア充のなかには、クラブ活動もあればボランティア、友だちとの交流、スポーツ活動……なんだってあります。彼氏彼女がいることだけがリア充じゃありません。それに部活が忙しくて、彼氏彼女をつくってるヒマがないひとも。

　彼氏がいることがリア充のわかりやすい条件になっているために、「いいなあ、彼氏いて。リア充だね」って言われたいためだけに彼氏をつくる、って？　本末転倒でしょう。彼氏がいて毎日が充実してるから、結果として「リア充」なんで、まわりから「リア充」って思われたいために、彼氏をキープしておく、ってＱ24の答えに出てきた「別れられない彼女」みたいですね。自分のためじゃなくて世間体のため。「彼氏いる」先には、「結婚してる」があります。男に選ばれた証明のために、「結婚してる」状態をキープしてる女性はたくさんいます。内実はＤＶだったり、浮気されたり、中身がスカスカなのに、これじゃ「リア充」どころじゃないですね。

　恋愛以外に楽しいことはたくさんあります。恋愛命、ではありません。恋愛も楽しいことのひとつ、楽しくない恋愛なら、人生のムダ遣いだから、やめたほうがいいんです。他人の顔色を見て生きるのは止めて、自分のために生きましょう。








[image: ] 結婚の条件




Ｑ26　お母さんにお父さんとの結婚の理由をきいたら、三高で条件がよかったからと言います。〝愛〟じゃないのがショックです。そんなものなのでしょうか？




Ａ26　ううむ、Ｑ25の「リア充をもとめて彼氏をつくる友人」のその後、みたいですね。

　お母さんにとっては、結婚は経済契約だったんでしょうか。それならできるだけ有利な条件の相手を選ぶのが合理的。「三高」はその条件のひとつです。お母さんの時代には、結婚は「永久就職」と呼ばれましたから、一生食いっぱぐれのない会社に就職したようなものだったのかもしれません。

　それなら、お父さんにとっては結婚はなんだったんでしょう？　専属セックス契約？　家事担当者の確保？　子どもの養育係？

　ふたりがお互いに相手に求めるものが一致していれば、「契約」は成り立ちます。ですが、感情は契約の外にあります。

　お母さんとお父さんはスキンシップしてますか？　ふたりで旅行したり、子どもが立ち入れないふたりだけの時間を持ったりしていますか？　かんたんにいうと、お互いにいつくしみあっていますか？　もちろん、夫婦関係が最初は経済契約で始まっても、その後で愛や情が育つことはいくらでもあります。でも、もしかしたら、お母さんとお父さんは、お互いに相手に愛情を満たす期待を持たないかもしれませんし、もっと悪ければ、愛情を満たす相手をよそに求めているかもしれません。それでも結婚なんて「そんなもの」と思っているかもしれません。

　お母さんとお父さんが結婚なんて「そんなもの」と思っているなら、あなたも将来の自分の結婚を「そんなもの」と思うかもしれませんね。

　でもあなたは、お母さんの答えに「ショック」を受けたんですね。お互いに愛しあっている夫婦のもとに、産まれてきたと思っていたんですね。自分がお母さんとお父さんの「愛の結晶」だと思いたいし、できれば自分もそういう相手とのあいだに、愛されて産まれる子どもの親になりたいんですよね。正直な気持ちだと思います。

　好きあっている夫婦のあいだに育つ子どもは、幸せです。オトナの関係が安定していることを信頼できるし、自分の存在が両親の幸福のもとだと信じられるからです。そう思えない子どもたちのなんて多いこと！　あなたのお母さんとお父さんの関係が「安定」しているように見えたら、もしかしたらそれは、お互いに期待水準が低いからかもしれません。あなたは心のどこかで、そんなのイヤ、と思っているんですね。人生は期待したひとには期待したものを、あるいは期待以上のものを与えてくれますが、期待しないひとには、期待しないようにしか応えてくれません。

　これは推測ですが……もしかしたらお母さんは、お父さんを選んだ理由をはっきり言えなくて、照れ隠しに世間で通用している「三高」って言っちゃったかもしれませんよ。今度じっくりきいてごらんなさい。「ホントはね、好きで追っかけたのよ」なあ～んて答えが返ってくるかもしれません。その時は、お母さんに正直に、「あの時のお母さんの答えに、わたしショックを受けたの。お母さんはお父さんを好きじゃなかったの？　お父さんはお母さんのことをどう思ってたの？　お母さんは、将来、わたしにも同じように「三高」男を選んでほしいと思ってるの？」って。

　日本の夫婦が、「お父さん、とってもやさしい人で一目で好きになったの。わたしの目に狂いはなかったわ」「お母さんは気立てのよい人で、このひとと家庭を築けばまちがいないって思ったんだ」って、お互いに遠慮なく愛情を示し合えばいいのにねえ、とわたしは思っています。








[image: ] 「女子力」という呪縛




Ｑ27　彼氏に〝女子力〟が低いと言われました。デートのときにＴシャツ、Ｇパンでいったからです。彼氏の友達の彼女たちは、すごくおしゃれをしてくるそうです。でも、そういう自分も似たような格好だったのに。なぜ女の子だけ特別仕様にしないといけないのでしょうか？　別の友達はロリータ（・ファッション）でいったら、フラれたそうです。すきな格好じゃだめなのでしょうか？




Ａ27　またまた自己チュー彼氏、ですか。オレサマ好みのカッコで来い、って。

　Ｔシャツ、Ｇパンはふだん着。「おしゃれ」していくのはハレ着。デートは特別の日だから、ハレの日のカッコして来てほしい、って。そのキモチはわかります、が、それなら彼氏の方だって、ちょっとは身だしなみを整えて来てほしいよね。自分はふだんと同じＴシャツとＧパンなのに、女の子にだけハレ着で着てほしい、ってヘン。

　そうやって「よそゆき」の顔ばかり見せるのがデート？　それじゃ、疲れますねえ。それにいいカッコしてると、自分にウソをつくことになります。一緒にいるのがたのしい、ずぅーっと一緒にいたい……なら、素の自分を見せるのがいちばん。あなたといたら無理しないで、ありのままの自分でいられる……そんな相手を探すのが大事。

　それじゃ、好きなカッコで行こう、とロリータで行った友だちはフラれた、って？　よかったじゃないですか。ファッションがリトマス試験紙になって。これがアタシ、ありのままのアタシを受けいれて、っていうテストに、相手が合格しなかったんだから。

　ところであなたの彼氏の言う「おしゃれ」ってどんなものでしょう？　たいがい想像がつきます。ロングヘアに巻き髪、ひかえめなナチュラルメイクに、清せい楚そなブラウス＆ゆるふわスカートか、ワンピ。まちがってもパンツスタイルではありません。なぜってロングヘアとスカートは必殺合コンルック、最強の「女装」だからです。これを「（かわいこ）ぶりっこ」スタイルとも呼びます。つまり、ワタシはアナタに従順で、決してアナタを凌りょう駕がすることはなく、あなた好みの扱いやすい女です、とアピールしているようなもんです。そんな見かけにかんたんにひっかかる男、って魅力的ですか？

　「女子力」高い、って、男受け偏差値が高い、こと。反対語の「男子力」がないのはヘンですね。好きになった相手に気に入られたいと思うのは、誰にとっても自然な反応。それなら女子も男子も、お互いに努力しなくては。とはいえ、自分にウソをついてまで相手に気に入られようとしても、苦しいだけでなく、長続きしません。ありのままの自分を受けいれてくれて、お互いに尊重しあえる関係がいいですね。








[image: ] きらいきらいもすきなうち？




Ｑ28　彼氏にむりやりキスをされました。断ったのに。相手の同意なくすることは暴力だと思うのですが、どうしたら分からせることができるのでしょうか？




Ａ28　日本語には「イヤよイヤよも好きのうち」というコトバがあります。女は性的に無知で慎み深いから、イエスがはっきり言えない。だからオモテ向きはイヤがってもホンネは違う。そこを察して、押し倒してでも想いを遂げたら、結局女は頰を赤らめて、男の思いどおりになる……って。まあ、いつの時代のことでしょうねえ。いまどき、これだけ性の情報があふれているのに、「性的に無知で慎み深い」女がいるなんて。「性的に無知で慎み深い」ふりをしている女なら、いるかもしれません。その方が男受けがよい、と思って。なぜそのほうが男受けがよいかといえば、無知な女はコントロールしやすいからです。わたしの知っている女の子に、男にずっとＳＭまがいの嗜し虐ぎゃく的てきなセックスばかりされている女性がいました。なぜって彼が初めての男だったから、セックスってそんなものだと思って、つらくて苦しかったけど、疑問を抱かなかったんだそうです。実の父親に性的虐待を受けつづけた娘にも、世の中の父と娘ってこんなことをするもんだと思って、疑問に思わなかったという女性がいます。無知ってこわいですね。何かイヤなことをされたと思っても、「お母さんには黙ってるんだよ」とか「ふたりだけの秘密だよ、人に言っちゃダメだよ」などと、無知につけこんで言葉たくみにコントロールされ、「おかしい」と思った時には声を出せなくなっていることもあります。事実、性暴力（強ごう姦かん）は、知らないひとより、身近なひとによって起こされる割合が年々増えています（図３）。図の中の「面識あり」は、知人や友人、職場関係者等のことをさしています。
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　キスは身体接触の関門。恋愛は接近の技術、しだいに距離を縮め、指先が触れ、手を握りあい、抱きしめあい、とても敏感な粘膜である唇を触れあいます。それから先は……と、ものごとには順番があります。身体に侵入してくる他人はリスク。その他人が少しずつ接近してくるときには、「ここまではいい？」といちいち相手の同意が必要です。ちょうど他人の家に入るときに、ひとつずつ閂かんぬきをはずすように。自分のカラダを他人に委ゆだねるのですから、安心がなければなりません。それを無む理り強じいされたら、恐怖心や忌き避ひ感かんが起きるのは当然です。あなたの彼氏はその手順をすっとばしてしまったんですね。ちなみに、この身体の閂をお金で強引に開けさせて、他人の身体に侵入するのが買かい春しゅんというものです。

　あなたの彼氏は古い女性観を持っているかもしれませんね。ほんとはあなただってやりたかったのに、恥ずかしがりだから自分では言えない、だから少々強引でもボクがひっぱらなきゃ、と。そういう男性には、ちゃんと教えてあげてください。

　大きなお世話、わたしにはわたしの意思がある、イエスはイエス、ノーはノー。心配しなくても、自分で決められる。突然のおしつけは、恐怖しか与えないから、逆効果にしかならない。キスをしたいとき、セックスをしたいとき、自分にその準備があるかどうかは、そのときになってみないとわからない。そういう時には必ずわたしに訊きいてくれない？　「キスして、いい？」って。そうしたらニッコリ笑って「いいわよ」って言うから。……そうしたらふたりとも幸せになれるでしょう？

　でも、忘れないでください。キスしてもいい、って答えたからって、ハダカになっていいと答えたことにならないし、セックスしてもいい、と答えたことにはならない。セックスしてもいい、と答えたからと言って、避ひ妊にんしなくていいとは言ってない。ひとつひとつ、わたしの意思を確かめてね、と。

　最近ではYes means Yesと、「合意なきセックス」を性暴力だと見なす考え方がようやく広まってきました。夫婦のあいだでも同じ。夫婦だからといって相手の身体にむりやり押しいってよいものではありません。夫婦のあいだでも合意がなければ強姦になる、という考え方も、ようやく広がってきました。

　男のなかには、女がはっきり意思表示をすると萎なえる、というバカがいるようですね。自分の意思を持った女がキライ、な男は、あなたの方から願い下げにしたほうがよいでしょう。








[image: ] 対等な性って？




Ｑ29　〝性〟的な関係のなかだと、男女が対等でない気がします。どうしたら対等な関係になるのでしょう？　私の彼氏の場合、避妊に応じてくれません。妊娠や性病のことを考えたら気が気がじゃありません。




Ａ29　セックスってふたりでするもの。お互いに楽しむものなのに、一方だけが満足し、他方が苦痛を味わうということがしばしばです。そもそも男があんなに「やりたがる」のは、セックスが快楽だから。ところが女性のなかには、セックスが快楽だったことはなく、むしろ苦痛、それなのに、苦痛に耐えて「やらせてあげている」というひとがいるようです。そんな関係は「対等」じゃないですね。

　それにセックスで男女が「対等」になれない決定的な要素は、セックスの結果、妊娠する可能性があるのは女性だけである、という厳然たる事実です。これだけはいくら神さまを恨んでも、どうにもなりません。反対に、いくらセックスしても赤ちゃんを産めるのは女性だけですから、男性はくやし涙にくれるかもしれません。つまり、セックスって、子どもをつくる行為だ、ってことは、女性も男性も忘れないようにしてほしいですね。

　でも、セックスは子づくりの前にも、子づくりの外にも、子づくりの後にもあります。そのために必要なのが避妊です。セックスは一瞬ですが、妊娠は長期、それ以降、出産と育児は、もっと長くつづく責任と負担の重い行為です。それを引き受ける用意がなければ、女性も男性も、避妊に責任を持たなければなりません。ですから避妊なきセックスは「無責任なセックス」といえます。男性学の研究者のなかには、「避妊なきセックス」を性暴力に含めよう、「避妊なきセックス」の結果「のぞまない妊娠」が生じたら、その妊娠の原因をつくった男を「強制妊娠罪」という罪の犯罪者にすべきだ、と主張するひともいます。そのくらい、妊娠、出産、場合によっては中絶は、女性の心身に深い影響を与えます。

　「避妊なきセックス」は無責任なセックス、って言いました。つまりあなたの彼氏は、あなたに対して無責任にふるまっていることになります。この無責任男は、万が一あなたが妊娠したら、「オレ、知らねえよ」って無責任に逃げ出すでしょう。あまつさえ、「オレの子かどうか、わかんねえし」って言いだすかもしれません。あなたに対して無責任、ってことは、あなたが大事にされてない、ってことです。大事にされてないってことは、愛されてないってことです。なのに、セックスするのはなぜ？　あなたは利用されてるんですよ。認めるのがつらいでしょうが、「愛されてない」って事実を認めましょう。

　それでもいい、彼がやりたいっていうからやらせてあげるのが愛、ですって？　そんなに自分をないがしろにしないでください。あなたがあなた自身をないがしろにすると、彼氏はそれにつけこんでますますあなたをないがしろにしますよ。

　また避妊と性病予防を混同しないでくださいね。最近東京都では、梅毒にかかった患者の報告件数が増加しています。なかでも二〇代の女性の罹患率が急増しています（東京都感染症情報センター「梅毒の流行状況（二〇〇六～一九）」）。性病のなかでもとりわけ深刻な病気、エイズ予防のためには、コンドーム（以下、コンドーくん）が使用されます。あなたは避妊のためにコンドーくんを使っていますか？　コンドーくんは、性病予防のためには効果がありますが、避妊にはほぼ効果がないことは覚えておいてくださいね。なぜってコンドーくんの避妊失敗率は三割程度、「コンドーム使ってたのに、妊娠しちゃった」ってケースがざらです。ましてや「オレ、絶対自信があるんだ」という中断法は最悪です。中断法もコンドームも、避妊法のうちに入らない、という専門家さえいるくらいです。失敗してもいいや（もしできたら、産んでふたりで育てよう）っていう覚悟のないカップルにはお勧めしません。オギノ式（基礎体温測定法）もあてになりません。避妊リングにも失敗があります。低用量ピルは確実ですが、それだと女性にだけ負担がかかります。なんてったって、セックスは子どもをつくる行為だっていうことは、アタマに叩たたきこんでおいてください。セックスは楽しい行為のはずなのに、予期せぬ妊娠が怖くて集中できない、とこぼす女のひとは、結婚している女性のなかにもたくさんいます。夫たちが避妊に非協力的だからです。

　東大上野ゼミの学生がエイズ予防キャンペーンのために、一〇代を対象に「コンドームを使用していますか？」という調査を実施しました。首都圏と東北の地方都市では、コンドーム使用率に圧倒的な差がありました。東北では使用率が低かったのです。なぜ？　東北の子たちが無知だから？　いまどきそんなことはないでしょう。性情報はじゅうぶんに出回っています。おしべとめしべが、なんてことを信じてる一〇代の若者はいません。なのに東北の子たちがコンドームを使わないのは、「女の子が男の子にコンドームを使ってくれと言い出せない」からだそうです。知っているのに使えない……、そこにあるのは、女の子が性的に無知を装う方が女らしい、男はそれにつけこんで無責任なセックスをする、という男尊女卑の土地柄でした。

　首都圏の女子は、「そんなあ、コンドーくん使うのって、常識じゃん」と言います。でも首都圏女子にも、男の顔色を見て言い出せない、っていう子もいます。セックスはハダカのつきあい、と言いますが、ハダカになる前にすでにある男女間の力関係が、ベッドのなかにまで持ちこまれてしまっているために、女が男に避妊さえ要求できず、その結果の重荷をたったひとりで全部背負うことになるんです。こんなのっておかしいですね。








[image: ] 異性愛者でないとダメなやつなのでしょうか？




Ｑ30　私は同性が好きです。でも、学校の授業や教科書では異性愛や異性婚が多く取りあげられています。私って普通じゃないのでしょうか？　苦しいです。




Ａ30　好きになったら、その人が同性だった……。なんて、よくあることです。

　人間の「好き」という感情を抑えることはできません。

　なのに、女の子同士のあいだでは「彼氏いる～？」という問いがあたりまえのように流通しています。つまり「好き」になるのは「彼氏」イコール男性、という思いこみが深くねづよく浸透しているんですね。この思いこみは、生徒会長が男、副会長が女という思いこみより、もっとずっとねぶかくて、男子の好きな相手が女子じゃなかったり、女子の好きな相手が男子でないと、「キモチわる～」という反応を起こすほどにしみこんでいます。そんな反応を受けそうだから、あなたは自分が「普通じゃない」って悩み、友だちの「彼氏」話にのっていけず、自分の好きなひとが同じ女性だって打ち明けることができない……苦しみを抱えているんですね。

　自分と同じ性に属する誰かを好きになってはならないという「禁止」のことを「異性愛規範」といいます。規範というのは「きまり」のことです。自然ではありません。自然な人間の感情や肉体の働きを、社会が統制するのが「きまり」です。学校の授業や教科書に恋愛や結婚の相手が「異性」だと書かれているのはそのせいです。授業や教科書は社会の「きまり」を教えるものだからです。それだけじゃなくて、ＴＶも映画もマンガも、女の子は男の子を愛するもの、男の子は女の子にムラムラするもの、というきまりきったパターンをくりかえしています。こういう異性愛規範のメッセージを日常的に見聞きしていると、「そんなものか～」という刷り込みが起きます。マスメディアの責任も重いです。

　でもね、あなたは「異性愛」ってことばを知ってるんだ。考えてみたら、人類の半分を好きになってはいけない、というのが「異性愛」の規則。不自由ですね。自分と同性のひとを好きになると「同性愛」、好きになる相手に男女の区別がないのを「両性愛」と呼びます。世の中にはあったりまえのものごとには名前がつきません。はみ出したものに対して最初に名前がつきます。「同性愛」ってことばが生まれたから、反対に「異性愛」ってことばも生まれました。「彼氏は～？」という友だちに、「なら、あんたは異性愛者なんだね～」と言い返すこともできるようになりました。同性愛者は「なんで～？」という問いにさらされてきました。今度は異性愛者に、「なんで～（男が好きなの）？」ときいてごらんなさい。きっと誰も答えられないでしょう。「そんなもんだから」「あたりまえだから」としか答えが返ってこないとしたら、根拠がない、ということです。

　それと同じように、あなただってなんで女性が好きか？ は答えられないでしょう。同性愛者だって異性愛者だって、「そのひと」が好きなんで、男子全体、女子全体が好きなわけじゃありません。「好き」っていう感情は説明できませんが、自分の心とカラダをつかむ強い感情です。その感情に正直にふるまったら、たまたまそうだった、という事実を否定する必要はちっともありませんし、ごまかす必要もありません。なぜなら「好き」って感情は、人生を豊かにするからです。

　ＬＧＢＴＱということばを知っていますか？　Lesbian, Gay, Bisexual, Transgender, Questioningの略語です。世の中には「異性愛規範」に収まらないひとたちがこんだけ居るんだということがわかるようになってきました。それというのも、「わたし（たち）はここにいる！」と名のりを上げるひとたちがいて、少数者だと思われていたひとたちが「見える化」したからです。大学生になったら、そういうひとたちがサークルやコミュニティをつくっています。それに毎年四月か五月にはＬＧＢＴＱとその応援団（アライ、と言います）のひとたちが、東京レインボープライドというにぎやかなパレードをおこなっています。隠しだてしなくてよくなってきたんですね。ネットで探せば各地にそんな活動がありますから、行ってみてごらんなさい。あ、わたしひとりじゃなかったんだ、わたしはヘンじゃなかったんだ、って思えますから。最近では、戸籍の性別を変更する性別再指定の特例法もできましたし、先進的な自治体では同性カップルを結婚に準じる扱いにするパートナーシップ条例を採っているところもでてきました。時代は動いています。








[image: ] これって逆差別では？




Ｑ31　電車通勤しています。女性専用車両って、男性への逆差別ではないのですか？




Ａ31　よく言われるんですよね、男性への逆差別、って。あなたが自分で思いついたことばじゃないでしょう？　誰かがそう言ってた？　たぶん、男だよね。男が満員電車で苦しい思いをしているのに、女だけが女性専用車両でラクしてる、って？　そんなことありませんよ～。わたしは乗ったことがあるけれど、首都圏のラッシュ時には、女性専用車両だってぎっしり満員です。

　そもそも、なぜ「女性専用車両」ができたか、考えてみてください。原因をつくったのは、男です。男がラッシュアワーの電車の中で痴ち漢かんをするから、女性の自衛のために、女性専用車両が必要になったんです。「逆差別だ～」って騒ぐんなら、「ボクらは決して痴漢なんかしませんから」って、男性全員に保証してほしいですね。「ほかの男は知らないけど、ボクは決してしないよ」って言うんなら、「逆差別」を受けてとばっちりを喰らっているのは、「ボク」と同性の他のけしからん男性たちのせいですから、怒りは女性にではなく、痴漢男性に向けてください。「キミたちみたいな不ふ埒らちな男がいるから、ボクらが迷惑をこうむるんだ」って。そして満員電車のなかで、痴漢を見つけたら、あるいは女性が声を上げたら、ぜったいに無視しないで、「キミ、やめたまえ」って介入してください。男の敵は男、ですよ。痴漢男性を野放しにするから、男性全体の評判が落ちるんです。








[image: ] 痴漢にあうのは私が悪い？




Ｑ32　通学途中に痴漢によくあいます。お母さんや先生に相談したら、「あなたにスキがあるから」と言われてしまいました。私が悪いのでしょうか？




Ａ32　あ～あ、まだそんなこと、言われてるんですか。スキがなきゃ、痴漢に遭あわないって？

　痴漢に遭った女性は、これまでそれを口にすることができませんでしたし、もちろん痴漢をした男性も自分はしましたって言いませんから、痴漢ってどんなものかよくわからなかったのですが、最近「痴漢研究」が蓄積してきて、わかったことがたくさんあります。

　それによると痴漢被害者はスキがあろうとなかろうと、どんな女性でもなる可能性があるってこと。首都圏で電車通学している女子生徒で痴漢を経験していない女子はほとんどいないといってよいくらいです。

　痴漢はリピーター（常習者）であることもわかってきました。二〇一五年の『犯罪白書』によると再犯率が四四・七％！　やらずにいられない中毒のようなもの。しかも痴漢行為を軽く考えて、女性を道具のように見なしていることも。

　痴漢被害者にならないようにするのは、無理です。ラッシュアワーの満員電車に乗ってごらんなさい。他人と胸やお尻がぴったりくっついた状態で、痴漢の手や性器が触れてくるのを防ぐことなんてできません。それに痴漢行為は、比較的空すいた電車の中でも起きます。席が空あいているのにわざと隣に座って膝の上に新聞を拡げたり、つり革にぶらさがって正面に立ち、性器を露出したり。あ～あ、とげっそりするようなヘンタイ（こういうのをヘンタイっていうんですよっ！）行為ですが、ほとんど病気です。だからってガマンすることはありません。不愉快きわまりないですから。

　長い間、痴漢は遭ってあたりまえ、遭うのは女にスキがあるせい、と思われてきました。ですが一九九〇年代に、東京都の地下鉄で「痴漢は犯罪です」というポスターを見たときの感激を、わたしは忘れません。痴漢は性犯罪です。性犯罪は取り締まってもらわなければなりません。

　そのための条件は二つ。第一に、被害者が声を挙げること、第二に周囲が見て見ぬふりをしないこと。これがリスクが高いんですよねえ。「この人、痴漢です！」っていったら、逆ギレして復讐されることもありますし、声を挙げても、周り中が無視して孤立する……。痴漢は許さないって、周囲のひとたちが思ってくれたらいいんですが。そんなときに、Ｑ31で答えたように乗り合わせた男性の乗客が、「オマエ、何やってんだよ」って取り押さえてくれたらいいですね。最近では、勇気ある女性が痴漢の手を離さずに次の駅で降り、鉄道警備員や駅員の人たちが協力して痴漢加害者を警察に通報してくれるケースもありましたが。一〇代の女子にそんな勇気を求めるのは酷です。

　痴漢に遭ったらムカムカする。そんなとき、痴漢にあったと聞かされた友だちやオトナは、どう反応したらよかったんでしょう。この人の「お母さんや先生」みたいに、「あなたにスキがあるから」というのはサイテー。わたしの知っているある女性は、中学校時代、先生に言ったらとりあってくれなかった、それから二度とふたたび教師なんか信用するもんか、と思うようになった、と言っていました。そりゃそうでしょう。そんなときは、周囲は、あなたと一緒になって、「キモかったでしょ」「許せん！」と怒りを共有してほしいものです。そうすれば悪いのはワタシじゃない、ワタシは被害者だって思えますから。だってあたりまえでしょ？　被害者は悪くない、悪いのは加害者だってことは。

　こういうと、ただちに返ってくるのが痴漢冤えん罪ざい説です。まれ～に痴漢冤罪で「人生を破滅した」男性がいることもあります。ですが、それ以上のたくさんの痴漢加害者が罰されずに野放しになっています。男性誌のなかには、どの路線が痴漢をやりやすい、なんて煽あおるようなトンデモ記事があったりします。この国には、痴漢文化と言ってよいほど、痴漢に対して寛容な風潮が蔓まん延えんしています。もちろん冤罪はあってはならないことですが、痴漢冤罪をつくるのは女性ではありません。女性が声をあげたからといって、自動的に痴漢認定されるわけではありません。冤罪がおきるのは、ずさんな犯罪捜査と司法のせいです。警察と司法の欠陥を、女性に転嫁するのは筋違いです。

　痴漢冤罪説を唱えるなら、冤罪が起きるほどどの男性も潜在痴漢だと思われているこの国の痴漢文化の方に、批判の矛ほこ先さきを向けてください。その痴漢文化をつくりあげたのは、男性たちだということを忘れずに。








[image: ] JKだけができるアルバイト




Ｑ33　オタクの聖地、秋葉原を歩いていたら、ホスト風のイケメン男子に「きみ、女子高生？」って聞かれました。思わず「そうだ」と答えると、「アルバイトやらない？」と勧誘されました。「男の人と一緒に散歩するだけでけっこうなバイト料になる」と説明されました。「ＪＫのいましかできないよ」と言われ揺れています。ただ、「親や学校には内緒だよ」と言われ悩んでいます。オタクを続けるのにもけっこうお金がかかるんです。いましか、しかもＪＫの私だからできるアルバイトをするのって悪いことでしょうか。




Ａ33　うう、キモい。

　もうちょっと前なら、渋谷や池袋で女の子がルーズソックスはいて歩いていたら、「キミ、いくら？」と声をかけるオッサンがいました。え、わたしのカラダがおカネになるの？　そうなんです、ある種のオッサンにとっては。女性の性的サービスを商品にする市場もあります。その市場（風俗業といいます）に参入するには一八歳以上という年齢制限がありますから、女子高生はそこに入れません。禁止されているからこそ、女子高生（略称ＪＫ）に萌もえる、というヘンタイなオッサンがいるんですね。成熟した女性よりうぶな少女がいい（なぜって他の男とくらべられないから）、おカネの使い方をあまり知らない一〇代がいい（ちょっとしたご馳ち走そうやプレゼントで喜んでくれて安上がりだから）、制服を着てるともっとよい（清純で手を出すな！ と禁止されてる感じがたまらない）……あ～あ、書いてるだけで、キモ～。

　ＪＫビジネスはそんなオッサンたちを相手にした、男の男による男のためのビジネスです。女子高生はほんの少しのアルバイト料を払うだけの商品ですが、そのアルバイト料が、ふつうのアルバイトより高額なので、ついふら～っとするんですよね。一八歳未満だから、もろに「セックスサービスのアルバイトだよ」とは決して言いません。「散歩するだけ」なら、と思って入ったら、それだけではおさまらず、「手を握っていい？」「胸をさわっていい？」「パンツ脱いでくれる？」と必ずエスカレートします。事業者はそれを見込んでいるからこそ、おいしいビジネスなんです。「親や学校に内緒」にしなければならないのは、他人に言えないようなしごとだからです。

　ＡＶ女優さんの勧誘のしかたを知っていますか？　渋谷や新宿を歩いているちょっとかわいい子に、イケメン男子が「モデル事務所の者なんだけど、モデルデビューしない？　キミならいけるよ」「グラビア撮影のモデルを探しているんだけど、ボクのイメージにぴったりなんだ」と声をかけたら、そりゃふらっとしますよね。自じ尊そん心しんもくすぐられるし。そうやってハードルを低くしておいて、契約書にサインすると、撮影現場に連れて行かれて、「え、そんなはずじゃなかった」ってことになる。拒否したら、契約書のここに書いてあるよ、従わないなら違約金を支払え、って被害がいくつもありました。「おカネになるちょっとうまい話」には裏がある、と疑ってかかる方がいいですね。

　たしかに、ＪＫには商品価値があります。しかも、その商品価値は期間限定です。なら価値があるあいだに、自分のカラダを使って何が悪いの？ と思うのもムリはありません。そのＪＫビジネスであなたが出会うのは、どんな男性でしょう？　そこまで考えてみましたか？　初対面の、よく知らないＪＫに、ＪＫだというだけでムラムラして安くないおカネを払う男性。たぶん妻も娘もいるでしょう。もしかしたらあなたと同じような年齢の娘だっているかもしれません。もしあなたのお父さんが同じことをほかの女の子にしていたら、どう思いますか？

　都会でさすらっている行き場のない若い女性に安心・安全な居場所と食事を提供している一般社団法人Colaboコラボ（https://colabo-official.net）の代表に、仁に藤とう夢ゆめ乃のさんという人がいます。深夜になっても帰らないのは、帰れない事情があるから。殴なぐる蹴けるの父がいたり、母の虐待が待っていたり。「今晩泊まるところがない」とＳＮＳでつぶやくだけで、ただちに何人もの男から、「ウチに泊めてあげるよ」と誘いがかかります。地獄に仏とはこのこと、というので、「神」と呼ばれています。安い「神」サマですね。その「神」サマには下心があります。それでも行き場のない女の子たちは、「神」（なぜだか男の神サマばっかりです）のもとへふらふらついていってしまうんです。そして泊めてくれたんだからお返ししなくちゃ、とセックスに応じたりします。その女の子たちに、その前に「ちょっと、待った！　ウチに来なよ」と声かけしているのが仁藤さんたちです。

　仁藤さんたちが、女の子が街で出会った経験を集めて「私たちは『買われた』展」をしました。それを見て怒り出す男たちがいました。ついてきたのはオマエだろ？　自己決定・自己責任だと。男の「神」サマたちは、ゆきくれた女の子に、夜食のラーメンを食べさせたり、うちに泊めたり（ンでやることはやったり）、ちょっとは気がとがめるのか、翌朝お小遣いをあげたり……します。これって結局対価を伴うセックスサービスと同じ。じゃ、私たちは結局、はした金で「買われた」わけ？？？ と女の子の方が感じるのも無理はありません。そういう女の子のなかには、売れるならもっと高く売ればよかった、と交渉術を身につけて生き延びる子も出てくるでしょう。でも最初にそんな子に、「キミ、いくら？」と値段をつけたのは、オッサンたちの方です。若い女性の窮きゅう状じょうにつけこんで、自分の性欲を満足させようなんて、キモい男に決まっています。

　ちょっとキモいけど、このくらいならいいや、おカネになるんだし……って、あなたの行動もエスカレートしていくでしょう。それであなたが得るものは何？

　たしかにおカネは得られるかもしれません。ですが、それはキモさをガマンして得たおカネ。その相手の男に対して、あなたは、男ってちょろい、男ってこんなもの、男って汚い……って学習しませんか？　そしてそのキモい男におカネで買われる自分が、イヤになりませんか？　最後には、自分で自分をリスペクトできない結果になりませんか？

　ＪＫビジネスに限らず、あなたをリスペクトしてくれない相手とつきあうと、自分自身をリスペクトできなくなります。女子高生にしては手に入りにくいおカネを手にいれるためにあなたが支払う対価が、自分に対するリスペクトを持てなくなることだとしたら、その対価は高すぎませんか。

　秋葉原はオタクの聖地、オタク女子だっています。ほしいものが目の前にたくさん。おカネはいくらあっても足りません。でも、身の丈にふさわしい趣味を持ちましょう。足りない分は創意工夫で補いましょう。

　自分の人生のなかで、将来、あの頃はこんなことしてがんばったよね、と誇りを持って思い出せないような経験は、しないほうがよいとわたしは思います。








[image: ] 仕事やめる？　やめない？




Ｑ34　社会人の姉は、「結婚したら仕事はやめる」と宣言しています。そのために頑張っていい会社に入ったと。一方、兄は「一緒に働いてくれる人がいい」と言います。それぞれの人生、そして選択だと思いつつ、末っ子の私はトクもしくはラクな道を選びたいと思っています。先生、どっちがいいですか？




Ａ34　ええっ？　「頑張っていい会社に入った」のに、お姉さんは会社を辞めるの？　理解できません。「いい会社」って、女が働き続けるのに「いい会社」じゃなくて、将来の夫探しに「いい会社」のこと？？　つまり「いい会社」には「いい男」がいるから、いい男をゲットしてさっさと仕事を辞める、ってこと？？？

　じゃお姉さんは最初から、働くことを目標に就活したんじゃないんですね。お姉さんの目標は、結婚という「永久就職」、就活ならぬ婚活のための会社選びだったんですか。お姉さんのような選択を「昭和妻」といいます。昭和時代（平成より前の時代です）にはふつうだった、女性の生き方でした。でも、もう、そんな時代じゃないのにね。Ｑ10の答えを読んでください。

　「昭和妻」が成り立つには、時代の条件がありました。

　第一に、離婚率が低くて結婚が一生モノだったことです。でも「永久就職」はもはや「永久就職」ではなくなりました。結婚は不安定になって、いまやカップルの三組に一組が離婚する時代になりました。離婚の理由はいろいろ。ＤＶもあれば夫婦双方の婚外恋愛もあり、ワンオペ家事・育児や介護負担もあります。人生がこれだけ長くなると結婚が「上がり」ではなくなって、王子様とお姫様はそれから一生幸せにくらしましたとさ、というわけにいかなくなりました。

　第二に、「いい会社」の安定性が低くなったことです。昭和時代には「就職」は「就社」と呼ばれました。いったん入ったら定年になるまで働ける、と。わたしはゼミ生が就職の内定を報告に来ると、いつもこう言うことにしています。「おめでとう。でも、あなたの会社、あなたの定年まであるかしらね」。この激動の時代、いまあるブランド企業だっていつまでもつかわかりません。事実、昭和の大企業が平成になってから倒産するすがたを、わたしたちはたくさん見てきました。それに人生が長くなりました。企業だって生なまもの。たいがいの企業の寿命は、個人の寿命より短いです。

　そうなると、お姉さんの選択はリスクがたいへん大きいと言えます。

　その点、お兄さんはお姉さんより現実をよく知っているといえるでしょう。こんなに先が見えない時代には、リスクを共に背負ってくれる相棒がいる方がいい。「一緒に働いてくれる人がいい」というお兄さんの選択は現実的です。その方が失業にも転職にも、あるいは病気や事故にも、お互いにリスクヘッジ（損失回避）になるからです。その代わり、「一緒に働く」とともに、「一緒に家事育児を担う」覚悟がお兄さんにはあるでしょうか。しばしば男性には、「家計をひとりで背負う責任を持つのはイヤ」、でも「家事育児はできればやりたくない」というホンネがあるようです。そうなるとのぞましい相手は、「稼ぎがあって（でその稼ぎは自分の稼ぎを越さない範囲で）、家事育児もワンオペで文句を言わずに担ってくれる妻」、まるでＱ19の妻みたいですね。でも妻は必ず不満を溜ためますから、「文句も言わずに」ってわけにはいきません。

　さあて、お姉さんとお兄さんをじ～っと観察している末っ子のあなたの「トクもしくはラクな道」は何でしょうか？　何がトクでラクかは、時代の条件によって違います。お姉さんの選択は、昭和時代には「トクでラク」だったかもしれませんが、令和の時代には、いちばんリスキーな選択かもしれません。お兄さんの選択は、男にとってはとても合理的な「トクでラク」な選択ですが、お兄さんの将来のパートナーにとってはどうでしょうか。

　で、あなたは？　お兄さんの選択の方が、リスクが少ないのは事実ですから、まず自分で稼ぐ力を身につけること。そしてひとりで「ワンオペ家事・育児」を背負わずにすむようなパートナーを見つけるか、さもなければパートナーをそうなるように教育することです。「愛しているなら、わたしを大事にして」と相手に要求するためには、お互いに尊重しあえるパートナーを選ぶ必要があります。そのためには自分に正直に、相手と真剣に向きあうしかありませんから、結局、人生を生きるのに「トクでラク」な道はありませんね（笑）。








[image: ] 結婚までの道のりは一つだけ？




Ｑ35　年上の仲良しのいとこが同どう棲せいを始めました。みんな「結婚するの？」と聞くそうです。しかしいとこは、結婚というより、一緒にくらせる人かどうかを確かめたいから、まずは暮らしてみることにしたとのこと。

　でも「妊娠したらどうするの、傷モノよ」とかうるさくいう親戚が多くて辟へき易えきしているそうです。結婚までの道のりも結婚のあり方も一つではないように思うのですが。




Ａ35　わたしは以前から、どうして日本では同棲が増えないのだろう、とふしぎに思ってきました。セックスだってやってみなければわからない、相性だって暮らしてみなければわからない。結婚は一生のうち最大の選択のひとつ。お洋服ひとつ買うにも試着して買うのに、試しもしないで結婚になだれこむなんて、リスクが大きすぎ、って。その昔の新婚夫婦は、結婚式のその夜に「初夜」を迎えました。「初夜」って、知ってる？　はじめてのセックスです。やってみて相性が悪かったらどうするのよ！　結婚は取り消せない。だから結婚は博ばく打ちである、と言ったひとがいます。人生最大の選択のひとつを博打に任まかせるなんて、危なすぎ。当たったらいいけれど、ハズレたら一生ハズレたままです（もちろん離婚でキャンセルもできるけれど、コストとエネルギーがかかります）。

　ですから、あなたのいとこさんの選択は賢明です。

　同棲を事実婚ともいいます。法的届け出をしていないだけで、男女が共同生活をするのは同じ。始めるのもやめるのも、当人同士にとっては、大きな決断ですし、得るものも傷つくこともあります。そんな大きな決断に踏み切ったいとこさんを、祝福してあげてください。

　セックスしても妊娠しないように注意すればいいし、いずれ親になることを予想してセックスするのもあり。妊娠してもよい相手だと見きわめて妊娠するならそれもいいでしょう。妊娠したからといって、子どもの親になるために結婚してもいいし、しなくてもいい。どちらかの姓に変えなきゃいけない不便をどちらか一方に強しいるのがイヤなら、そのまま出生届を出して、父親の認にん知ちをしてもらえばいい。子どもを父親の姓にしたいならいったん婚姻届を出して、出生届を出してからまた離婚してもとの姓に戻るということをくりかえしているカップルもいます。人それぞれ。理解しあっているカップルなら、紙切れ一枚の届け出があってもなくても同じ。法律婚だって破綻するときは破綻するし、婚姻届はカップルの永続性の保証になんてならない、ということは、周りを見ていればイヤというほどわかるでしょう。

　うるさい「みんな」と「親戚」、ねえ。このひとたちは、結婚が一生モノで、いったん処女でなくなったら傷がついて二度と売り物にならなくなる、という時代に生きてたんでしょうか。そもそも「傷モノ」なんて、女が売り買いされる商品みたいな扱いを受けていた時代のことばです。結婚は女を高く売る取引じゃありません。かわいそうに、オバサンたちは、そういう時代に生きて、思うように相手のお試しもできず、博打みたいな結婚をしたんですかねぇ。

　ヨーロッパでは子どもが生まれても事実婚のまま同居を続けるカップルがたくさんいます。その結果、子どもは婚外子として届けられます。えー、そんな、子どもがかわいそうじゃん、て？　かわいそうなのは、日本では婚外子が不当な差別に会うから。ヨーロッパの事実婚のカップルは、法律婚にくらべてなんの不利もないし、子どもが婚外子でも何の問題もありません。それどころかシングルマザーへの優遇措置もあります。法律婚をしてもトクをしないので、事実婚を続けています。そのため、新生児のうち婚外子の割合は、フランスでは五九・七％、スウェーデンでは五四・九％、ドイツは三五・五％、あの保守的なイタリアでさえ二八・〇％って知ってました？　これにくらべると日本の婚外子出生率は二・三％、微々たるものです（OECD Trends Shaping Education 2019）。日本は法律婚をした方がトクな社会、婚外子が不利な社会をつくりあげてきてしまったために、そうなったのです。「子どもがかわいそう」じゃなくて、「子どもをかわいそう」にしてしまうのは社会の方です。そんな社会をつくっているのは、「子どもがかわいそう」って言うオジサンやオバサンたちにほかなりません。

　日本でも事実婚や婚外子が徐々に増えてきました。事実婚だと法的契約ではなく、相手との愛情関係だけが絆ですから、カップルの緊張関係が高まり、気が抜けなくなるでしょう。婚外子だと「親になる」のは、「親らしい」ことをしてはじめて親になることができますから、名前だけの「父親」に安住できないでしょう。契約を結ぶと、安心して手も気も抜くのはたいてい男性の方。ほら、「釣つった魚に餌えさはやらない」って言いますからね。女性を「釣った魚」に喩たとえるのも失礼ですが。

　いとこさんは無む謀ぼうと言うより慎重。新しい人生の選択に踏みだしたいとこさんのゆくえを、見守って、応援してあげてください。
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[image: ] 大臣も議員も少なくないですか？




Ｑ36　どうして他国では女性の政治家や大臣が輩はい出しゅつしているのに日本ではすくないのですか？　また議員や大臣の妊娠、産休や育休の取得がみとめられているのに、日本では広まらないのですか？




Ａ36　そうですねえ、ほんとに不思議ですね。なぜでしょう？

　日本は民主主義の国です。政治家になるには、まず選挙に立候補して、当選しなければなりません。議院内閣制のしくみでは、総理大臣や大臣の多くは国会議員のなかから選ばれますから、まず国会議員にならなければなりません。

　日本の国会議員の女性比率は衆議院で九・九％（二〇二〇年六月現在、衆議院ホームページより）、参議院で二二・九％（同上年七月現在、参議院ホームページより）、閣僚は二一人中二人（二〇二〇年九月現在）。歴代総理大臣には女性がひとりもいません。フィンランドでは女性大統領も女性首相も誕生し、ドイツもイギリスもニュージーランドも女性首相が率いたことがあるのに、なぜ日本ではこんなに少ないの？

　政治家って、まず地方議員になって経験を積んで、地盤を固めて、国政に進出して、何期かを重ねて閣僚になる……のが通常の道筋ですから（もちろんそうじゃなくて突然国会議員になる人もいますが）、底辺に女性政治家の人材のプールがないと、トップにも当然少なくなります。女性管理職を増やせって言われても、経験を積んだ人材のプールがなければ、急には増やせない、のと同じです。

　女性政治家が少ない理由を説明してくれた人がいます。なぜなら、女性候補者が少ないからです。東大女子が少ないのと同じ、そもそも女子受験生が少ないから、合格者も少ないんです。女性立候補者が少ないから、有権者に選択肢がない、結果として女性政治家が増えない……。有権者には選挙権と被選挙権の両方がありますが、日本の女性は選挙権を行使する割合は男性より高いけれど（投票率はいつでも女性の方が男性より高い傾向があります）、被選挙権（立候補して選ばれる権利）を行使することが少なかったようです。

　参政権とは、自分の属する集団の運命を自分で決定することのできる、主権者の権利です。有権者なのに、選挙に行かないひともいるようですね。権利があるのに、行使しない……のは女が悪いんでしょうか？　婦選運動（女性にも参政権を要求した運動）に一生を捧げた市川房ふさ枝えさんは、女性が参政権をゲットしてもいっこうに変わらない政治に失望して、亡くなられる前にこんなことばを残されました。

　「権利の上に眠るな」

　戦前の女性には参政権がありませんでした。敗戦直後に女性にも参政権が与えられ、一九四六年の戦後第一回の総選挙では女性議員がいっきょに三九人も登場しました。女のひとたちが、ようやく参政権を得られたことに大興奮したからです。その後、二〇〇五年に四五名、二〇〇九年に五四名となりましたが、直近の二〇一七年には四七名と減少しました。

　なぜだか考えてみましょう。日本には女性政治家が出にくい、いろいろな理由があります。

　第一に、男が先で女が後、という男性優位の通念です。敗戦直後の女性議員たちが再選されなかったのは、戦後の混乱期が終わって男たちが戦地から復員してきて、旧秩序に戻ったから。女に元いたところに戻れ、ってなったんですね。

　第二に政治家が地域や団体の利益代表のようになっているからです。町内会や団体が推すのはもっぱら男。町内会長や組織の長が男ばかりだと、そこから出てくる候補者も男になりがちです。図４を見てください。地域に密着した自治会では「男を立てる」伝統がありますし、女性の会員が圧倒的に多いＰＴＡでさえ、トップは男という場合が多いことがわかります。生徒会長が男、副会長が女、っていうのと同じ。学校は社会の縮図、です。
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　第三に、女性が立候補しようとしたら、かならず家庭内抵抗勢力があらわれるからです。それが夫と親族です。なぜって女性の役割は家庭の中の家事育児、公的な立場に就いたら家の仕事がおろそかになるだろう、って考えからです。それだけでなく、地方議員といえども地域の名士。妻が夫より目立ったり、偉くなってはならない、という周囲の目もあるでしょう。子どもは意外と応援団、「ママのやりたいことなら、応援するよ」って言ってくれそう。事実、選挙には、この「家庭内抵抗勢力」のいない女性、つまり夫に死別した未亡人（これもひどい言い方ですよね）と、離婚したシングルマザーが出やすい傾向があるようです。

　第四に、性別だけでなく年齢も関係します。日本の集団ではリーダーを決めるのに、最高齢の男性を立てる傾向があります。女性だけの集団では、最高齢の女性がリーダーになります。「年の順」という年齢階かい梯てい制せいの名残です。それがみんな長生きするようになったのと、高齢者ばかりでは政治が活性化しないと考えて、公認候補の定年制を設ける政党もあらわれました。女性の場合でも、子育ての負担がなくなった年齢のオバサマ方ばかりが政治家になりましたから、現役の政治家が妊娠・出産するなんて、誰も考えもしなかったんでしょう。これからは任期中に出産・育児をする議員が増えてくるでしょう。既に何人かの女性議員が出産しましたし、最近では男性議員の小泉進次郎さんが短期間ですが育休をとったことで話題になりました。熊本市議会では、授乳中の赤ちゃんを議場に連れてきた女性議員が議会から懲ちょう戒かい処分（！）を受けましたが、今後はむしろ議会に託児所が必要になるでしょうね。

　第五に選挙の仕方が三つのバン、つまりジバン・カンバン・カバン（地盤・看板・鞄）に依存してきたからです。地盤は支持者の組織、地元の利害を代表する組織を継承するのは代々の政治家とその子ども。だから世襲議員が増えます。女性でも、著名な男性政治家の妻や娘なら、この地盤を受け継ぐことができます。看板は知名度。女性がオモテに立つことが少ないと知名度はやはり低くなります。メディアの力は大きいですから、ＴＶで抜群の知名度を獲得して、政治家になった女性もいます。鞄は言わずと知れたおカネ。その昔一票いくら、で票が売り買いされたという時代さえありました。今でもおカネをやりとりして「票を買う」みたいな選挙違反に事欠きません。選挙はカネがかかる、という「常識」があったので、おカネのあるひとしか選挙に出られない傾向がありました。これでは困る、というので公職選挙法では、選挙ポスターや選挙ハガキなどの一定額の費用を公費から支出するようになりました。女性候補者のなかには、ジバン・カンバン・カバンが何一つなくても、公約を訴えるだけで当選したひともいますから、選挙のしかたも変わってきたと言えるでしょう。

　第六に、選挙のしくみが女性に不利にできていることです。日本は戦後長い間中選挙区制（複数選出）でしたが、一九九六年に小選挙区制（一区一人）に変わりました。ひとつの選挙区から複数の代議士を選出する中選挙区制だと、トップのほかに二番手、三番手の候補者が当選する可能性がありましたが、トップひとりだけ、となると候補者も当選者も男に絞られるようになります。級長男、副級長女の組み合わせで一クラスから二人が参加できる全校級長会をやったら男女半々になっても、級長だけ集めたら全員男になる、みたいなもんです。この小選挙区制は女性だけでなく、少数野党にも著しく不利な効果をもたらしました。当選者以外の候補者に投票した有権者の票が、すべて「死票」になるからです。ちなみに前回衆議院選挙（二〇一七年）の死票率は総得票の四八％、これじゃ選挙に行く気がしなくなりますよね。

　第七に、もうひとつの不利なしくみは、供きょう託たく金きんという制度があることです。立候補したひとは、得票数の一定量を獲得しないと選挙管理委員会に預けた供託金を全額没収されます。供託金の額は都道府県議会で六〇万円、衆議院小選挙区で三〇〇万円、比例区だと六〇〇万円（町村議会は公職選挙法改正により二〇二〇年一二月より一五万円）。けっこう高いでしょう？　これだけ用意できる候補者はめったにいません。政党公認候補になると政党が供託金を肩代わりしてくれる場合もありますが、その場合政党は当選確実な候補者を選びますから、新人の女性にはめったにまわってきません。なぜこんな制度があるかといえば、思いつきで立候補する泡ほう沫まつ候補を減らすため、立候補の壁を高くしているのです。

　第八に、さらに不利なしくみがあります。それは勤め人だと、当選すれば仕事を辞めなければならないことです。議員は特別職公務員といって、自治体や国の雇用者。だから他の雇用と重複してはならないことになっています。これが農業や会社経営などの自営業だと、やめなくてすみます。議員職は任期制、四年後には職が継続するかどうかわからないのに、今の仕事をなげうつのはリスクが大きすぎます。職場によっては立候補した時点で辞めさせられるところもあります。退職して立候補しても、落選したら戻るところがありません。

　とまあ、あの手この手で、議員になる壁を高くしているようなものです。これでは女性議員が増えないのも、無理はありません。

　女性政治家を増やした国には、共通の特徴があります。それは候補者の男女割り当てを歴史のどこかの時点で導入したことです。ノルウェーでは一九八八年に、男女いずれかの比率が四〇％を割らないようにというクォータ制が導入されました。フランスは二〇〇〇年に政党の候補者を男女同数にするように法律で定めました。日本でも二〇一八年に候補者男女均等法（正式名称は「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」）が成立しましたが、罰則がないので政権与党はこれを守りませんでした。何らかの強制力がないと、女性政治家は増えないようです。

　なら、どうするか？

　国会議員を増やす前に、各地の地方議員を増やさないと底上げができません。地方議員を増やすにはどうしたらいいか、って？　わたしには妙案があります。政治家になるハードルをうんと下げたらいいんです。地方議会をパートタイム制にして、アフターファイブに開き、議員報酬をパート並みに減らして、議員職を、仕事をしながら同時に地域のために奉仕するボランティアにしたらいいんです。事実、議員報酬を、議会のあるときだけの日給制にした自治体もあります。かんたんにいうと、議員が名士でなくなって、いばれなくしたらいいんです。わたしには確信がありますが、議員がワリのよい立場でなくなったら、クォータ制をわざわざつくらなくても、結果として男性が出て行き、女性が増えるでしょう。なぜって、オッサンたちは、自分のトクにならないことはめったにしないからです。それに選挙だって、今はネットが使えますから、地域の利益代表じゃなくたって、ネットで思いが届いた人たちから支持を得られます。選挙も議会も、時代と共に変化しています。

　政治家のしごとって、市民が自分たちのフトコロから出した税金を、優先順位をつけて、ほんとうに必要なところに再分配すること。どこに誰がいて、何を求めているかを、女性はよく知っています。もしかしたら政治って、女向きのしごとかもしれません。そういう経験を積んだ地方政治家がたくさん現れたら、そのなかから、国政に送りたいひとたちも出てくるでしょう。

　選挙と議会についてもっと知りたいひとがいたら、『最新版 市民派議員になるための本』（寺町知正・寺町みどり、ＷＡＶＥ出版、二〇一四年）を読んでください。








[image: ] 私が投票したい候補がいない




Ｑ37　このあいだ、参議院の補欠選挙があったけれど、候補者はすべて男性でした。入れたい人がいなかったので、選挙に行きませんでした。いつになったら、私たちののぞむ女性が選挙にでてきてくれるのでしょうか？




Ａ37　前問とつながっていますね。なぜ女性候補が出てきにくいのか、前問の答えで理解してくださいましたか？

　そうは言っても、いつも議論になるのは女なら誰でもいいのか、という問いです。女なら女を応援したい、キモチはわかるけれど、わたしにも応援したい女性と、応援したくない女性がいます。あったりまえだよね。男もいろいろ、女もいろいろ。女性議員の数がある程度増えると、女もいろいろだね、ということがわかってきますが、少数だと判断がむずかしい。「初めての女性なんとか」には、男のボスのお気に入りがなることもままあるので、なんだかな、と思うこともしばしばです。イギリスの「初の女性首相」だったマーガレット・サッチャーさんは、イギリスのフェミニストにはとっても評判が悪いです。なぜって女性と弱者にきびしい政治をしたから。この経験があるから、イギリスのフェミニストは、女性の政治的リーダーにあまり期待を持っていません。女か男かよりも、そのひとがいったいどんな政治をするかのほうが、政治家の判断にとっては重要です。

　でも、「女もいろいろ」ってことがわかるためにも、まず女の数を増やすのが先決。そのためにも女性議員を増やすクォータ制があるほうがいいですね。

　このひとを推したい！ と思う候補者が出てこない、どうしたらいい？ と思ったあなた。いい考えがあります。あなたが立候補することです。二五歳からは被選挙権を行使できます。大学院生で地方議員になったひともいますし、二〇二〇年四月には三〇代の女性が徳島市長になりました。参政権って、政治に参加する権利。もうあんたたちには任せておけない、って思ったら、ならアタシがやるわ、っていうのも一手。任期付き雇用だけど、おもしろい経験ができそうです。あなたの将来の選択肢に「政治家になる！」というのが付け加わるといいですね。








[image: ] 女子の就活戦線にはトラップがいっぱい?!




Ｑ38　就活中のお姉ちゃんが面接やＯＢ訪問から帰ってくるたびに怒っています。「彼氏いるの？」とかプライベートなことを根ほり葉ほり聞かれたり、「今度、個人的に会おうよ」と言われたりするからだそうです。それってハラスメントではないのでしょうか？　どう対処したらいいのでしょうか？




Ａ38　そりゃ、むかつくよね。就活生は選ばれる側で弱い立場。そこにつけこんでくるなんて。

　はい、お姉ちゃんが経験したことは、セクシュアル・ハラスメントです（長いからこれから先は「セクハラ」にしますね）。

　セクハラは「権力の濫用による、のぞまない性的接近」を意味するはっきりした人権侵害行為です。就活面接では採用する側と採用される側とは対等ではありません。採用する側は、権力を持っています。その権力は、採用業務の遂行に伴う職務上の権力であって、面接者のオバサン、オッサン（オッサンが圧倒的に多そうですが）が個人的に持っている権力ではありません。その職務上の権力を、採用業務という職務を超えて、就活生に対する性的接近のために「濫用」する、のがセクハラ。あなたが知りたいのはワタシが仕事にふさわしいかどうかでしょ、彼氏がいるかどうか、なんて何の関係があるの？　あんたみたいなオッサンと、どうして外で個人的に会わなきゃいけないの？ とプリプリする気持ちはわかりますが、それを言えないのが就活生の哀しさ。個人的に会おう、「会社のこと、いろいろ教えてあげるからさ」っていうのは、ワタシに対する親切かしら、もしかしたら採用の可能性があるかしら、って思っちゃいますもんね～。タダの親切だと思ったらそこに性的な下心が混じっていた、という経験をしたのが、自分のセクハラ体験を『Black Box（ブラックボックス）』（文藝春秋、二〇一七年）に書いた伊藤詩織さん。一対一で会ったのが悪いって言われるけど、そんなの手を出したオッサンが悪いに決まってるじゃありませんか。まちがってはいけないのは、「個人的に会おうよ」って言われたのはきっとワタシだけ？　よほど魅力的だったからかしら、なんてカン違いしないこと。これまでのセクハラ加害者の研究では、彼らは常習者だということがわかっています。

　どうしたらいいか、って？　大学の就職課か相談窓口、地方の労働基準局、または個人でも加入できるローカル・ユニオンなどに相談してください。行政指導が入る場合があります。それに企業名を公表すれば、その会社の評判が落ちるという効果もあります。ただし証拠が要りますから、面接のときに内緒で音源を録音しておく、とか、ノートに克明に記録する、それに同じような面接セクハラを受けた他の女性たちの証言を集める、といったことが必要です。こんなことをひとりでやるのはたいへんだから、一九八〇年からは早稲田大学の女子学生たちがグループをつくって、面接セクハラ事案を集めて自衛する『私たちの就職手帖』を出したこともありました。二〇一九年には、東京大学、早稲田大学、慶應義塾大学、上智大学、国際基督教大学（ＩＣＵ）、創価大学の学生たちがつくったSAY（Safe Campus Youth Network）が、緊急声明を出して、就活ハラスメントの抑止を訴えました。

　でもね、こんな不当なセクハラを女子学生の自衛に任せておくなんてあんまりです。オトナの世界の不当行為は、オトナの責任で対処してもらいましょう。そのためにもどんな事実があったかを明らかにする必要があります。でも、そんなことしたら、通報者が誰かわかっちゃうじゃない、採用の芽がなくなるかも、って心配ですか？　なら、セクハラに耐えてでも、その会社に入りたいですか？　そうやって入社した会社で、そのセクハラ面接社員が、あなたの上司になるかもしれませんよ。そうなれば逃げも隠れもできません。面接のときにセクハラ面接者がいて、それを周囲の同僚がまったく止めない会社なら、その会社はセクハラ体質の会社だと言えます。面接の時点で早めに判断できてよかったかも。

　え、ブランド企業だし、給料もいいんですって？　そういう企業ほど、オッサン体質だということは覚えておいてください。名前とおカネに負けて、耐え難きを耐え、忍び難きを忍びますか？　それってあなたの美容と健康をむしばみます。会社づとめを経験した女性が言っていました。イヤな上司に仕えるほど、人生で苦痛なことはない、って。面接は会社から選ばれるだけの一方的な関係ではなく、あなたの側でも相手を見きわめる「お見合い」の場。はは～ん、この会社ってこういうところなのか、と冷静に観察するチャンスだと思っては？　そう、お姉さんにお伝えください。








[image: ] 差別は続く？




Ｑ39　「就職するまで、女性差別なんてないと思っていた」とお姉ちゃんは言います。それをきいてびっくりしました。私もとっくになくなっていると思っていたからです。どうしたら、女性差別をなくすことができるのでしょうか？




Ａ39　前問の答えを読んでくださいましたか？　セクハラは女性差別の一種、就活のときからすでに女性差別が始まっているんですから、これが会社に入ったら会社が差別体質なのはすぐにわかるでしょう。

　それに気がつかなかったのは、ずっと学校しか知らなかったから？　学校はタテマエ男女平等の社会。試験だって男女別にやるわけじゃないし、成績競争は男女平等です。でもね、ホントに学校って男女平等だって思ってた？　校長先生は男、女？　副校長は？　小学校の先生は圧倒的に女だったけど、中学校、高校と進学するにつれて女の先生は少なくならない？　それにＱ１にもあったけど、生徒会長は男、ってなってない？　もしかして女子校育ち？

　お家の中ではどうだった？　お母さんとお父さんは対等？　お母さんはお父さんと同じくらい稼いでいる？　お父さんはお母さんと同じくらい、家事育児をしてる？　親戚のおばさん、おじさんちではどう？　お友だちのお母さんとお父さんの関係は？

　……ちょっと周囲を見回してみたら、女性差別の現実なんて、山のようにあることが見えてくるでしょう。これまでの質問だって、女性差別だらけ。そんなら就職する会社に女性差別がないなんて、思えないはず。今さら「びっくりする」ようなことではないでしょう。

　でも実際に直面するまでわからない、というのが人間の限界。いまお姉ちゃんは、会社の女性差別の現実に直面して、ショックを受けているんですね。上を見れば女性の上司がいない、いても歯を食いしばって苦労してる、ちっともうらやましく見えない、社員の懇親会に行けばふつーにセクハラがある、周囲は黙ってニヤニヤしてるだけ、この会社にずーっといても女の自分に未来があるかどうかわからない、って。

　その会社がよい会社かどうかを見分ける方法があります。そこに一〇年、二〇年、三〇年在職している女性がいるか、その女性がどんな働き方をしているか、それが一〇年後、二〇年後、三〇年後には自分もこうなりたいというお手本（ロールモデル）になるか……。ほんとうはお姉ちゃんは就活のときに、それをチェックポイントにしたらよかったんですけどね。会社訪問ができますから、先輩の女子社員に聞いてみればいいんです。あなたが就活するときにはそうしなさいね。

　どうしたら、女性差別をなくせる？

　ううむ、むずかしいですねえ、急には無理です。昔は企業は女性をそもそも雇ってくれませんでしたし、女性を雇い始めても男性社員の補助業務しかやらせてくれませんでした。結婚退職制や三〇歳定年制の慣行もありました。ひどい時代が長く続きましたが、今では女子も総合職に採用されますし、女子社員がお茶くみをやらされることもなくなりました。少しずつ少しずつ、変わってきました。女性たちが闘って変えてきたからです。抗議をし、裁判を起こし、仲間と一緒になって運動し、法律をつくり、オッサンの意識を変えてきたんです。

　あなたの採る方法はふたつあります。

　ひとつは現実をよーく見きわめて、女性差別のできるだけ少ない会社か職業を選ぶことです。企業のなかにも、お姉ちゃんがショックを受けるような女性差別だらけの会社と、そうでない会社があります。比較的女性差別が少ない、女性が働きやすい会社もありますから探してみましょう。政府がつくっている「女性活躍推進法「見える化」サイト」（http://www.gender.go.jp/policy/suishin_law/index.html）には、そういう企業情報が載っています。お姉ちゃんは就活のときに、そういう情報をチェックすべきでしたね。また比較的差別の少ない専門職に就くという方法もあります。例えば、公務員や学校の先生だと、給与差別はありません。昇進差別はありますけどね。そのためには資格や学歴が必要ですから、今のうちに調べておくといいですね。

　もうひとつは、入ったところで、少しずつ自分のいる場を変えていくことです。こちらはたいへんだけど、先輩の女の人たちは、そうやって少しずつ会社と世の中を変えてきました。ひとりだとむずかしいけど、仲間がいると力になります。お茶くみだって、「なんで女ばかりがやらなきゃいけないんですか？」「給湯器入れて、セルフサービスにしたらいいじゃないですか」って、提案しながら少しずつ変えてきたんです。「闘う女」っていうと、たいへんそうに見えますけど、実際にそうやってきた女の人たちは、「ああ、たのしかった」って言ってます。自分の力で世の中を少しずつ変えるって、手応えがあって楽しいことだからです。

　あ、もうひとつありました。会社に入ろうなんて思わないこと！　他人に使われるってことは、自分じゃない誰かの言うことを聞かなきゃいけない、ってことですから。その「誰か」がセクハラ上司だったりしたら最悪。自分で起業したり、フリーランスになって生きていくという手もあります。そのためには実力やスキルが必要です。その能力をどこで身につけたらいいか、今から考えてください。

　お姉ちゃんの経験のおかげで、あなたには準備する期間があってよかったですね。








[image: ] 総合職か、一般職か？




Ｑ40　大学生のお姉ちゃんは今年就活。総合職か一般職か、迷っています。総合職はやりがいがありそうだけど、死ぬほど働かされそうだし、どこへ飛ばされるかわからない。地域限定社員というのもいいかなあ、って。ばりばりのキャリアウーマンになる、ってはりきってたのに、最近は現実に目覚めたのか、一般職にしようかなあって。そんなものなんですか？




Ａ40　大学生のお姉ちゃんが迷う総合職か一般職、そもそもその選択肢が登場したのはいつだか知っていますか？　一九八五年に成立した男女雇用機会均等法からです。この年に、雇用の男女差別、とりわけ募集・採用の性差別が禁止されました。それまでは「男子のみ」という求人が堂々とまかりとおっていたんだよ！　わたしの学生時代には、学生部の求人募集コーナーに行くと、「男子のみ」「男子のみ」「男子のみ」、たま～に「女子若干名」ってのがずらずら並んでいました。女子は最初から応募もさせてもらえない、採用試験も受けさせてもらえない、チャレンジの機会そのものが奪われていたんです。それがようやく（オモテ向き）禁止されました。

　企業は大卒女子を採用したことがない、どうやって使ったらよいかもわからない。そもそも企業内の組織に男女の序列が埋め込まれていて、女子社員の役割は最初から補助業務、だから男子は大卒、女子は短大卒か高卒の序列ができあがっていて、女子には適当な年齢で退職してもらわないと困る、と企業側が思っていた時代です。

　長年の組織体質や慣行は急には変わりません。ここに大卒女子をどう入れようか、って経営者は知恵をしぼりました。その結果できたのが、総合職・一般職というコース別人事管理制度といわれるものです。総合職は従来の男性社員と同じ管理職コース、一般職は従来の女子社員（ＯＬとかＢＧとか呼ばれました）と同じ補助業務。英語では総合職はcareer track、一般職はnon-career trackと言われます。キャリアウーマンと呼んでいいのは総合職コースの女性だけ、一般職ではキャリアは積めません。採用のはじめからコースに分けて、男女の別なく募集をかけましたが、結果として総合職はほぼ全員男性とちょっぴりの女性、一般職は全員女性、という配置になりました。もちろんそうなるように予期したとおりです。総合職と一般職には賃金格差があります。この格差が性別を理由にしていれば性差別だって言えるけれど、総合職と一般職は採用区分の違いですから、賃金格差は正当化されます。募集の際にコースを選択したのは本人ですから、自己決定・自己責任、ってしらを切れます。それまでの企業内の男女の序列は、「性別」というコトバをじょうずに避けながら、総合職・一般職のあいだの序列に移し替えられました。ほとんどの大企業は、均等法施行初年度までにコース別人事管理制度を導入し、均等法の影響を最小限にして逃げ切ることに成功しました。ずるいね～。悪がしこいね～。経営者のオッサンたちはしたたかです。二〇一六年度の調査（「雇用均等基本調査」）によると従業員五〇〇〇人超の大企業の五〇・五％が、コース別人事制度を採用しています。

　均等法後、ほんの少数だけ総合職女性が生まれました。その総合職女性たちをおっかなびっくり使ってみると、意欲も能力も高いことがわかりました。そりゃそうだよね。男に伍して働きたい、と応募してきた女性たちですから。女はリーダーシップがない、とか言われてきたけれど、リーダーシップを発揮する場が与えられなかっただけ。能力はポジションが育てます。使ってみたら女も使える、って学習した企業は、それから徐々に総合職女性の枠を拡げていきました。均等法以後に就職した女性を「ポス均」こと「ポスト均等法世代」と呼びますが、ポス均一期生が職場に登場してからすでに三五年。そのなかから女性の管理職や役員がつぎつぎ生まれています。給料だって男性にひけをとりません。キャリアウーマンのパイオニアたちです。

　でもね。そのひとたちが幸せだったかどうかってことも、三五年経つとわかってきました。せっかくがんばっていい会社、いい仕事をゲットしたのに、総合職女性の離職率は高いです。男並みに働かされて男並みの「過労死」をした女性もいます。子どもを産んだら子育てとは両立が困難です。夫もたいがいエリートサラリーマンなので、育児参加なんて期待できません。出産後も仕事をつづけているキャリアウーマンの陰には、しばしば祖母力という大きな資源があります。大きな犠牲を払って働きつづけてきたのに、同期の男性とくらべて会社が報いてくれないということもわかりました。先輩の女性たちのさんたんたる経験をみていて、次の世代の女性たちがこんなの、やってらんな～い！ と思うのも、無理はありません。つまり先輩のキャリアウーマンたちは、こんなに無理してまでそうなりたくないというカウンターモデル（反面教師）になったようです。

　お姉ちゃんはポスト均等法第三世代に当たるかもしれませんね。第一世代は職場のパンダみたいに珍獣扱いされて挫折した世代、第二世代は総合職になってがんばって生き延びた世代、第三世代は働くのはあったりまえになったけれど、どうせ働くなら無理のない働き方をしたい、と考えるようになった世代。総合職より一般職の方が責任も負担も軽いので、働きやすいかもしれません。事実、総合職より一般職の方が勤続年数が長い、というデータもあります。お姉ちゃんの選択は現実的かもしれません。

　でもね。とまたくりかえしますが、一般職を選ぶことで女性も企業も失うものがあります。一般職は最初から最後まで補助業務、いくら職場のベテランになっても、チャレンジングなしごとはまわってきません。それに後から入った総合職の若い（男性）社員が、ポストも給与もどんどん自分を追い抜いていくのを、指をくわえて見ていなければなりません。新入社員のときには、わたしが指導してあげたのにね、っていいたくても。それに一般職のしごとは定型的な業務が多いので、会社は一般職採用を抑えて派遣社員に置き換えていく傾向があります。ですから一般職も「狭き門」になってきています。優秀な派遣さんが来ると、あのひと、正社員なのにしごとできないのね、とくらべられたりもします。長期勤続すれば、まだいるの？ って目で見られることもあるし、キャリアアップの機会も与えられません。

　企業の側も実はソンをします。「この程度でいいわ」ってポストに安住した女子社員の潜在能力を引き出すことができないからです。チャンスさえあれば彼女は、意欲も能力も発揮するかもしれません。男性も女性も、スタートラインで将来どのくらいののびしろがあるかなんて、わからないものです。能力はチャンスを与えられることで伸びます。学歴も性別も関係ありません。入社したときに総合職か一般職かってコースを選んだだけで、それから後の一生が決まってしまうなんて、本人にとっても会社にとっても、ソンだと思いませんか？　最近ではコース別人事管理制度の採用が失敗だったと感じる人事担当者もいるようですし、一般職から総合職へのコース転換制度を導入するところもあります。ただしこのひとは使える！ って会社や上司が評価した社員だけが対象ですから、ハードルは高いですけどね。それにコース別人事管理制度そのものが性差別だ、と会社を訴えて勝訴した女性たちもいます。

　一般職も問題だけれど、総合職もつらい。身柄を会社に預けたようなものだから、職種は選べないし、辞令ひとつで飛ばされる。広域転勤なんかになったら、家族離散、単身赴任、実質母子家庭状態など、家族崩壊の危機がくる。転勤しないですむ職種にしようというので、最近では「地域限定正社員」というのも登場しました。あ、いいじゃん、と思っても、それだけで給料も低く抑えられるし、昇進の機会も制限されます。企業はあの手この手で、どうやれば雇用者を安く使えるかに知恵をしぼっています。くやしいけど、やられっぱなしです。

　お姉ちゃん、迷っているんですって？　二〇歳やそこらで、早くから自分の目標を小さくするのはやめましょう。挑戦してみて、だめならその時に考えましょう。自分を成長させてくれるしごとを選びましょう。身についたスキルは、どこへ行っても役に立ちます。不当な差別があったら闘いましょう。働きやすい職場も、理解ある上司も、そして女性の権利も、天から降ってきません。ひとりひとりの当事者が、闘って手に入れてきたものです。

　就活をする前に、男女雇用機会均等法や労働基準法などを勉強して、自分を守る武器を身につけておきましょう。「女性が働きやすい職場」をデータで示した厚労省の「女性活躍推進法「見える化」サイト」で、企業をしっかりチェックしましょう。職場は確実に女性を必要としていますし、少しずつでも確実に、女性が働きやすい方向に変化しています。








[image: ] 正規雇用と非正規雇用




Ｑ41　ママの会社では、同じ仕事をしていても、正規と非正規では賃金が倍くらい違うそうです。やってることはたいして違わないのに、正社員とどうしてこんなに大きな格差があるのでしょう？　不思議です。




Ａ41　そうなんだよねえ。会社ではいつのまにか正社員のほかに、非正規の社員が増えてしまいました。そもそも「正社員」ってヘンなコトバ。「不正社員」がいるみたい。昔は「社員」と「アルバイト」がいるぐらいだったのに、「社員」と見分けがつかないのに、「非・社員」が増えてきたので、わざわざ「正社員」と言わなきゃいけなくなったんだよね。

　これを「正規雇用」と「非正規雇用」って呼ぶこともあります。正規雇用って労働基準法のもとで会社と雇用契約を結んで定型労働時間（原則一週四〇時間）に対して一定の給与と社会保険を会社から提供してもらう労働者。非正規は、それ以外のパート、契約社員、派遣社員、期間工、アルバイトなどいろいろあります。

　いまの職場では、同じように机を並べてしごとをしているから、いちいち「あなた正社員？」「あなたは？」と尋ねなきゃ、外から見ただけではわからなくなっています。しごとの内容だって、ほとんど変わらないのに、賃金はものすご～く違います。非正規のひとのほうが正社員よりしごとができても同じ。正社員のなかには、いやがらせのために、非正規のひとには責任のある仕事をやらせないで仕事の線引きをするところもあります。逆に、非正規のひとに、責任と負担の重いしごとを押しつけて、待遇と賃金は低いまま、というところもあります。

　どうして、って？　答えはかんたん、人件費を抑えるためです。社員を雇えば給料のほかにボーナスや社会保険料も会社が負担しなければなりません。毎月一定額のコストがかかります。なのに、景気には変動があって、繁忙期や不景気があります。その分、社員を抱えておくにはコストがかかるので、つけはずし自由な短期契約の非正規社員をふやしたんです。

　いつからこうなったの？　一九九〇年代、日本の景気が冷え込んだころ、正社員の首を切るのはたいへんだから、新しく社員を雇うのは慎重にしよう、そこに安くて使い捨てできる非正規雇用を入れようって、考えたひとたちがいます。経営者のオッサンたちです。それを解禁したのが一九八五年に成立した労働者派遣事業法（現在の正式名称は「労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律」）。同じ年に、男女雇用機会均等法ができていますから、この年に雇用の規制緩和が始まったんですね。でもその頃はまだ日本の景気はよかった。冷え込んだのは、九一年にバブルがはじけてから。本格的に非正規雇用者が増えたのはそれから後のことです。

　非正規雇用者には圧倒的に女性が多いです（職種によりますが）。二〇一九年の総務省の労働調査によると全労働者のなかの非正規労働者は三八・三％、非正規労働者全体の六八・一％が女性、女性労働者全体の五六・〇％、なんと一〇人に六人が非正規です。非正規の男性が多いのは製造業、自動車産業などですね。不景気になると契約を打ち切られた男性が、住まいも失って年越し派遣村に集まってくる風景を覚えているかもしれません。不景気になるとまっ先に首を切られるのは非正規の女性も男性も同じですが、路上は女性には危険すぎるので、女性たちはＤＶにびくびくしながらでも家にこもっているのでしょう。女性のなかでも、妻は夫の家に、娘は親の家に、解雇しても帰るところがあるので、解雇しやすい、文句も言わないし……と思われているようです。非正規の製造業に多かったのは日系ブラジル人。このひとたちは、契約が切れると母国に追い返されました。景気が悪くなると、女性と外国人など、弱い立場のひとたちにしわ寄せが来ます。

　派遣社員は有期契約で働きます。最近は三カ月とか半年とか、短期間が増えました。更新してもらえるかどうか、保証がありません。妊娠しましたと伝えると、契約を打ち切られます。決して妊娠を理由にしたりはしませんので、契約期間満了なら、文句は言えません。実質的にはマタハラ（マタニティハラスメントこと、妊娠出産を理由にした差別）でも、差別だ、と言えないのです。巧妙ですね。それでもその派遣さんのしごとが職場にどうしても必要で、その人が有能で継続してもらいたいと派遣先が思ったとしましょう。二〇一五年に派遣事業法が改正されて、三年間勤続した派遣労働者は本人の希望があれば正社員に転換すること、という規定ができました。よかったね、と思うでしょ？　この改正（実は「改悪」ですが）に反対する女性団体がたくさんありました。えっ、なんで？　説明しましょうね。こんな規定をつくったら多くの経営者は三年までで契約打ち切りをして、同じ職場で三年以上働かせてくれなくなるだろう、と予想したからです。そして予想どおりになりました。それまでは五年とか一〇年とか同じ職場にいて、経験も積み、なじみもできて、重宝がられていたひとたちが、契約更新できなくなったんです。代わって三年ごとに契約社員が入れ替わり立ち替わり、交替することになりました。それって会社にとっても損失じゃないの？　はい、そのとおりです。それでもベテランの派遣さんを正社員にするコストより、派遣さんを使い回す方がずっと安上がりなので、企業は多少の不便をしのんでも、三年で打ち止めにするのです。そこまでして人件費を抑制したいの？　はい、そのとおりです。日本企業は不況のもとで、すっかり余裕を失いました。

　三年ごとに職場を変わるうちにしだいに歳をとります。若いうちはすぐに次の派遣先が見つかるけれど、歳をとればとるほど次の派遣先が見つけにくくなります。派遣さんのしごとは補助業務、年のいったひとだと使いにくい、と派遣先が思うからでしょう。職場で女性社員が「女の子」と呼ばれてきたように、若い女性のほうが歓迎される傾向があります。

　一九八五年に派遣事業法ができたことは、これまでの女性労働者の闘いを骨抜きにする効果がありました。労働基準法には女性労働者を妊娠や出産を理由に解雇してはならない、と書いてあります。また結婚退職制や三〇歳女子定年制（信じられる？）を採用していた会社に対して、女子社員は裁判で闘って勝ってきました。それなのに、契約期間満了、更新無し、と決めるだけで、事実上、妊娠による解雇も、三〇歳定年制も経営者の思いのまま。それに均等法があったって、派遣さんには関係なし。

　わたしの教え子は東大卒女子。ほとんどが総合職に就いています。就職した卒業生がうちに遊びにくると、「あなたの会社で、お茶くみやらされてる？」と聞くことにしています。

　彼女たちは、いつの時代のこと？ って顔をして、「そんなあ。給湯器が入ってるから、みんなセルフサービスですよぉ」と言うのですが、「あなたがお茶くみせずにすむようになったのは誰のおかげだと思う？」って、つい言いたくなる気持ちをおさえられません。ポス均一期生を迎えた職場では、総合職女子を女子社員のお茶くみ当番のローテーションに入れるかどうか、議論があったという、今では笑い話のようなエピソードもありました。人件費の高い総合職女子にそんなムダなことはさせられない、いや、総合職女子も同じ扱いにしないと一般職女子から浮いてかわいそうだ、って。いやはや。でも総合職女子がお茶くみをしなくてすむようになった陰に、派遣のオネエサンがもっぱら「お茶くみコピーとり」の補助業務に固定される、という二極分解が、均等法以後この三〇年余りのあいだに、起きちゃったんですね。

　あなたのママのいる職場は、そんな職場です。今はどの職場でも、非正規の労働者が混じっているのがあたりまえになりましたから、ママの職場が特殊ってことはないでしょう。ママは正社員でよかったですね。でもママは非正規のひとを「同僚」のひとりだと思って、きっと憤ふん慨がいしてるんでしょうね。そこも微妙だなあ。短期間でころころ変わる派遣さんをほんとに職場の仲間だと思えるかどうか、繁忙期に正社員に命じられる残業を尻目に定時で「失礼します」と帰る派遣さんをどんな目で見ているか、ランチタイムに正社員同士が出かける時に派遣さんに声をかけるかどうか、近くにオープンしたフランス料理店のランチメニューをみんなでトライしてみようというときにフトコロ具合の違う派遣さんを誘うのをためらわないか……。派遣さんは派遣元の社員ですから、所属する会社が違います。それだけでなく、会社にはパートや契約社員など他にも非正規雇用者がいますが、何より、労働組合が彼らを「仲間」と思っていない証拠には、組合は非正規労働者を組織しようとしていません。会社も組合も正社員だけのもの、と思っているからです。なのに職場は正規・非正規の混成が進んでいる。非正規雇用の増加は、職場の分断も進めました。困ったものです。

　非正規雇用には進んで就いているひとも、やむをえず就いているひともいます。人にはそれぞれの事情があります。保育園のお迎えがあるからどうしても定時で帰りたいひと、親の介護の負担で週に三日しか働けないひと、夜勤付きの職場だけど夜勤は避けたいひと、いろいろです。雇い主と定型労働時間契約をしたひとだけを正規雇用、あとはすべて非正規となるのもヘン、そもそも一日八時間、週に四〇時間労働って、誰が決めたんだ？　そうなる前は一日一〇時間労働や一四時間労働（これだとほとんど帰ったらバタンキューですね）、週四八時間労働（つまり週休一日制）の時代だってあったんだから、定型労働時間っていうのは実は使用者側と労働者側の歴史的交渉の成果なんですね。労働者の力でようやくここまで来たんですが、その定型労働時間を働けないというだけで、正規雇用の外へ追いやられる……のが非正規雇用者です。非正規雇用のなかにパートタイム労働者がいますが、短時間労働者といいながら正規雇用者と同じだけ働くフルパート（フルタイムパートの略語、矛盾してますね）なんてのもあります。

　非正規の賃金が安いのは非正規だから、ではありません。賃金を安くするために非正規という雇用区分を作ったのです。パート労働は女性が望んでできたものではありません。女性向けに企業が発明したものです。既婚女性を職場に引っぱりだし、その賃金を低くおさえるために「（特別）扶養控除」という制度がうまく利用されているのはＱ19で説明しました。財界のオッサンたちと政界のオッサンたちとは、お互いに共謀しています。オッサンたちの悪知恵は、果てしがありません。

　なら、どうするか？　答えがあります。非正規労働が悪いわけじゃありません。働く時間が自由に選べる（フレックスタイムといいます）のは、選べないよりずっとまし。問題はそれが差別の口実に使われないようにすることです。そのための答えは、同一労働同一賃金の原則。ヨーロッパではすでに導入されています。同じ仕事をしているなら、一日五時間働く人には八分の五、週に三日働く人には五分の三、支払えばいいんです。こういう働き方を短時間正社員といいます。雇用保障のない非正規のひとには、正社員より高い賃金を支払ってもよいくらいです。非正規労働者を使うとトク、というしくみを変えない限り、女性はどこまでもつけこまれます。これを変えるには……ううむ。オッサンにやさしい政治を変えるしかないですね！








[image: ] フェミニストってどんな人？




Ｑ42　フェミニストって、ずっと怖い人だと思っていました。でも上野先生の講演をきいたら、そうじゃないことが分かりました。フェミニズムやジェンダーが目指すものってなんですか？




Ａ42　わお、うれしいなあ。わたしの講演、聞いてくれたんだって？　きっと学校の先生がわたしを呼んでくれたんだね。ときどき変わり者の先生がいて、同じく変わり者の上野を学校の講演会に呼んでくれたりします。わたしは一〇代の子を相手に話すのが大好き。だって一〇代ってまっすぐで素直で、伝えたいメッセージがまっしぐらに届くから。

　フェミニストが「怖い人」（質問者の使ってる用語だからこのままにします）だなんて、どうしてそう思ったの？　誰か「フェミニスト」って名のる人を、身近に知ってるの？　実際に「フェミニスト」って人に会ってみて、そう思ったの？　それとも周りが「フェミニスト？　おお、こわ」って言うのを、聞いたり見たりしたから？　たぶん最後のケースじゃないかな。そして「おお、こわ」って言ったのは男じゃないかな。当たり？

　男性はフェミニストというと、すぐに「叱られる」って反応するみたい。悪いことしてるって思い当たるんなら、まじ、反省してほしい。痴漢とかセクハラとかね。痴漢やセクハラ加害者に対しては、「怖い人」であったほうがよいと思います。でも、女子高生に対して「怖い人」である理由はないよね。わたしは「女の味方」です（笑）。女性にやさしいとよく言われます。だいたいチビだし、威圧的じゃないし、声だってソフトだし、怒鳴ったりしないし。でもねえ、敵にまわすと怖いぜよ。差別や不公正は許さないから。

　女性のなかでも「怖い人」って思われたくないと思う人がいるみたいね。男を敵にまわしたくない、って。べつに男を敵にしてるわけじゃありません。敵にしなければならない男もいるけど、そうでない男もいるってことで。ひとりひとりの男性はすてきだけど、男を集団として上げ底にしている女性差別のシステムが敵なだけで。男を敵にまわすとソン、って思ってる女性は多そうだけど、男から「やさしいひと」と思われるのは、何でもニコニコ聞いてくれる「御ぎょしやすいひと」「つけこみやすいひと」と思われるのとほぼ同じ。あんまりうれしくありません。男性から「怖い人」と思われているわたしは、そのせいでソンをしたことがありません、それどころかいいことばかり。イヤな男性はわたしを避けてくれるし、何か言えば一目置いてくれるし。女性は少々「怖い人」と思われてるくらいが、ちょうどいいかもね。

　女もいろいろ、フェミニストもいろいろ。フェミニストって自分でそう名のったひとがフェミニストだから、誰かがわたしはフェミニストといえば、周囲があれこれいう理由はありません。あのひとはホンモノ、このひとはニセモノ、なんて言う必要はないし、フェミニストは百人百様。ときどきはこの人にフェミニストって名のってほしくないなあ、って人もいるけどね（笑）。いろんなフェミニストに会ってごらんなさい、いろいろあるなあ、ってことがわかるから。

　だからね、フェミニストってどんなひと、って聞かれても、フェミニズムってどんな考え方、って聞かれても、他人のことはわからない。わたしはわたしが考えるフェミニズムってこれ、って答えることができるだけ。フェミニズムの基本のきは、女らしさ／男らしさに縛しばられたくない、自由に生きたい、ってこと。そう思う人はみんなフェミニストだと思っていい。強者は自由にふるまえても、「らしさ」に縛られるのは弱者の方。それも「男らしさ」と違って「女らしさ」は、控えめにして自己主張しないように、という「らしさ」だから、女性は圧倒的にソン。だからといって、男と同じようになりたいなんて、思っちゃいません。「男らしさ」って支配者としてふるまえ、って縛りだから、女も支配者になりたいわけじゃない。それどころか、長い間弱者の立場を味わってきただけでなく、子どもや年よりなどの弱者のお世話をしてきたから、弱者の気持ちがよくわかる。弱者って強者になれないからこそ弱者。殴なぐられたら殴り返せ、って言われても、ＤＶ妻が夫に刃向かったらもっと手ひどい目に遭あうだけ。二〇一六年に相模原市にある障害者施設、津久井やまゆり園で、一九人もの障害者が殺されたけど、なんで抵抗しなかったの、と言われても、カラダの自由がきかないんだから無理。でも弱者だからって、差別されていいわけがない。だからフェミニズムは弱者が強者になりたい思想じゃない、弱者が弱者のまま尊重されることを求める思想だ、とわたしは言ってきました。

　世の中には、それとは違うフェミニズムを唱えるひともいます。男と同じことをしたい、戦争にも行きたい、というフェミニストもいますが、わたしは賛成できません。フェミニズムは生きて動いている思想。女も軍隊に入るべきか否いなか、女も男並みに過労死するほど働くほうがいいかどうか等々で、フェミニストのあいだでは激論が闘わされてきました。かんたんに結論は出ません。世の中は複雑だから、フェミニズムだって白か黒か、って単純な答えは出ないんです。それに人間だって「いいひと」か「悪いひと」か、かんたんには言えません。わたしは味方には「やさしいひと」で、敵には「怖い人」……そうありたいと願っています。








[image: ] 自分のことは自分で決めます




Ｑ43　超少子高齢化がいわれて久しいですが、こうした社会的問題を解決するために、女性ができることってあるのでしょうか。と思っていたら、学校で「願うときに「こうのとり」は来ますか？」（https://www.pref.saitama.lg.jp/a0704/boshi/funin.html）というパンフレットが配布されました。なんだか、産む機械になるしかないのでしょうか？




Ａ43　女にできて男にできない唯一のこと、って妊娠と出産です。だから女性の社会貢献は「産む機械」になることって？

　ところであなたは「社会的問題を解決する」ために、子どもを産みますか？　あなたのお母さんとお父さんは、「超少子高齢化」の課題解決のために、あなたを産んだんでしょうか？

　わたしの知る限り、お国や社会のために子どもを産む男女はいません。女も男も、自分の人生を考えて、自分のために子どもを産むことを決めたり決めなかったりします。子どもをいつ産むか、何人産むかは個人の自由。産まないひとには産まないひとの、ひとりしか産まないひとにはそのひとなりの、事情があります。たとえあなたの親でもあなたの将来の夫の親でも、介入するのは大きなお世話。ましてや周囲や世間、お国からとやかく言われる筋合いはありません。

　「超少子高齢化」って言われるけど、子どもが減って困るのは誰？　もっと子どもを産んでほしいのは誰？　子どもが減って困るのは、政府と経済界です。彼らは個人を頭数、つまり人口で数えます。人口が減ると経済規模が縮小します。経済規模が縮小するとＧＤＰが減少します。ＧＤＰが減少すると、日本は大国ではなくなって（今、日本は世界三位のＧＤＰ大国です）小国に転落します。オッサンたちはきっとそれがイヤなんでしょう。

　「産む機械」ってコトバは二〇〇七年に当時厚生労働大臣だった柳澤伯はく夫おというオッサンが言ったコトバ。島根県の自民党県議の集会での発言というから、内輪の集まりだと気がゆるんだせいで、つい口が滑ってホンネが出たんでしょう。上から目線で、妊娠して産んで育てる女性に対する配慮のかけらもありません。オッサンたちが、女性をたんなる人口再生産の資源としか見ていないことがよくわかります。そのオッサンたちのために、あなたが「産む機械」になってあげる理由はありません。

　合計特殊出生率ってコトバ、知ってますか？　ひとりの女性が一生のあいだに産む子どもの平均数をあらわします。戦前は一生に平均五人子どもを産んでいた女性が、戦後は二人になり、やがて一・四人になりました。そして女性も男性も結婚が遅くなって、平均初婚年齢は女性がおよそ二九歳、男性が三〇歳。第一子が産まれるのが三〇代になってから。……世の中がそんなふうに変わっていったことにはさまざまな理由がふくざつに絡まり合っています。人口現象って、ひとりひとりの出産年齢の男女が個別に行動した結果が、大量現象としてあらわれたもの。予測はできるのに、なぜそうなるかは、誰にも説明できません。

　お国は人口を資源だと考えています。人口という資源の管理には質と量があります。たくさん産んでほしいだけでなく、健康で質のよい子どもたちを産んでほしい、と思っています。そのために動物としてのヒトには、産み時があることがわかっています。以前なら三〇代の出産は高齢出産といわれて要注意でした。妊娠の確率が低下するだけでなく、子どもにも母にもリスクが高まるからです。

　あなたが学校で受けとった「願うときに「こうのとり」は来ますか？」には、産みたいと思ったときに妊娠できるとは限らないということや、一生のうち卵子の数は決まっていて、いったんできたらあとは卵子も老化するだけ、って書いてありませんでしたか？　そのパンフレットを配ったひと（埼玉県）には、若くて健康な卵子に早めに妊娠・出産してもらいたい、というキモチがみえみえ。それにしても「こうのとり」って笑える～。今頃赤ちゃんはコウノトリが連れてくる、なんて、信じてる子はいないのにね。こんな言い方のなかにも、一〇代にはできるだけ「寝た子を起こさない」ようにしたい、でも若いうちに妊娠出産してもらいたい、という引き裂かれたキモチが現れています。ワタシが一〇代で出産したら、お国がめんどうみてくれるのかよ、と言いたくなるよね。

　あたしは卵子の容れものかよ、子宮の運搬機かよ～……と怒りが湧くのも当然です。ざけんなよ。子ども産んだからと言って、育休とるのもたいへんだし、保育所にも入れない。その上、妊娠出産したからっていう理由でマタハラに遭うことだってある。こんだけ産みにくい社会をつくっておいて、子ども産めって言われても、産める状況じゃないでしょ、って多くの女の人たちがブーイングしました。

　それでも正確な知識を持つことは、悪いことではありません。今のひとたちは「子どもをつくる」と言いますが、昔のひとは「子どもを授かる」と言いました。のぞんでものぞみどおりになるとはかぎらないし、のぞまないときに授かることもある、人間の生き死にには人知を超えたものがあることを、よく知っていたからです。今はまだ産む準備がないって時に、確実な避妊ができるようになったのは女性にとって大進歩ですが、さあこれから産むぞって思った時に、思いどおりになるとはかぎりません。

　そういうときにはどうするかって？　不妊治療もありますが、時間もおカネもかかるうえに不確実、それに心身共に疲弊します。ほかの女性に子どもを産んでもらう代理出産もありますが、他人の子宮を借りるなんて、その女性の人格を尊重しているとは思えません。子どもを産まない人生もあり。背の高いひとも低いひとも、身体能力が抜群に高いひともそうでないひともいるように、子どもを産むか産まないかは自分だけでは選べない人生の一部と考えて、穏やかに受け入れられたらいいですね。子どもを産むことと、ひとの親になることとは違います。どうしても親になりたかったら、養子縁組したり、里親になる方法もあります。

　結婚してもいいししなくてもいい、同性を愛してもいいし異性を愛してもいい、セックスしてもいいししなくてもいい、子どもを産んでもいいし産まなくてもいい、親になってもいいしならなくてもいい、離婚したかったらしてもいいし、仕事を続けたかったらそうしたらいい……そんなひとりひとりの選択が、誰からも文句を言われずに（ましてやお国からあれこれ介入されずに）、自由にできる世の中になりますように。そのためにあなたにもできることがあります。








[image: ] 女を増やすと何が起きる？　男女共同参画はなんのため？




Ｑ44　世界経済フォーラムが毎年発表するジェンダー・ギャップ指数によると、日本は年々下がって一五三カ国のうち、一二一位（二〇一九年一二月）だそうです。その指標にまっ先にでてくるのは政治家の数。そのほかに女性管理職の割合とか。政府は「二〇二〇三〇」とか言って、二〇二〇年までに（もう過ぎたけど）社会のあらゆる分野における指導的地位に占める女性の割合を三〇％にする、と数値目標を出していると先生に教わりました。最終的にはどの分野でも女性が半分になったらいいんですか？　女性を増やすのはいったい何のためですか？　女性が増えるとどんないいことがあるんですか？




Ａ44　世界の男女平等ランキングは衝撃的でした。二〇一六年に一一一位、二〇一七年に一一四位（世界一四四カ国中）、二〇一八年に一一〇位（一四九カ国中）とちょっと持ち直しましたが、二〇一九年には一二一位と下がりつづけてきました。ＧＤＰでは世界三位ですから、ひどすぎます。つまり日本は国が豊かなのに、女はふつりあいにひどく差別されている……国なんです。ときどき日本の女はじゅうぶん強くなったから、これ以上強くならなくてもいいとかいうオッサンがいますが、そういう手合いには「この数字が目に入らぬか」とつきつけてやりましょう。

　年々順位が下がるのはなぜ？　どんどん悪くなっているの？ ってわけではありません。日本にあまりにも変化がないからです。男女平等を達成しようと他の諸国がいろんな努力をしているのに、日本が変わらないままなので、どんどん世界から取り残されているのです。女性政治家も増えないし、伸びたと言っても女子の進学率も男子と差があるし、夫婦別姓選択制を採用しなさいとずいぶん前から国連女性差別撤廃委員会から勧告を受けているのに、いまだに実現できないし。キミたち、さぼりまくってるね、女性差別撤廃条約を批准したからといって、そのうえにあぐらをかいて何にもしなくていいってわけじゃないんだよ、と国連からお叱りを受けているぐらいです。なぜ女性の政治家が増えないか、なぜ女子の進学率が男子より低いのか、なぜ夫婦別姓にならないのか……はこれまでの質問の答えで、わかりましたよね。

　統計は大事です。客観的根拠になりますから。ですが、統計には測定できる数値しか反映されません。そのなかでいちばんわかりやすいのが、各分野のリーダーに占める女性の比率です。「二〇二〇三〇」って聞いたときに、わたしの最初の反応は、「え、なんで二〇二〇五〇じゃないのぉ？」でした。三〇％なんて、ぬるい、ぬるい。だって女は人口の半分いるのだから、あらゆる分野で女のリーダーが半分いて当然じゃないですか。と言ったって、その三〇％だって、達成が困難というのが、現実ですけど。二〇二〇年になってからムリ、ってわかった政府は、目標の達成を十年先に延ばしました。十年先なら「二〇二〇五〇」になってほしい。そんなに待てないよお、って思いません？

　こういう政策を、政府は「男女共同参画」と呼んでいます。「あらゆる分野への男女の参画」って意味なんですって。英語でなんというの？　えーっと「Equal Participation in……」とか、ややこしそうだな、って調べたら、公式の定訳は「Gender Equality」。なあんだ。Gender Equalityを日本語に訳し直すとすっきりさっぱり「男女平等」となります。「男女平等」なら、戦後長いあいだ使われてきましたし、世界標準でもこれで通用します。じゃ、そう言えばいいのにさ。サンカクだかシカクだかよくわからないけれど、それまでの辞書にもないややこしい日本語が登場したのは一九九〇年代以降。わりと新しいコトバです。つくったのは政府、つまり「男女共同参画」は日常用語にない、行政用語です。なぜつくったのかといえば、当時の政権与党のオッサンたちが、「男女平等」ってコトバがおきらいだったから、官僚が忖そん度たくしたんだともれ聞きました。「男女共同参画」だと、男には男らしい参画、女には女らしい参画がある、って聞こえるでしょ？　これって「違っていても平等Different but Equal」の「特性教育」にぴったり。家庭科共修はしぶしぶ受け入れたけれど、ホンネは「技術・家庭」の特性教育を維持したいと思っていたオッサンのキモチを忖度したコトバ。だからわたしはこのキモチ悪い行政用語は使いたくありません。コトバは大事。「主人」に代わるコトバはないのかなあ、と考えているあなたにはわかるよね。

　ところで女を増やせっていうのはなぜ？　女を増やすとどんないいことがあるの？　東大女子が二割だとなぜ困るの？　リケジョ（理系女子）を増やさなければならないのはどうして？　海外に行くと、ニッポン、遅れてる～と恥をかくから、それがイヤなだけ？

　東大の先生たちが女子を増やすことにあまり熱心じゃないのは、女子を増やすことで何を達成するのか、学内でコンセンサスがないからだと聞きました。そもそも女子が受験しようとしないんだし、入っても理系を選ばない。本人の選択じゃないか。女子枠つくっても、それで入ったら、「キミ、女子枠で（トクして）入ったんだって？」と卒業するまでいじられる。というので、女子がいちばん少ない工学部に、あるとき女子枠をつくろうとしたら、一番反対したのは当の工学部女子たちでした。

　あらゆる分野で女性を人口の比率の分だけ増やせば、それで目標が達成されたと言ってよいでしょうか？　女が増えると何が変わるのか？　女を増やして何を変えたいのか？　とてもよい質問です。

　男性は、女性とＤＮＡ一コしか違わないのに、生まれ落ちてから別の扱いを受け、別の育ち方をします。ほとんど異文化、異人種と言っていいくらい、考え方や感じ方が違ってきます。だから男女が結婚すると、どんな結婚も「国際結婚」と同じように、異文化接触が起きるといっても過言ではありません。異文化接触が起きると摩擦が起きます。摩擦からはノイズが発生します。ノイズはだいたい不快なものです。そもそも何も言わなくてもツーカーで通じる相手といると人間はラク、いちいち自分のキモチを説明したり、相手の言い分を聞いたりするのは面倒でやっかいです。でもその異文化との交渉のなかから、これまで知らなかった新しい知識や情報が生まれます。それを情報生産性といいます。

　情報学の基本のきは、情報はノイズから発生するということ。情報の素はノイズですから、ノイズのないところに情報は生まれません。ノイズはどこに発生するかというと、システムとシステムのあいだに発生します。じぶんというシステム、家族というシステム、社会というシステム……あらゆるシステムは、効率よくまわすために、できるだけノイズの発生を抑えるしくみを持っています。例えば歩くとき右足と左足のどちらから先に出すかをいちいち考えていたら歩けませんし、家族のあいだで今日は誰が晩ご飯をつくるかを毎日相談していたら、時間がかかってしようがありません。お父さんがしごと、お母さんが家事っていう性別役割分担も、「そういうもんだ」とよけいな疑問を抱かないための家父長制というシステムです。へんだな、よそんちではお父さんも料理してるのに、スウェーデンではほとんどの家庭が共働きなのに……と思った時に、すでにノイズが発生しています。だからこの本に質問をくれたあなた。情報生産性が高いって言えますね！

　ですから、一つのシステムのなかに安住していると、情報は発生しません。システムとは情報を縮減するためにあると言ってもいいぐらいです。

　これまでの日本は、ものづくり大国でした。まじめにていねいに愚直に、五時間働くと五時間分の製品ができました。手抜きをしない、故障しない製品だから、世界中で売れました。だから、まじめで正直で、他人のいうことをよく聞く、従順な人材が求められたのです。それをものづくり生産性と呼んできましたが、これから必要なのは生産性は生産性でも、情報生産性です。なぜって世界がこれまでになく予測不可能になったからです。予測不可能な世界には、これまでの前例や慣行が役に立ちません。見たこともない現実に立ち向かって、答えのない問いにとりくまなければならないのです。

　そういうときに必要なのは、複数のシステムが出会うこと、いくつものシステムに足をかけること、違うシステムを積極的に受け入れること……です。外国語をいくつも話せることや、海外に住んだ経験があることだって複数のシステムに接触することになりますが、職場と家庭を行き来するだけでも異なるシステムを渡り歩いていることになります。職場と家庭はシステムが違うからです。鍋を火にかけながら、赤ん坊のおむつを替え、洗濯機をまわす……だけでもスーパー（ウー）マンみたいです。一度にひとつのことに集中する集中力も大事ですが、同時にいくつもの作業をこなすのをマルチタスクといいます。家事育児をこなしている女性は、男性よりもマルチタスクをこなすのが得意、といわれています。それに、職場は二一世紀のハイテク職場、そのためにはＩＴ機器も使いこなせなければならないし、語学力だってなくてはならないのに、赤ん坊は人類が誕生した二百万年前とほとんど同じで、変わりません。育児と仕事、一日のうちに二百万年分の時差を行ったり来たりするなんて、ワーキングマザーはすごいシステム間落差を生きていることになります！　それなら、男も家事育児に参入すればいいのにね。

　こういう女性を、政治や学問や企業や文化にとりこまなければソン。なぜなら違うシステムが接触することで、それまでにないイノベーション（革新）が起きるからです。自分とは異質なひとびとを排除することで、社会はイノベーションの機会を失います。そのなかでもっとも人口が多いのが、女性です。日本の社会は人口の半分を排除することで、大きな損失を味わっているのです。

　そもそも政治や経済、学問や科学・技術、文化やアートが人類の半分のためだけであっていいわけがありません。女性が増えることで、学問は確実に変わりました。女性学・ジェンダー研究という新しい学問が生まれて、これまでの学問は偏っている、と指摘しました。この本は、その女性学・ジェンダー研究の成果です。文化やアートももちろん変わります。これまでの文化は「男の男による男のための文化」でしたから。

　科学・技術は？　真理はひとつ、だから、男がやっても女がやっても変わらない、という人もいるかもしれませんが、現実に女性の科学者が増えていくと、研究主題の選び方や研究方法が男性とは違うこともわかってきました。もちろん男の好きな分野に女性が入っていってもかまいませんし、女性向けと思われている分野に男性が入ってもかまいません。たぶんそこでもイノベーションが起きるでしょう。

　政治や経済だって変わるでしょう。有権者の半分、消費者の半分は女だからです。経済が変わりにくいのは購買力を持っているのが圧倒的に男だからですが、女性も働いておカネを稼ぐようになると、自分で裁量権のある購買力を持つようになりました。貨幣は商品に対する投票用紙だ、と言ったひとがいます。政治は一人一票ですが、市場には貨幣という投票用紙をたくさん持ったひとと、少ししか持たないひとがいます。経済の世界は民主主義で動いていません。株主総会と選挙の違いは知っていますね。株主総会では持ち株の大きさに合わせて意思決定権が配分されますから、民主主義ではありません。

　でも、政治の世界は一人一票、有権者の半分は女なのに、変わらなかったじゃないの、とふしぎに思うかもしれませんね。日本は戦後、男女同権の民主主義になったのに、なぜこんなに変わらないの？ といえば、女性が権利を行使してこなかったからです。

　選挙権は行使しても、被選挙権という権利を。女性が政治家に選ばれるのを邪魔立てするあの手この手の壁が女性の足をひっぱり、女性もそれに従ってきたからです。どんな壁があるかは、Ｑ36で説明しました。

　たとえ女性が政治や経済に進出しても、「先生のよい子（teacher's pet）」みたいな従順な女子や、男性の期待を忖度して先回りしてふるまう女性が増えるだけでは、システムは変わりません。「女なら誰でもいいのか？」と言ったのはそのためです。男性が支配してきたシステムの中へ、これまでのやり方を変えないまま女性が参入していくだけでは男性優位を強化するだけです。既存のシステムのなかへノイズを持ち込むのでなければ、女性が政治に参加する意味はありません。

　だから、どこへ行っても、のびのびとあなたらしく、ふるまってください。これってヘン、と思ったら、ヘン、と口に出してください。これ、やりたい、と思ったら、やりたい、と手を上げてください。このやり方、まずいなあと思ったら、自分流儀のやり方を思いついてください。あなた自身がシステムのなかでノイズを起こしてください。そしてノイズを受け入れ、ノイズを楽しみ、共に成長できる仲間たちを見つけてください。

　見たことも聞いたこともない未来が、あなたを待ち受けています。それがどんな未来かは、わたしに言うことはできません。知らない未来に立ち向かうのは、やりがいと手応えがあって楽しいことです。

　そして、人生の最後に……あ～、生きてきてよかった、おもしろかった、って言えるように。




　「どんな社会がほしいのか？」

　最後に、なんのための男女平等か、をもういちど、確認しておきましょう。

　女性に意思決定権があることはとても大事です。それは女性の思いや経験が、社会に反映されて、社会を変えるためです。社会も生きものです。変化は社会が生き延びるために（これを持続可能性sustainabilityともいいます）必要なのです。女性に意思決定権がもっとあるほうがいいのは、女性はながいあいだ、弱者だったからです。

　女性にも強い人や権力を持った人もいますから、女だからというだけで弱者だというわけではありません。ですが、女性は子どもや年寄りのような弱者のお世話をし、病気や障害を持った家族を引き受けてきました。弱者の傍かたわらにずっといましたし、弱者の気持ちに寄り添ってきました。

　男女平等とは、女も男のように強者になりたい、という思想のことではありません。男のように、支配者になりたいとか、権力闘争に勝ちたいとか、暴力で他人に言うことをきかせたいとか、思っているわけではありません。男のつくってきた社会で困ったことはたくさんありますから、男のように戦争で殺し合いをしたいとか、思っているわけではないのです。愚かなことは男がやっても女がやっても愚かなこと。愚かな男のふるまいを真似する必要はありません。

　弱者がいちばんほしいのは、安心で、安全な社会です。弱者になっても安心して生きられる社会です。ひとりでは生きられない子どもが虐待やネグレクトを受けたり、歳をとったら邪魔者扱いされたり、障害者になったら殺されたり……しない社会がほしいとは思いませんか？　人間は誰でも無力な赤ん坊として生まれますし、やがて無力な老人として死んでいきます。その運命から逃れることができないことを一番よく知っているのは、子どもと年寄りを世話してきた女たちです。

　安全保障のことをsecurityといいます。安全保障には、人間の安全保障と国家の安全保障とがあります。人間を守るのが国家、その国家を守るために人間を犠牲にするのは本末転倒です。どう考えても、人間の安全保障が、国家の安全保障に優先します。わたしたちが弱者として生まれ、弱者として死んでいくことを忘れないようにしましょう。そういう大事なことを教えてくれるのがフェミニズムです。そしてそれを実現するためにあるのが、男女平等です。

　「わたしは女だとか男だとかにこだわりたくないわ」……まったくそのとおりです。でも女の生き方と男の生き方がこれほど違っている社会では、どれだけあなたがこだわりたくなくても、社会の方があなたの性別にこだわってくるでしょう。それをなかったことにして、見ないふりはできません。

　誰もがジェンダーにこだわらなくてもすむ社会が来るには、とうぶん時間がかかるでしょう。わたしが生きているあいだには無理そうですし、もしかしたらあなたの生きているあいだにもむずかしいかもしれません。それまでは、フェミニズムもジェンダー研究も、まだまだ役割を終えるわけにはいきません。いつか、へええ、女の子が差別された時代があったんだって？　信じらんな～い、と言うために。

　そのために、この本がお役に立つことを祈っています。





二〇一九（平成三一）年度東京大学学部入学式祝辞




　ご入学おめでとうございます。あなたたちは激烈な競争を勝ち抜いてこの場に来ることができました。








[image: ] 女子学生の置かれている現実

　その選抜試験が公正なものであることをあなたたちは疑っておられないと思います。もし不公正であれば、怒りが湧くでしょう。が、しかし、昨年、東京医科大不正入試問題が発覚し、女子学生と浪人生に差別があることが判明しました。文科省が全国八一の医科大・医学部の全数調査を実施したところ、女子学生の入りにくさ、すなわち女子学生の合格率に対する男子学生の合格率は平均一・二倍と出ました。問題の東医大は一・二九、最高が順天堂大の一・六七、上位には昭和大、日本大、慶応大などの私学が並んでいます。一・〇よりも低い、すなわち女子学生の方が入りやすい大学には鳥取大、島根大、徳島大、弘前大などの地方国立大医学部が並んでいます。ちなみに東京大学理科三類は一・〇三、平均よりは低いですが一・〇よりは高い、この数字をどう読み解けばよいでしょうか。統計は大事です、それをもとに考察が成り立つのですから。




　女子学生が男子学生より合格しにくいのは、男子受験生の成績の方がよいからでしょうか？　全国医学部調査結果を公表した文科省の担当者が、こんなコメントを述べています。「男子優位の学部、学科は他に見当たらず、理工系も文系も女子が優位な場合が多い」。ということは、医学部を除く他学部では、女子の入りにくさは一以下であること、医学部が一を越えていることには、なんらかの説明が要ることを意味します。




　事実、各種のデータが、女子受験生の偏差値の方が男子受験生より高いことを証明しています。まず第一に女子学生は浪人を避けるために余裕を持って受験先を決める傾向があります。第二に東京大学入学者の女性比率は長期にわたって「二割の壁」を越えません。今年度に至っては一八・一％と前年度を下回りました。統計的には偏差値の正規分布に男女差はありませんから、男子学生以上に優秀な女子学生が東大を受験していることになります。第三に、四年制大学進学率そのものに性別によるギャップがあります。二〇一六年度の学校基本調査によれば四年制大学進学率は男子五五・六％、女子四八・二％と七ポイントもの差があります。この差は成績の差ではありません。「息子は大学まで、娘は短大まで」でよいと考える親の性差別の結果です。




　最近ノーベル平和賞受賞者のマララ・ユスフザイさんが日本を訪れて「女子教育」の必要性を訴えました。それはパキスタンにとっては重要だが、日本には無関係でしょうか。「どうせ女の子だし」「しょせん女の子だから」と水をかけ、足を引っ張ることを、aspirationのcooling downすなわち意欲の冷却効果と言います。マララさんのお父さんは、「どうやって娘を育てたか」と訊かれて、「娘の翼を折らないようにしてきた」と答えました。そのとおり、多くの娘たちは、子どもなら誰でも持っている翼を折られてきたのです。




　そうやって東大に頑張って進学した男女学生を待っているのは、どんな環境でしょうか。他大学との合コン（合同コンパ）で東大の男子学生はもてます。東大の女子学生からはこんな話を聞きました。「キミ、どこの大学？」と訊かれたら、「東京、の、大学……」と答えるのだそうです。なぜかといえば「東大」といえば、退かれるから、だそうです。なぜ男子学生は東大生であることに誇りが持てるのに、女子学生は答えに躊ちゅう躇ちょするのでしょうか。なぜなら、男性の価値と成績のよさは一致しているのに、女性の価値と成績のよさとのあいだには、ねじれがあるからです。女子は子どものときから「かわいい」ことを期待されます。ところで「かわいい」とはどんな価値でしょうか？　愛される、選ばれる、守ってもらえる価値には、相手を絶対におびやかさないという保証が含まれています。だから女子は、自分が成績がいいことや、東大生であることを隠そうとするのです。




　東大工学部と大学院の男子学生五人が、私大の女子学生を集団で性的に凌りょう辱じょくした事件がありました。加害者の男子学生は三人が退学、二人が停学処分を受けました。この事件をモデルにして姫野カオルコさんという作家が『彼女は頭が悪いから』という小説を書き、昨年それをテーマに学内でシンポジウムが開かれました。「彼女は頭が悪いから」というのは、取り調べの過程で、実際に加害者の男子学生が口にしたコトバだそうです。この作品を読めば、東大の男子学生が社会からどんな目で見られているかがわかります。




　東大には今でも東大女子が実質的に入れず、他大学の女子のみに参加を認める男子サークルがあると聞きました。わたしが学生だった半世紀前にも同じようなサークルがありました。それが半世紀後の今日も続いているとは驚きです。この三月に東京大学男女共同参画担当理事・副学長名で、女子学生排除は「東大憲章」が唱える平等の理念に反すると警告を発しました。




　これまであなたたちが過ごしてきた学校は、タテマエ平等の社会でした。偏差値競争に男女別はありません。ですが、大学に入る時点ですでに隠れた性差別が始まっています。社会に出れば、もっとあからさまな性差別が横行しています。東京大学もまた、残念ながらその例のひとつです。




　学部においておよそ二〇％の女子学生比率は、大学院になると修士課程で二五％、博士課程で三〇・七％になります。その先、研究職となると、助教の女性比率は一八・二、准教授で一一・六、教授職で七・八％と低下します。これは国会議員の女性比率より低い数字です。女性学部長・研究科長は一五人のうち一人、歴代総長には女性はいません。








[image: ] 女性学のパイオニアとして

　こういうことを研究する学問が四〇年前に生まれました。女性学という学問です。のちにジェンダー研究と呼ばれるようになりました。私が学生だったころ、女性学という学問はこの世にありませんでした。なかったから、作りました。女性学は大学の外で生まれて、大学の中に参入しました。四半世紀前、私が東京大学に赴任したとき、私は文学部で三人目の女性教員でした。そして女性学を教壇で教える立場に立ちました。女性学を始めてみたら、世の中は解かれていない謎だらけでした。どうして男は仕事で女は家事、って決まっているの？　主婦ってなあに、何する人？　ナプキンやタンポンがなかった時代には、月経用品は何を使っていたの？　日本の歴史に同性愛者はいたの？……誰も調べたことがなかったから、先行研究というものがありません。ですから何をやってもその分野のパイオニア、第一人者になれたのです。今日東京大学では、主婦の研究でも、少女マンガの研究でもセクシュアリティの研究でも学位がとれますが、それは私たちが新しい分野に取り組んで、闘ってきたからです。そして私を突き動かしてきたのは、あくことなき好奇心と、社会の不公正に対する怒りでした。




　学問にもベンチャーがあります。衰退していく学問に対して、あたらしく勃ぼっ興こうしていく学問があります。女性学はベンチャーでした。女性学にかぎらず、環境学、情報学、障害学などさまざまな新しい分野が生まれました。時代の変化がそれを求めたからです。








[image: ] 変化と多様性に拓かれた大学

　言っておきますが、東京大学は変化と多様性に拓ひらかれた大学です。わたしのような者を採用し、この場に立たせたことがその証です。東大には、在日韓国人教授、姜カン尚サン中ジュンさんも、高卒の教授、安藤忠雄さんもいました。また盲ろう二重の障害者である教授、福島智さんもいらっしゃいます。




　あなたたちは選抜されてここに来ました。東大生ひとりあたりにかかる国費負担は年間五〇〇万円と言われています。これから四年間すばらしい教育学習環境があなたたちを待っています。そのすばらしさは、ここで教えた経験のある私が請け合います。




　あなたたちはがんばれば報われる、と思ってここまで来たはずです。ですが、冒頭で不正入試に触れたとおり、がんばってもそれが公正に報われない社会があなたたちを待っています。そしてがんばったら報われるとあなたがたが思えることそのものが、あなたがたの努力の成果ではなく、環境のおかげだったこと忘れないようにしてください。あなたたちが今日「がんばったら報われる」と思えるのは、これまであなたたちの周囲の環境が、あなたたちを励まし、背を押し、手を持ってひきあげ、やりとげたことを評価してほめてくれたからこそです。世の中には、がんばっても報われないひと、がんばろうにもがんばれないひと、がんばりすぎて心と体をこわしたひと……たちがいます。がんばる前から、「しょせんおまえなんか」「どうせわたしなんて」とがんばる意欲をくじかれるひとたちもいます。




　あなたたちのがんばりを、どうぞ自分が勝ち抜くためだけに使わないでください。恵まれた環境と恵まれた能力とを、恵まれないひとびとを貶おとしめるためにではなく、そういうひとびとを助けるために使ってください。そして強がらず、自分の弱さを認め、支え合って生きてください。女性学を生んだのはフェミニズムという女性運動ですが、フェミニズムはけっして女も男のようにふるまいたいとか、弱者が強者になりたいという思想ではありません。フェミニズムは弱者が弱者のままで尊重されることを求める思想です。








[image: ] 東京大学で学ぶ価値

　あなた方を待ち受けているのは、これまでのセオリーが当てはまらない、予測不可能な未知の世界です。これまであなた方は正解のある知を求めてきました。これからあなた方を待っているのは、正解のない問いに満ちた世界です。学内に多様性がなぜ必要かと言えば、新しい価値とはシステムとシステムのあいだ、異文化が摩擦するところに生まれるからです。学内にとどまる必要はありません。東大には海外留学や国際交流、国内の地域課題の解決に関わる活動をサポートする仕組みもあります。未知を求めて、よその世界にも飛び出してください。異文化を怖れる必要はありません。人間が生きているところでなら、どこでも生きていけます。あなた方には、東大ブランドがまったく通用しない世界でも、どんな環境でも、どんな世界でも、たとえ難民になってでも、生きていける知を身につけてもらいたい。大学で学ぶ価値とは、すでにある知を身につけることではなく、これまで誰も見たことのない知を生み出すための知を身に付けることだと、わたしは確信しています。知を生み出す知を、メタ知識といいます。そのメタ知識を学生に身につけてもらうことこそが、大学の使命です。ようこそ、東京大学へ。




平成三一年四月一二日

認定ＮＰО法人ウィメンズ アクション ネットワーク理事長

上野千鶴子




＊東京大学ＨＰ（https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/about

/president/b_message31_03.html）より転載しました。





お役立ちBOOKS & MOVIES & UENO'S図書館




ここでは、女の子じしんが自分の翼を広げて生きるのに役立つBOOKS＆MOVIESを、コメントをつけて紹介します。リスト化にあたっては、元女子高生をはじめ、現役大学生、編集部員等で意見交換をしながら、書店や図書館で手に入りやすいものを中心にまとめました。また、これを機会に上野先生の著作にも手を伸ばしてもらいたいと考え、本書のテーマにあうものを中心にブック・リストを作成しました。








[image: ] BOOKS

[image: ]魚住直子『いいたいことがあります！』（偕成社、二〇一八年）

　　大人（親や教師etc.）のいうことだけが正しいわけじゃない！　私だって考えている。押してもだめなら、頭をつかってひいてみよう。道は必ず見つかるはず。それを教えてくれる。

[image: ]雨宮処凜『「女子」という呪い』（集英社クリエイティブ、二〇一八年）

　　女の子には生まれた時から呪いがかかっている。白雪姫のように。でも呪いを解くのは、王子様のキスではなく、あなた自身だということがわかるはず。

[image: ]サッサ・ブーレグレーン『北欧に学ぶ小さなフェミニストの本』（枇谷玲子訳、岩崎書店、二〇一八年）

　　「自分らしく生きるってどういうこと？」「世の中で大事なことを決めるのはどうして男性ばかりなの？」。北欧の女の子・エッバとともに周囲にある「？」を考えていくと、きっといろいろなことが見えてくる……。あなたの中のもやもやも解決するはず。

[image: ]マルタ・ブレーン『ウーマン・イン・バトル――自由・平等・シスターフッド！』（枇谷玲子訳、合同出版、二〇一九年）

　　「権利は天から降ってこない」と書いたフェミニストがいた。それは今までも、そしてこれからも変わらない。闘争して勝ち取ってきたことを、私たちは忘れてはいけない。

[image: ]小山健『生理ちゃん』（ＫＡＤＯＫＡＷＡ、二〇一八年）

　　「今日、あれなの……」。女性同士の会話でもこそこそとささやかれ、大きな声で語る機会の少ない女性の「生理」。それをキュートでポップなキャラクターとして擬人化し、しんどさやそれにまつわる悩みを代弁させた。カップルで読んでもよし、家族でもＯＫ。続編も発売中！

[image: ]山口慎太郎『「家族の幸せ」の経済学――データ分析でわかった結婚、出産、子育ての真実』（集英社新書、二〇一九年）

　　出産や子育ては、とかくエビデンスが無視され、「思い込み」が幅を利かせがち。そのため家族のあり方をやたら窮屈にしてきた。経済学を切り口に、そんな思い込みから家族一人一人を解きはなつ一冊。

[image: ]ゆむい『夫の扶養からぬけだしたい』（ＫＡＤＯＫＡＷＡ、二〇一九年）

　　「誰が食わせてやってるんだ！」まさかそんな言葉をあの優しい夫から聞く日が来るとは……。「私はそんな相手選ばない」「私に限ってそんなことない」なんて、他人事と思わないこと。誰にだって起こりうること。

[image: ]周燕飛『貧困専業主婦』（新潮選書、二〇一九年）

　　子どもが小さいうちは自分で育てたい、たとえ貧困でも……。この選択肢をあなたはどう思うだろうか。しかし彼女たちの幸福度は高いという。はたしてそこにはどんな現実があるのか。

[image: ]チョ・ナムジュ『82年生まれ、キム・ジヨン』（斎藤真理子訳、筑摩書房、二〇一八年）

　　書かれているのは、私のこと？　韓国で、そして日本で世代をこえ、国をこえ多くの女性たちの共感を獲得。一九九二年生まれ、二〇〇二年生まれ、二〇一二年生まれの、キム・ジヨンの人生が同じにならないようにできることは何？

[image: ]有間しのぶ『その女、ジルバ』①～⑤（小学館、～二〇一八年）

　　シスターフッドを学びたいあなたに最適のコミック。年齢で人の魅力ははかれない。経験だけでも魅力にはならない。それってどういうこと？　その答えがこの作品には詰まっている。

[image: ]海野つなみ『逃げるは恥だが役に立つ』①～⑪（講談社、～二〇二〇年）

　　就職としての結婚は、実は契約結婚！　ひとつ屋根の下ではじまった秘密と妄想の生活。恋愛って何？　結婚って何？ ナドナド、オトナの諸問題に翻ほん弄ろうされること請け合い。一〇代からマジメに考えてみてもいいかも。

[image: ]西炯子『恋と国会』①～（小学館、二〇一九年～）

　　元地下アイドルが国会議員に！　同世代の世襲議員と野党議員を巻き込んで、国会を舞台に政治の常識に挑んでいく痛快かつ前代未聞のコミック！

[image: ]辻村みよ子・三浦まり・糠塚康江編著『女性の参画が政治を変える――候補者均等法の活かし方』（信山社、二〇二〇年）

　　二つをあわせて読むと、女性の政治参画が必要な理由がわかってくるはず。そして女性が政治の場でマイノリティな理由も。私たちは有権者だけでなく、候補者にもなれることを忘れていないか？

[image: ]小島慶子編『さよなら！ ハラスメント――自分と社会を変える11の知恵』（晶文社、二〇一九年）

　　ハラスメントは災難？　我慢すること？　それとも自己責任？　どれも違います。さまざまな場所、さまざまな人におこったハラスメントを取り上げ、一人一人ができることを考える。それは社会を変えていくことにもつながっていく。

[image: ]栗田隆子『ぼそぼそ声のフェミニズム』（作品社、二〇一九年）

　　いつも元気にたたかうのは無理。声だっていつもあげられるわけじゃないし。だからこぼれ落ちていくものも多い。それが現実。でも、私は拾い続けるよ、「〈私〉が、そして〈あなた〉が「なかったこと」にされないために」。こんなフェミニズムもある。

[image: ]チママンダ・ンゴズィ・アディーチェ『男も女もみんなフェミニストでなきゃ』（くぼたのぞみ訳、河出書房新社、二〇一七年）

　　私のはなしをきいて。もちろん、あなたのはなしもきくわ。どうしてフェミニストになったかも話すわね。あなたも教えて。ハッピーになりたかったの。たぶん、その一言に尽きると思うわ。

[image: ]小川たまか『「ほとんどない」ことにされている側から見た社会の話を。』（タバブックス、二〇一八年）

　　この国では、おかしいことをおかしいと言えない、いや言わせない空気が、とくに女性に対してある。女性の声は、だから無視されやすい。そのせいか性暴力も痴漢も、被害者のせいにされたりする。そんな状況に「ありえない！」と声を上げ、発信し続ける女性がいる。

[image: ]小倉千加子『オンナらしさ入門（笑）』（理論社、よりみちパン！セ27、二〇〇七年）

　　女の子らしくより、自分らしく生きてきた、そう社会に出るまでは。社会に出たら、アレレで、想像以上に「女の子らしさ」が求められる。もう古いでしょう、と笑い飛ばしたいけれどそうはいかないこともある。似たようなことで戸惑うあなたに送る劇的処方箋。




[image: ] MOVIES（ネタバレにならないように、内容をすこしだけ紹介します。）

[image: ]サラ・ガヴロン監督「未来を花束にして」（二〇一五年）

　　社会を変えたのは、特別な人ばかりではない、決して。

[image: ]ミミ・レダー監督「ビリーブ 未来への大逆転」（二〇一八年）

　　「法は人間がつくる」ことを教えてくれる。

[image: ]グレタ・ガーウィグ監督「レディ・バード」（二〇一七年）

　　羽ばたける自分であるためにできること。

[image: ]同右「ストーリー・オブ・マイライフ／わたしの若草物語」（二〇一九年）

　　女が自分の力で生きるのは無理……なのだろうか？

[image: ]マリー=カスティーユ・マンシヨン=シャール監督「パリの家族たち」（二〇一八年）

　　恋も仕事も家族もほしいって贅沢なこと？

[image: ]ケン・ローチ監督「家族を想うとき」（二〇一九年）

　　働き方や時代の波に翻弄される「現代の家族の姿」を描く。

[image: ]荻上直子監督「彼らが本気で編むときは、」（二〇一七年）

　　恋におちるのは男性と女性だけ？　そして母親になるのは女性だけ？

[image: ]ルカ・グァダニーノ監督「君の名前で僕を呼んで」（二〇一七年）

　　二人の青年の初めての、そして忘れられない恋の痛みと喜びの物語。








[image: ] UENO'S図書館

　【単著】

[image: ]『家父長制と資本制――マルクス主義フェミニズムの地平』（岩波現代文庫、二〇〇九年）

　　なぜお父さんは家では何もしないの？　なぜお母さんは家事も育児も介護も一手に引きうけているの？　お母さんはタダ働き？　「不払い労働」の概念を日本に定着させ、家事労働の秘密をあきらかにした大著。

[image: ]『セクシィ・ギャルの大研究――女の読み方・読まれ方・読ませ方』（同右、二〇〇九年）

　　物欲しげな目に半開きの唇、男の視線をくぎ付けにするポーズの数々。世間にあふれるセクシー広告を分析し、その実態と社会のかかわりを大胆にあばき出したデビュー作！

[image: ]『不惑のフェミニズム』（同右、二〇一一年）

　　「売られたケンカ、買います」。共感、ときに物議をかもしてきた著者の発言は、四〇年の時を刻んだフェミニズムの歩みとともにあった。その軌跡をたどった発言集。

[image: ]『生き延びるための思想　新版』（同右、二〇一二年）

　　ジェンダー平等とは何か。「死ぬための思想」ではなく弱者が弱者として生きられる思想を紡いだ論考の数々。東日本大震災後の東大最終講義も収録。

[image: ]『女たちのサバイバル作戦』（文春新書、二〇一三年）

　　男女雇用機会均等法が成立してから三十年余。そのあいだに女の働き方はどう変わったか？　変わったこと、変わらないことの中でどう生き抜いていくか、を語る。

[image: ]『女ぎらい――ニッポンのミソジニー』（朝日文庫、二〇一八年）

　　日本社会のあちこちに潜むミソジニー。男にとっては女性蔑視、女にとっては自己嫌悪。ホモソーシャル・ホモフォビア・ミソジニーの三点セットを分析のツールとして手に入れれば、家父長制の謎が面白いほど解ける。

[image: ]『情報生産者になる』（ちくま新書、二〇一八年）

　　情報の生産者になることは消費者でいるより、「何倍も楽し」く「やりがいも手応えもあ」ると著者は言う。東大上野ゼミの教育実践をあますところなく伝えた一冊。

[image: ]『上野千鶴子のサバイバル語録』（文春文庫、二〇一九年）

　　難しい本、分厚い本は読めない、でも生きづらさをどうにかしたいと思っているあなたへ。この本のなかの一行が、あなたの今、そして明日をあかるく照らしてくれるはず。

[image: ]『近代家族の成立と終焉 新版』（岩波現代文庫、二〇二〇年）

　　「家族」はどこから来てどこへ行こうとしているのか。サラリーマンと主婦からなる「近代家族」はいつから「標準」になったのか？　近代家族の成立を歴史社会学的に位置づけた代表作。




　【共著】

[image: ]with雨宮処凜『世代の痛み――団塊ジュニアから団塊への質問状』（中公新書ラクレ、二〇一七年）

　　真逆の時代を生きてきた「団塊世代」と「団塊ジュニア」。親子の年齢差のある二人が、時代の問題や世代の課題に向き合いつつ、その対策を論じ合う。

[image: ]with田房永子『上野先生、フェミニズムについてゼロから教えてください！』（大和書房、二〇二〇年）

　　「日本の女が生きづらいワケ」を当代きってのフェミニストと『母がしんどい』がベストセラーになったマンガ家が語りつくす。母の世代の問題も娘の世代の問題も共によくわかる。

[image: ]with樋口恵子『しがらみを捨ててこれからを楽しむ 人生のやめどき』（マガジンハウス、二〇二〇年）

　　仕事、家族、人間関係等々、多くの人が背負っている人生のあれこれは、どこでおろしましょう？　激動の時代を、乗り越えてきた二人が、「やめどき」について語り合った。生きるヒントが満載の一冊です。

[image: ]with出口治明『あなたの会社、その働き方は幸せですか？』（祥伝社、二〇二〇年）

　　コロナ禍で、働き方、会社のあり方が今まで以上に問われるようになった。働く人がシアワセになる働き方、組織、社会とは？　この状況を乗り越える知恵、そして武器は何か？　ユニークな経歴を持った二人の先輩が提案します。





あとがき




　いま、この時期に、一〇代の女の子へ向けて、本を書けることをとても喜んでいます。

　これまでだって、女の子の生き方本はいくつかありました。

　小倉千加子さんの『オンナらしさ入門（笑）』（理論社、二〇〇七年）や、雨あま宮みや処か凜りんさんの『「女子」という呪い』（集英社、二〇一八年）などです。両方ともとってもおもしろい本ですが、タイトルからして中身が想像できます。「オンナらしさ」ってこんなに抑圧的、とか、「女子」っていうだけで人生に呪いがかかっているようなものだ、とか、読む前からキモチが暗くなりそうです。

　ここ数年、風向きが変わってきました。ハリウッドのセレブ女性たちが起こした#MeToo運動が世界に広がったり、東京医科大学で女性差別入試をやっていたことがばれて大騒ぎになったり、実父の性虐待を娘が訴えた裁判で無罪判決（その後、逆転有罪判決が出る）が出るとたくさんの女の人たちがあんまりだと全国各地でフラワーデモをしたり。パンプスやヒールのある靴を強制されて体をこわした女性がなんで女だけヒールのある靴を履かなきゃいけないの、と#KuTooの運動を起こしたり、「ヤレる女子大生ＲＡＮＫＩＮＧ（ランキング）」の特集をした男性週刊誌に対して、女子大生たちが記事撤回や謝罪を求める署名活動をネット上で行うとともに、記事掲載の経緯をきき、新しい提案をするために編集部に直接行ったり。イヤなことはイヤ、って言ってよいという空気が生まれ、ガマンしない女性たちがつぎつぎに登場し、そして彼女たちの声がちゃんと届くようになってきました。

　国連では二〇一四年にエマ・ワトソンがスピーチしたり、韓国のベストセラー、チョ・ナムジュの『82年生まれ、キム・ジヨン』が斎藤真理子さんによって翻訳されたり。フェミニズムって外国からやってきたと思っているひともいるみたいだけど、日本でもずぅーっと昔から、イヤなことはイヤ、やりたいことをやりたいと言ってきた女のひとたちがたくさんいました。

　社会は少しずつしか変わらないけれど、その変化が目の前で起きる歴史的な時に、わたしたちは立ち会っています。あなたが出て行く社会は、あなたが変える社会です。だからこの本では、社会はどう変わってきたか、そしてこれからどう変わるだろうか、という展望を、若いあなたに示すことができるようになりました。




　わたしがうんと若かった頃。結婚した女が働くと非常識、っていわれました。いまは夫婦共に働くのがあたりまえになりました。離婚すると人格破綻者みたいに言われました。いまは、不幸な結婚なら続けない方がまし、と言われます。女が学者や医者になりたいというと、ムリ！ と言われました。いまは女の学者や医者はそこらじゅうにいます。

　おばあちゃんの時代の常識と、お母さんの時代の常識と、あなたがこれから生きる時代の常識は、大きく変わっています。この本には、その世代間の「常識」のギャップから生まれた質問が多いようですね。おばあちゃんとお母さんには、「これからの時代は、おばあちゃんの常識も、お母さんの常識も通用しないから」って言ってあげてください。

　「だから、わたしに決めさせてね」と。

　だから若かった時……、わたしはこんな標語を思いつきました。

　「今日の非常識は明日の常識！」

　その反対、「今日の常識は明日の非常識！」でもあります。

　そして、そのとおりになりました。

　わたしが若かった頃、女性差別はもっときびしく、セクハラは蔓まん延えんしていて、就職先はなかったけれど、そんな時代に生まれたことを、後悔していません。なぜって世の中の変化のさなかにあって、その変化を自分たちの手でつくりだしてきたという自負があるからです。

　わたしたちの前には、わたしたちよりももっとたいへんな時代を生きてきた、先輩のオネエサンたちがいました。女に選挙権はなく、何かいうと「女はひっこんでろ」と言われ、学校へ行きたいと言っても教育をつけさせてもらえませんでした。そのオネエサン、オバサン、オバアサンたちのおかげで、わたしたちは前よりちょっとラクに生きられるようになりました。だから今度はわたしたちが、わたしたちより若いあなたたちに、自分たちが経験した社会よりちょっとはましな社会を手渡したいと思います。もしあなたが将来、お母さんになることがあったら、ムスメたちに同じようなことを思うでしょう。

　わたしはフェミニストを名のっていますが、それというのもわたしの前にフェミニストを名のる先輩や外国の女の人たちから、いっぱい知恵やコトバを受けとってきたからです。わたしひとりで思いついたことなんて、ほんのちょっぴり。その先輩のオネエサンたちの恩義を忘れないように、わたしはフェミニストの看板を下ろさないことにしています。

　コトバは借り物、それでいいんです。そのコトバは世界を見るための道具です。場合によっては世界を変えるための道具にもなります。その道具のおかげで、世界の見え方が変わってきます。その大切な道具をオネエサンたちから受けとって、大切に磨いて、次の妹たちに手渡す、のも女性学・ジェンダー研究の役目です。「ジェンダー」はそのための大切な道具のひとつです。

　女性をとりまく社会の変化が目に見える時代に、わたしたちは立ち会っています。もうすこししたら、この本に書いてあることは、なあーんだ、ひと昔前はこんなことに悩んでたのか、と笑い話になるかもしれません。その記録のためにも、この本は役に立つでしょう。そのうち二〇〇〇年代初めの日本の女性の状況を示す、歴史的史料になるかもしれません。そうなればよいと、わたしは思っています。もし一〇年後にも二〇年後にも、「あるある」と読まれていたら……（涙）です。

　こんなに変化の激しい時代に、女に生まれてよかった……というのが、わたしの感慨です。わたしはもう人生の半分以上を過ごしてしまったけれど、もう終わりの方が近くてやり直しなんてできないけれど、きっと人生の最後にこう言うと思います。

　「あ～、おもしろかった」って。

　あなたにもそう言ってほしい、それがわたしの願いです。




二〇二〇年一二月




上野千鶴子
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岩波ジュニア新書の発足に際して

　きみたち若い世代は人生の出発点に立っています。きみたちの未来は大きな可能性に満ち、陽春の日のようにひかり輝いています。勉学に体力づくりに、明るくはつらつとした日々を送っていることでしょう。

　しかしながら、現代の社会は、また、さまざまな矛盾をはらんでいます。営々として築かれた人類の歴史のなかで、幾千億の先達せんだつたちの英知と努力によって、未知が究明され、人類の進歩がもたらされ、大きく文化として蓄積されてきました。にもかかわらず現代は、核戦争による人類絶滅の危機、貧富の差をはじめとするさまざまな人間的不平等、社会と科学の発展が一方においてもたらした環境の破壊、エネルギーや食糧問題の不安等々、来るべき二十一世紀を前にして、解決を迫られているたくさんの大きな課題がひしめいています。現実の世界はきわめて厳しく、人類の平和と発展のためには、きみたちの新しい英知と真摯しんしな努力が切実に必要とされています。

　きみたちの前途には、こうした人類の明日の運命が託されています。ですから、たとえば現在の学校で生じているささいな「学力」の差、あるいは家庭環境などによる条件の違いにとらわれて、自分の将来を見限ったりはしないでほしいと思います。個々人の能力とか才能は、いつどこで開花するか計り知れないものがありますし、努力と鍛練の積み重ねの上にこそ切り開かれるものですから、簡単に可能性を放棄したり、容易に「現実」と妥協したりすることのないようにと願っています。

　わたしたちは、これから人生を歩むきみたちが、生きることのほんとうの意味を問い、大きく明日をひらくことを心から期待して、ここに新たに岩波ジュニア新書を創刊します。現実に立ち向かうために必要とする知性、豊かな感性と想像力を、きみたちが自らのなかに育てるのに役立ててもらえるよう、すぐれた執筆者による適切な話題を、豊富な写真や挿絵とともに書き下ろしで提供します。若い世代の良き話し相手として、このシリーズを注目してください。わたしたちもまた、きみたちの明日に刮目かつもくしています。

（一九七九年六月）
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